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			大陸は四つの国により成り立っていた。

			優れた武器の開発、近接戦闘技術に特化した騎士道を重んじるジル・リズッセイ姫が治める、騎士道国家チクラーユ。

			怪我人や毒に犯されたものの回復だけではなく、攻撃に使っても凄まじい破壊力を持つ魔法。この大陸の魔法協会総本部あり、シンシア・ロー姫が治める魔法国家バータ。

			人々の心に平安をもたらす神の加護を受け、神の名のもとに政治を執り行う、聖女マリエル・ノートス姫が治める神聖国家マーチカ。

			そして商売人たちが評議会を開いて、経済の力で国を動かそうとする、ユノ・サフィーネ評議長が治める自由都市ババノーダ。

			四つの異なる国家が存在する大陸だが、争うこともなく平和が続いていた。

			そんなある日、大陸に突然魔王が現れ、全てを征服するべく侵攻を開始した。

			大陸の重大な危機に、四大国家は力を結集して、ありとあらゆる方法で魔王を倒そうと試みたが、全て失敗に終わった。

			魔王の魔力は、人間を魔物に変え自分の配下に置いてしまうという、おそろしいものだった。

			人間たちは具体的な解決策も見つからないまま、日に日に抵抗力は減っていく。代わりに魔王は勢力を強めていくばかりだった。

			生き残った人間たちは、結界を張って魔王の進軍に抵抗しながら、小さな集落で細々とした生活を送っていた。

			人々は窮地に立たされてはいたが、決して希望を失わず、いつか勇者が現れこの大陸を救ってくれると信じていた。

			


			「おおっ！　勇者が降臨なされたぞ」

			「勇者様ぁ！」

			寂れた街の昼下がり。広場で一人の老人が突然声を上げると、それまで近くにいて別々のことをしていた奴らが、口々に叫びだした。

			「あん？」

			いったい何があったのかと、俺はそいつらの方を見た。誰か有名人でも歩いていたのだろうか？

			「ついに現れたぞ！」

			「勇者様が私たちを救ってくれる」

			「ちょ、おい!?　俺？」

			わけのわからんことをいってる連中に、取り囲まれて動けなくなった。当然、人違いだろうと思って辺りを見回した。しかし皆、俺の方を見ている。

			「何なんだよアンタら？　どけっつーのコラ」

			俺は街行く女の子のチェックをしていただけで、まだ声もかけていなければ、触ってもいない。問題ねーはずだろうが。

			「俺は何もしてねぇーぞ！　放せってば」

			「希望の光がついにぃ！」

			「引っ張るんじゃねーよ！　服が破れるだろうが！」

			「神は見捨てなかったんだ！」

			「テメーらわけわかんねーこといって、シカトしてんじゃねーよ！」

			俺が声を張り上げて、払いのけようとしても多勢に無勢だった。男たちは皆興奮しきっていて、しわくちゃにされてしまう。

			どうも様子からして、俺の視姦について咎めようとする感じではない。何か知らんが嬉しそうな顔してるし……これは危ない宗教関係の集団かもしれない。

			「マジで放せっつーの！」

			そういって剣の柄をにぎって脅してみたが、連中はまるで驚いていなかった。

			さすがに俺は内心焦り始めていた。こんだけ相手がいるとやべーよな実際。このままどっかに拉致られて、洗脳されるんじゃねーだろうな……。

			「とっとと、ずらかった方が……」

			「あなた様は勇者様なのですよ」

			「はぁ？　何でだよ？　知らねーよそんなもん」

			「それについてはこのわしがご説明を」

			最初に勇者だとか言い始めたじいさんが、少々いらいらしていた俺の前に出てきた。

			仕方ないので話を聞いてみることにする。

			「で、アンタは？」

			「申し遅れました。わしがこの街の長をしております」

			「ふ〜ん、長ね。町長さんみたいなもんかね」

			「ちょ、町長……はぁ、そんなものですじゃ」

			「それで勇者っていうのは何なの？」

			「この鞘に収まるチンコを持つ者、覚えがありますじゃろ？」

			「あん？　何しわくちゃな顔してうけ狙おうと……あぁっ！　アレかぁ」

			一瞬街長がいい歳ぶっこいて、ふざけてるのかと思ったが、俺には思い当たる節があった。

			この街のちょうど真ん中に『旅の方へ・ぴったりはまったあなたはラッキーマン』という、立て札が立っていた。

			鞘の中にチンコを入れてミソ、という趣旨のものだった。なかなかシャレが効いてるねと思って、俺がチンコを入れてみると、不思議とぴったり収まったのだった。

			「ぴったり入ったヤツは、豪勢な宿に泊まれるとか旨い物がタダで食べられるとか、そういう特典はないのかよ？」

			「残念ながら、その様な特典はございません」

			「何だよ。違うのかよ」

			街長にあっさり否定され、俺はふてくされた声を返す。これじゃ用はねーわな。

			「『この鞘に収まるチンコを持ちし者……世界を救う者なり……』この伝説の鞘に収まるチンコを持つ者、それは勇者様なのです」

			「それはもうわーったよ。何もねーなら俺いくわ」

			「お、お待ちを、どうかこの大陸をお救い下され」

			じいさんは慌てて俺の腕にしがみついてきた。当たり前だが、引き留められても全く嬉しくなかった。ったく困ったもんだ。

			「何で通りすがりの俺が、わざわざそんな危なそうな橋、渡らないといけないんだよ？」

			「あなた様の奇跡のイチモツで、魔物と化してしまった少女たちをお救いください」

			「何ぃ？　処女ぉ!?」

			気になるワードに、俺は思わず足を止めた。

			「処女ではなく少女ですじゃ！　まあ皆美しい娘たちで、バージンですが……魔物になった今もその面影を残していて、それが不憫で」

			「んだとぉー！　美人で処女!?　もっと詳しく話せよ！」

			「勇者様の選ばれたイチモツで貫いて処女を奪って下されば、呪いが解けて少女たちは人間に戻れるのですじゃ。さらに魔王の処女も奪うことができれば、魔王のおそろしい能力も消すことができるのです。」

			「ほ、ほほう……俺のイチモツで……」

			これはすごいことになってきた。こんな美味しい話があるとは。

			「しかし並みの男が挑んでも、処女を奪うどころか命を奪われそうになる有様で……」

			「仕方がない、俺がやってやろう」

			冷静でいようにも、どうしたってテンションが上がってしまう。

			「それではお願いできるのですかな？」

			「とーぜんだ。俺様に全てをゆだねるがいい、愚民どもめ！　わははははっ！」

			「勇者様ぁ！」

			「やはり救世主なんだ！」

			周りの奴らが歓声を上げる。野郎ばっかだけど、これからのことを考えると、我慢できる。

			かわいい魔物娘たちとあんなことやこんなことを……。妄想は膨らむばかりだった。

			「勇者を名乗る者が現れたと聞いたが、それは貴公のことか？」

			「あんだって？」

			後ろから不意に若い女の声が聞こえて俺は振り返った。

			「勇者は貴公かと聞いている」

			「何だねーちゃん。かわいいじゃんか」

			今まで野郎ばっかりに囲まれていたから、声の主を見た途端機嫌が良くなった。

			女は綺麗な金髪を後ろで纏め、気の強い感じはするが、かなりの美人だった。何より胸が張り裂けそうな大きさなので、その辺りばかり繰り返しチェックしてしまう。

			下半身は鱗に覆われて人魚？　いや蛇だな。コスプレかなんかかな？

			「これは失礼した。尋ねるのならば、武人として名乗ることを忘れていた」

			「名前教えてくれんの？」

			「私はジル・リズッセイと申す者。以後お見知りおきを」

			「ふむふむ俺はセシルだ」

			「貴公が勇者で間違いないのでしょうか？」

			「うむ、いかにも俺が勇者セシル様なのだ」

			いまや大陸の平和は、俺の行動いかんにかかっているのだ。一躍時の人ってやつだ。

			「ほうなるほど、勇ましいですね」

			「だろ？　そうでしょう。そうでしょうとも」

			「ならば勇者に頼みがあります」

			「うむ、申すがよい」

			「突然で申し訳ないが、魔王様のためにここで死んで下さい」

			「そんなのおやすいご用って……ん？」

			「おおおおっ！」

			ジルと名乗った美女はうなり声を上げている。その手には、しっかりと剣が握りしめられ、鋭い刃先は俺に向けられていた。

			「ちょ、ちょっと待ったらんかい……」

			何だか緊迫感が伝わってきて、自然と焦ってしまう。ジルは俺の様子を見て、ニヤリと不敵な笑みを浮かべている。

			「どうしました？　臆したのですか、勇者よ」

			「いや、なんつーか、話違わない？」

			取りあえず今は殺されたくねーよ。まだなーんも楽しんでないんだからな。

			「どう違いますか？」

			「そうそう、キミのその姿からして、魔王にモンスターにされちゃった人かな？」

			ジルの雰囲気に押されて大事なことの確認を忘れてたし。

			「ああ、そうだが、それがどうかしましたか？」

			「どうかしましたって、アンタ……」

			大したことじゃないって言い方だよな。どうなってるんだろ？

			「ちょっと、たんまね……おいじーさん！」

			「あの方は、チクラーユ王国のジル様ですじゃ……おいたわしや、あのようなお姿になられて……」

			説明を求めるように街長を呼ぶと、俺の耳元で気の毒そうにそういった。

			「じゃあさっさと片付けてやろうじゃないか。さあジルよ我が下へ」

			俺は先ほど鞘にぴったりと収まった、自慢のモノを惜しげもなく露出させる。少々恥ずかしいが、不幸な彼女の為ならむしろ悦んでといったところだ。

			「なっ!?　あっ、ああああっ……な、何を……」

			「さあ姫よ。その身に降りかかった呪いを、コレで解いてやろう」

			「と、解いてやろうなど……そんな……」

			「遠慮することはない。さあ早く」

			「この変態めが！　近づくでないわ！　おぞましい！」

			「おわっ！　ちょ、アンタ……それ危な……わっ！」

			ジルが顔を真っ赤にして、突然剣を振り回したので、俺はそれをぎりぎりのところでかわした。

			「何するんだよ。勇者に向かって！」

			「何をするとは、こちらの台詞だ！　この私の前に、そんな汚らしいモノを晒すなど……恥を知れ！」

			「ふーむ」

			初対面の女の子に、モノをぶらぶらさせて近づいたのは、いきなりハード過ぎたかな。とはいっても女心なんて男の俺にわかるもんじゃねーし……。

			もう少し話してみて、それからかな。

			「失礼。哀れな姫様の呪いを解いてあげたいと、思っているのだよ」

			「呪い？　哀れだと？　余計なお世話だ！」

			「あれま、戻りたくないの？」

			思春期なのかね。それとも生理？　何なのかねこの反発ぶりは。そんなことを思っていると、街長が袖を引っ張ってきた。

			「ゆ、勇者様」

			「あんだよ？」

			思わず不機嫌な声を返してしまう。相手がじーさんだからしょうがない。

			「魔物と化してしまった娘たちは、以前の記憶が曖昧になっているのですじゃ」

			「なんだとぉー！」

			「自分たちは魔王の忠実な配下と刷り込まれておりまして、魔物化したことも呪いどころか、祝福だと信じている状態なのです」

			「魔王め。うらやましいヤツだな」

			ヤリたいことを先にヤラれたって感じで、俺は魔王に軽く嫉妬してしまう。

			「勇者様、民の前でそのような不謹慎な発言はお控え下さい」

			「わーってるよ。冗談だよ。冗談」

			「ですから、今の状態で勇者様の宝刀を突き込もうにも、ああして剣を向けられて」

			「そんな重要なこと早くいえよ！　危うく切り刻まれちまうところだったろ」

			「先ほどいいましたのじゃ！　並みの男が挑んでも、処女を奪うどころか命を奪われそうになると」

			「ったくしょーがねーな」

			残念だがズボンをはき直し奇跡のモノをしまった。それからめんどくさいが剣を抜いた。ジルの目つきが変わる。

			「勇者よ。ようやく剣を抜きましたね」

			「まあ真面目な一面も見せてもいいと思ってさ」

			そういいながら、ふと考えていた。こいつの下半身は蛇身だが、穴はあるのだろうか？

			魔物の……何だろう？　エキドナ？　それよりちゃんとできるんだろうな……心配になってきた。でも魔物になろうが、そういう大切な機能は絶対残ってるはずだよな。

			「どうしました。勇者よ。まだ何か？」

			「ちゃんとした女なんだろうな？」

			「いかにも私は女だが、まさか女が相手では、バカバカしくて剣を交えられないなどと？」

			「いやいや、女で十分。そこが一番重要なのさ」

			しっかり女の子のようだし問題ないな。迷いが消えたところで、ジルが構えて間合いを詰めてくる。

			「ではいざ勝負！」

			「あいよ！」

			ジルが勢いよく敷石を蹴り、斜めに切りつけてきたのを、俺は剣で受け止めた。鋭利な刃がぶつかり合い、ガキンという金属音が響く。

			想像してたよりも、ずっと剣捌きは素早く力強い。こりゃやべーかもなって思いかけたそのとき。

			「ん？　おいっ!?　増援？」

			地面に斧が突き刺さった。俺は飛び退いてジルと距離を取りつつ、辺りを見回した。

			「この斧は!?」

			「は〜い。ジルさんそこまでですよ〜ぅ」

			「おおっ」

			なんかまた突然女の子が現れたぞ。長い髪に特徴のある飛び出た耳。そしてなにより、バストがめちゃめちゃ大きい。ボリュームはジル以上だろう。

			「マリエル殿、邪魔をするな！」

			「マリエル？　ムニエル？」

			ジルの口調からして知り合いらしいが俺は初対面。

			「あれは神聖国家マーチカの姫君、マリエル・ノートス様で」

			「ふむふむ聖女のね」

			武器は巨乳と斧といったところか。牛の魔物でミノタウルスだろうか。どう見てもメスの乳牛だな。

			「どけマリエル殿。勝負だ変態勇者よ！」

			「おう！　変態がよけいだけどな」

			再びジルが向かってこようとしたので、俺も一応構えてみた。

			「ジル……ダメ……」

			「ん？」

			「シンシア殿まで」

			「なんだかわいいけど透けとる」

			今度はスライムが現れた。女の子ってことは、この子も魔物にされたパターンか。

			「魔法王国バータのシンシア・ロー姫ですじゃ」

			「ほうほう、魔法少女ってわけね」

			何だか表情が少なくて、話し方もぼそぼそしてるのが、不思議な感じがして魅力的かも。

			「ボクも来てるんだけどな」

			「ボク？」

			次は子供のような声が聞こえたので、その声の主を探す。

			「ユノ殿までどうした？」

			「あははっ、シンシアとマリエルだけじゃ心配だったからね、ボクも来ちゃったよ」

			「あらま」

			ボクっ娘は男の子ではなく女の子だった。他の姫たちと比べると、かなり幼く見える。だがこういうロリっぽい子もかわいくて萌える。

			「ところであれが勇者？」

			「俺は今日勇者になったセシル・カッツオ様だ」

			「ボクは四天王やってるユノだよ。よろしくね」

			ユノはそういってウィンクする。これでかわいい子たちが四人揃ったが、魔王四天王っていうのが通り名なんだろうか？
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			「おお、ユノ・サフィーネ評議長」

			街長はユノを知っているようだ。見た目はガキみたいなのに、やり手の評議長らしい。

			この騒ぎの後に聞いたが、ユノはキリングドールという魔物にされてしまったらしい。

			「なぜ貴公らがここにくる？　四天王が揃うなど私は聞いていないが」

			俺との戦いを途中でやめさせられたことに、納得がいかないらしく、ジルは女の子たちにきつい口調で問う。

			「魔王のお願い……」

			「な……魔王様のご命令なのか？」

			シンシアから返ってきた言葉に、ジルはかなり驚いてるようだった。どうやら彼女にとって予想外なことらしい。

			「しかし勇者が現れたのだぞ。ここで倒しておかないと、魔王様にどのような災いを及ぼすことになるか」

			「ダメ……魔王の命令は絶対……」

			俺の危険性と魔王のことを考えてジルは訴えたが、シンシアは態度を変えなかった。

			ジルは悔しそうに唇を噛む。

			「くっ……」

			魔王は美人らしいがその権威はかなり強くて、独裁者なのかもしれない。

			「勇者よ。この勝負一時預ける。さらばだ！」

			「あっ、ちょっ」

			ジルたち魔王四天王は、俺の言葉を聞くこともなく、去っていった。今度いつ会えるのか聞きたかったのに……。

			「あれが魔物にされた姫様たちでございますじゃ」

			「うむ……美人騎士に不思議少女、それと巨乳美女にボクっ娘美少女。いいではありませんか」

			現時点だと捕らぬタヌキのなんとやらだが、その時のことを考えるとめちゃめちゃやる気でるわな。股間のモノが疼くぜ。

			「勇者様それではやはり、わしらのために戦いに？」

			「とーぜん戦うさ！　戦艦クラスの大船に乗った気分で、待っているがよい！」

			「勇者様ぁぁぁぁぁ!!」

			魔物たちに驚き遠巻きに眺めていた住人たちが、歓声を上げて群がってくる。

			こうしてはいられない。善は急げだ。俺はさっそく戦いの旅に出発するべく、街を後にした。

			


			その頃魔王の城では……。

			「魔王様いったいどういうことなのですか？」

			魔王の城に着いたジルは、すぐに魔王本人に詰め寄った。魔王には従順なジルも不満を抑えきれない感じだった。

			「あ、あのね……」

			「いきなり帰って来いなどと、もう少しで勇者の息の根を止めることができたのに」

			「えっと……」

			ジルに強い口調でまくし立てられ、おろおろして今にも泣きそうな顔になる女の子。

			長くて綺麗な銀髪に、均整の取れたプロポーション。可愛らしい顔立ちをしている。

			ジルに魔王と呼ばれているのは、アイリーン・ミッドガルという女の子だった。

			「なぜなのです？　わけを聞かせて下さい!」

			「えと、ええとですね……落ち着いてねジルさん……」

			「此度の帰還命令の理由は何です？　勇者を目の前にして」

			「あぅ……ううっ……それはそのぉ……」

			一方的に怒鳴られているアイリーン。どっちが君主なのかわからない。

			「まぁまぁ、ホント落ち着いてよね。ジルさん」

			「マリエルさん……」

			マリエルが話に入り、宥めるようにいったので、アイリーンはホッと胸をなで下ろす。嬉しそうに目を細めている。

			「退けマリエル殿。私は魔王様と話しているんだ」

			「まぁ、そんなにカッカしなくていいじゃん」

			「ケンカ……ダメ……」

			「ユノ殿にシンシア殿まで」

			ジルがなかなか収まらないので、他の二人も出てきた。

			「喧嘩ではないぞ。勇者という魔王様にとって危険な存在を、どう排除するかという話し合いだ」

			「でもぉ勇者様がぁ……私のこの能力を、消し去って下さるかもしれないしぃ……」

			「魔王様何かおっしゃいましたか？」

			「あぁ、い、いえ、何でもないの」

			アイリーンは慌てて顔を横にぶんぶんと振る。

			「魔王様、私に何かいいたいことがあるのでは？」

			「えっとね……勇者を倒すのはそう容易にはいかないと思うから、時期を見て作戦を立てて、それからの方が安全だし……そのね……」

			いいながらチラチラとジルを見上げるアイリーン。まるで親に叱られて、様子を窺っているようだった。

			「はっ、わかりました。私の方から出向いて、勝手に勇者に戦いを挑むようなことはいたしません」

			「はい」

			「しかしながら勇者が我が領内にまで侵入してきた際は、騎士としての義務を果たすつもりでおります。ご容赦下さい」

			「わ、わかりました……そういう場合はジルさんの裁量で」

			「ありがとうございます。では私はこれで失礼させて頂きます」

			ようやく納得してジルは深々と頭を下げる。

			「お疲れさまでした。ジルさん」

			ジルの背中を見送るアイリーン。他の三人の腹心もそれぞれの場所へ帰っていく。やがて静けさが戻る。
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			「……セシル様……」

			アイリーンが切なげな声で呟くと、それが静かになった城内に、響き渡っていった。

            
  


  
  [image: P000.png]

			俺は魔物娘に会いに行くため、洞窟を進んでいた。

			「ここにあの蛇ねーちゃんがいるのかぁ」

			洞窟の中は殺風景で、複雑な作りになっている。あたかも侵入者を迷わせ、体力を奪うような意図が感じられるものだった。

			「さてと……」

			できるだけモンスターたちには見つからないように、抜き足差し足忍び足で先に進む……。

			エッチする前に体力を消耗したくないからな。

			「やっぱ中は薄暗いなぁ……でも明かり灯すと目立ってバレそうだし……」

			「ようこそおいで下さいました勇者よ！」

			「ぬおわぁっ!?」

			不意に背後から声がして、俺は思わず変な声を出してしまった。心臓が縮み上がった。

			振り返ってみるとジルが立っていた。いつの間に……。

			「どうしました？」

			「どうしましたじゃねーよ！　いきなりびっくりさせるなよ！」

			「ほう驚かせてしまったか、それは失礼した」

			「あー心臓止まるかと思ったわ」

			「それはいけない。勇者と正々堂々と戦って討ち果たすことが私の望み。勝手に死なれては困る」

			「勝手にねぇ……」

			どうもジルはガチガチの真面目人間で、冗談が通じないらしい。

			「そうだ。貴公は私が倒す」

			「そうだったな。まあ俺もキミとエッチもしないで、死ぬわけにはいかんからな」

			「な……何をいってる……」

			「何もナニも、俺とキミがエッチする話だろ？」

			「は、破廉恥なヤツめ！　よくもそんなことを堂々と……」

			「別に怒ることないだろ？　この間も話したことだし」

			「くぅ、私は貴公のような武人と、剣を交えるのが楽しみだったが……」

			「俺は剣より身体を交える方が好きなんだけどさ」

			「黙れ！　貴様のようなヤツを切れば、私の剣が穢れるというもの……」

			「それじゃあ戦えないのかよ。エッチできないじゃん」

			「私と戦いたければ、まず部下共を倒すんだな」

			「えー。そんなめんどくさいことを」

			「待っているぞ」

			ジルは一方的にそういうと暗がりの中に消えていった。

			「ったくよ。今戦えば早いのにさ」

			ひょっとすると真面目だから照れてたのかな。まあ少し苦労した方が、悦びも一入ひとしおって感じになっていいよな。

			


			俺は洞窟の中を堂々と歩いてジルの後を追うことにした。もう隠れても意味ないし……。

			「ふぅ、この辺りが最深部かな」

			ジルが去ってから結構長い間、色気のかけらもない騎士たちと何度も戦うはめになっていた。

			配下というのは正直あんまり強くなかった。俺は正々堂々戦う気など、さらさらないので、ありとあらゆる手を使えば真面目な連中など、相手ではない。

			テンションは上がりっぱなしだ。やっぱりエッチというお楽しみが、控えているからだろう。

			「おーいどこだー？」

			奥に行くほど暗くて、明かりが照らすところ以外、何も見えなかった。まさか別のところへ移動したんじゃないだろうな。

			俺がきょろきょろ見回していると、闇の中に気配を感じた。

			「ほほう、よくここまで来たな」

			「ふはははははっ、可愛い子とヤルためなら、朝飯前さ」

			ちょっとがんばればかわいい子とエッチができるという、お楽しみが待っているので、俺は元気そのものだった。

			ジルがゆっくりと剣を抜いて構えた。俺も剣を向ける。

			「ふん、だが私に勝てるかな？」

			「勝つさ♪」

			自信たっぷりに答えた。

			「いくぞ勇者よ！」

			「よっしゃどーんと来なさい！」

			素早くジルが剣を振り下ろし、それを俺ががっちり受け止める。

			その後何度か攻撃した後、結果は……。

			


			「うぐっ！　……くはっ……穢れし勇者が……ここまでの強さを……」

			「勝負あったな！　ふはははははっ！」

			ジルは膝を突いて荒い息を吐く。その表情は苦しそうで、立ち上がってもう一度俺に剣を向ける様子はない。

			配下の騎士たちと戦ったときより、力もスピードも遙かに高いレベルを要求されたが、特に問題なかった。

			「がんばったんだから約束の方たのむね」

			「くっ！　……わかっている……私も騎士だからな、約束は果たそう……」

			ジルは悔しそうな顔をしながらも、俺の前に跪いてズボンに手をかけると、そのまま下ろした。

			「おおっ!?」

			「こ、これが殿方のモノ……か……」

			いきなり勇者の証をつかまれてマヌケな声が出てしまったが、ジルの関心はそんなことより目の前のチンコに注がれていた。

			「先がこんなに膨らんでいて……光っていて……ううっ、こんなに太くて大きいなんて……」

			「うむ、そんなに褒められると照れるがな」

			「ああ、熱くて……固い……殿方のモノ……」

			「おーい」

			チンコを近くで見るのは初めてらしく、すっかり気を取られて俺の声など、届いていないようだ。

			「どう俺のモノは？　見とれちゃってるってわけ？」

			「うぅっ……」

			勃起したチンコについて細かく語って欲しいのだが、ジルからなかなか言葉が返ってこない。

			「あっ！　なに？　ピクピク動いて……んんっ……」

			「勇者セシル様のモノがそんなに気に入ったのか？」

			「そ、そんなことあるはずない……」

			「その割にはじーっと見つめて、顔赤くしてるけど」

			「ち、違う……それはその……おぞましいモノを見せられて、それで動けなくなっただけだ」

			「そうかぁ？　見とれてたんじゃないのか、美味しそうってさ」

			「バ、バカなこというな……私はその……」

			「その？」

			「もういい、さっさと始めるぞ……」

			恥ずかしさをごまかすようにジルはそういった。

			「はいはい……その前に……」

			「何だ？」

			「胸開いておっぱいで挟みながらシテくれ」

			「な、なぜそんなことを……」

			ただでさえ恥ずかしいのに、どうして胸まで見せないといけないのかといった感じで、ジルはわけを聞いてくる。

			その理由はいたって単純。

			「その方が興奮するしさ」

			「わ、わかった。負けたのだからしかたないな」

			俺にいわれた通りジルは胸元を開く。竿がちょうど谷間に入り込む。それから蛇の舌が亀頭に触れた。
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			「んっ、んふっ……ちゅぴっ……ぷちゅっ……はふっ……」

			「うっ……」

			細長い舌がくすぐったい感じがして、声が漏れてしまう。

			「ちゅっ……筋がこんなに……んんっ……れろっ」

			「どうだい？　初めてのフェラの感想は？」

			「くうっ……そんなこと……ううっ……屈辱だ……ぴちゃ……はぁはぁ」

			そう答えたジルだったが、表情に嫌悪は見られない。恥ずかしそうにしてるようだ。

			「顔赤くしてさ、色っぽいな」

			「んあっ!?　ちゅぴっ……な、何をいってる……じゅるっ……私はそんなこと……」

			「俺としては、その方が気持ちいいからいいんだけどさ、うっ」

			「ぷちゅっ……貴様っ！　……ああっ!?　何だ？　……くっ……モノが動いて……」

			「ちょっと気持ちよくてさ、チンコが悦んでるわけさ」

			「ふあっ……よ、悦んでなんて……そんな……ぴちゃ……何て卑猥な……」

			信じられないといった感じでジルは驚いていた。

			「キミにシテ欲しかったからよけい興奮しちゃってさ」

			「そ、そんな汚らわしいことを……んちゅっ……ぴちゅっ……れろっ」

			否定的なことをいっているが、恥ずかしそうにしているだけで、不愉快そうには見えなかった。

			「うあっ！　ま、また動いて……んふっ……なんていやらしいんだ……ぴちゃっ」

			刺激が走ってチンコが震える度に、ジルは頬の火照りを強めているようだった。

			ぎこちない動きや反応が欲情をそそる。

			「上手だなぁ」

			「何を……ああっ……そんなバカなことを……んちゅっ……私が悦ぶとでも思ったのか……んっ……屈辱的な……はぁはぁ」

			「約束は約束だもんな」

			「あふっ……わかっている……ぴちゃっ……ふあっ……ちゅぴ……ちゃんと約束は守っているだろ……んっ」

			ふてくされたような言い方をして視線を逸らすジル。しかしその間も舌は動いていて、奉仕を続けている。

			生真面目な性格故というより、こういうことが嫌いではなく、少なくとも興味はあるのだと思う。

			「その下の方気持ちいいぞ」

			「んんっ！　し、下って……ちゅっ……どこなんだ？」

			「そっちから見えない方が上で見える方が下かな……くっ！」

			「んあっ……この筋みたいなところだな……んっ……ココがいいのか？」

			ジルは不思議そうにいいながら、細長い舌でウラ筋を圧迫してきた。チロチロと舐められるくすぐったい感覚に、チンコが震える。

			「んふっ……んっ……何だ？　……ぴちゅっ……ぬるぬるしたものが……あんっ！」

			先走りが染み出して蛇舌にまとわりついていた。ジルは何が起きているのかわかっていないのが、また興奮する。

			しかたない教えてやるか。それもエロイ感じがしてイイだろう。

			「……それは気持ちよくなると出るんだよ」

			「んくっ！　気持ちよくなると……んんっ……そうなのか……んあっ……どんどん出てくる……れろっ」

			「どんな味がする？」

			「くっ……しょっぱくて……[image: isao][image: isao]ッ！　とにかくぬるぬるしてて……ああっ……変な味だ……はぁはぁ」

			ジルは顔をしかめながらもカウパーを飲み込み、その感想を口にした。俺はその様子に欲情をそそられる。

			「もっと出るようにしてくれよ」

			「んくっ！　わ、わかっている……ふあっ……くうっ……んっ！　んっ！」

			俺に求められてジルは舌の動きを早める。しかし具体的にどうすればいいのかわからないようで、締め付けたり擦ったりと、手探りな状態だった。

			快感が強くなったり弱くなったり、そのせいでモヤモヤが溜まってしまう。

			「もっと強く……うっ……そうだな咥えてくれ」

			「ぴちゅっ……く、咥えるって……コレを……れろっ……はぁはぁ」

			口に含むということに驚いたのか、ジルは聞き直してきた。

			「そうだよ。口でもシテくれよ」

			「はふっ！　んふっ……お、大きい……ああっ！　……くうっ……ちゅっ」

			大きく口を開けてチンコを咥えようとするジルだったが、興奮して亀頭が膨らんでいるせいで、なかなか口腔に収まらなかった。

			それでもジルはなんとか、膨れあがったモノを口に入れ舌を動かす。蛇の魔物だけあって舌は細いので巻き付いたりして、それが気持ちイイ。

			「ああ、そのまま舌で擦って、あとおっぱいで締め付けてくれ」

			「わ、わかった……ぷちゅっ……ちゅるっ……れろっ……んんっ！　……またぬるぬるしたのが……はふっ……出てきて……胸で締め付ける……はぁはぁ　こんな感じか？」

			「ううっ、いいぞ！　おっぱいめちゃめちゃ気持ちイイ！」

			「あんっ！　こんな……んふっ……私の口の中でモノがヒクヒク動いて……ああっ……ぬるぬるした液を……はぁはぁ……ちゅっ……れろっ」

			おぞましそうにいうジルだが、頬は紅潮して興奮している。そんな彼女を見て、俺は思わず腰を前に突き出してしまう。

			「んごっ!?　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]ッ！　げほっ！　げほっ！　く、苦しいっ！」

			亀頭が喉の奥に当たって、ジルは強く咳き込んだ。口内が振動して微妙な刺激がチンコに伝わってくる。

			「ああっ！　……何でまたこんなときにぬるぬるが……くうっ……ぴちゅっ、ゴクッ！……鬼畜なヤツめ……ぷちゅっ……れろっ……はぁはぁ……」

			苦しいときにカウパーまで出されたせいか、ジルはうらめしそうに呟いたが、きちんと体液は嚥下する。

			「くっ……もっとチンコ擦ってくれ」

			「んぐっ！　擦るっていったい……ちゅぱっ……んっ！　んっ！　んっ！」

			どうやってするのかと、ジルは蛇舌で竿や亀頭をくすぐるように舐めながら少し考えていたが、ほどなくして頭を動かし唇でチンコを摩擦し始めた。

			今までどちらかというと弱い刺激だったものが強いものに変わり、快感が次々と生まれる。

			「気持ちいい……ううっ」

			「んあっ！　コレが気持ちいいのか……んんっ……ああっ……ちゅっ……いっぱい……じゅるるるるっ！　……ちゅぷ……」

			口の中に溜まったカウパーを飲み込み、新たに染み出るものを、ジルが音を立てて吸い上げていた。尿道口が刺激されチンコがゾクゾクする。
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			「それイイぞ」

			「ちゅぷっ……イイって……んぐっ！　何が……ちゅっ……ちゅぴっ……もしかして吸うのがか？　……ちゅるるるるるっ！」

			ジルは俺の様子を見て気づいたのか、カウパーを思い切り吸引した。おしっこが漏れそうな感覚に襲われる。

			「あんっ！　やっぱり……んちゅっ……ぬるぬるしたのを……ちゅぱっ……吸われると気持ちがイイんだな……ああっ……はぁはぁ……じゅるっ！」

			俺が感じているのを見て、ジルは興奮した声でそういった。ふと見ると腰を時々くねらせている。ジルも気持ちよくなっているのだろうか。

			「エロイぞジル……はぁ」

			「ふあっ！　な、なぜ私がそんな……ぴちゅっ……いやらしいのは……ちゅっ……貴様だけのはずだ……ちゅるるるるっ」

			「そうかなぁ？　熱心にチンコしゃぶって、それでエロくないっていうのかよ？」

			「んあッ……それは……ちゅぴっ……貴様がそうしろと……ぷちゅっ……約束だし……ちゅるっ……しかたなく……」

			目を逸らしてあくまで本意ではないと言い訳するジルだったが、どう考えても興奮しているようにしか見えない。

			「まあいいや……ほらもっとシテくれ」

			「んふっ！　わかっている……んちゅっ……ぴちゃっ……んっ！　んっ！　んっ！　……こんな感じか？」

			「そうだ。かなりイイぞ」

			「ああっ！　また大きくなって……あふっ……んぐっ……何で……ぷちゅっ……れろっ！」

			「気持ちイイからだよ……はぁ」

			「んあっ！　そうなのか……んふっ……まさかまだ大きくなるなんて……ちゅっ……ぴちゃっ……あふっ」

			生々しいチンコの変化にジルは驚いていた。頬の火照りが強まり、目を細めていやらしい顔つきになっている。

			「もっと搾って飲み込んで」

			「んあっ！　……搾るって……んんっ……こうか？　んぐっ！　じゅるるるるるっ！　すごいいっぱい出てくる……ゴクッ……はぁはぁ」

			「そうだ。音立てて吸って」

			「あふっ……ちゅるるるるるるっ！　あんっ……んんっ……こんなに出して……ちゅぷっ……私の口がそんなに気持ちイイのか？　……ちゅっ」

			「イイぞ。めちゃくちゃイイ。もっともっとシテくれよ」

			「ああっ！　……ぴちゅっ……もっとって……んふっ……どうなっても知らんぞ……れろっ……ぷちゅ……じゅるっ」

			少し困ったようにいうと、ジルは頭を前後に素早く動かす。同時におっぱいで竿を圧迫してきたため、カウパーがさらに搾り出される。

			「んぐっ！　んああっ……んふっ！　……おっきい……あふっ……いっぱいいやらしいぬるぬるをこんなに出して……ああんっ！」

			「温かくて柔らかい口ですげー擦れてる……はぁはぁ」

			「ふあっ……[image: isao]っ！　[image: isao]っ！　[image: isao]っ！　ぷはっ！　ちゅぷっ……私の口で擦られるのが気持ちイイだなんて……れろっ……何ていやらしいんだ……はぁはぁ」

			「あー溜まってきた……ううっ……濃いのが溜まってきたぞ」

			「んちゅっ……溜まってきたって……ぴちゅっ……何が……んふっ！　れろっ……じゅるるるるるるっ！　ゴクッ」

			「決まってんだろ。精液さ」

			「んんっ!?　そ、そんなことが……ぴちゅっ……わかるのか……れろっ……はぁはぁ」

			フェラをしながらジルは驚いた声を出す。

			「ああ、気持ちイイのが連続して、さっきからヤバイ感じだしさ……はぁはぁ」

			「あふっ……んぐっ！　何か一回り太くなってるような……ふあっ……気のせいか……ぴちゅっ……ちゅるっ」

			「ううっ、イイぞ……うあっ」

			「ふあっ！　……そんなに……ちゅっ……イイのか……ああっ……いったいどんな風に……れろっ……」

			「柔らかいものに包まれて、それで擦れて気持ちイイって感じだな……はぁはぁ」

			「ちゅぷっ……私の口とおっぱいがそんな風に……あんっ！　またたくさん出てきたぞ……ちゅるるるるるっ！　……ゴクッ」

			「くっ……もっと激しくしてくれ」

			「んふっ！　……こ、こうか？　んっ！　んっ！　んっ！　ちゅぷっ……ぴちゃっ……れろっ……ぷちゅっ」

			男の悦ばせ方がわかってきたのか、ジルは頭と身体を揺らし唇と舌、それにおっぱいを使ってチンコをリズミカルに擦り上げる。

			弱かったり強かったり、不安定だった快感がだんだん、落ち着いて断続的なものになっていく。

			「どんどん気持ちよくなってく……はぁはぁ……このままイクまでシテくれよ」

			「あんっ！　イクまでって……んっ……イクとどうなるんだ？　……んふっ……先っぽがすごく大きくなってるぞ……ちゅっ……」

			ジルは聞き覚えのない言葉はすぐに尋ねてくる。そんな初々しい反応が萌える。

			射精が近づいてきて亀頭がどんどん膨張していてた。ジルは咥えづらそうにしながらも、がんばって口を開きフェラを続けている。

			「めちゃ気持ちよくなって、ザーメンがビューッてなるんだよ」

			「んんっ!?　ザーメンというのは何なんだ？　ちゅぷっ……れろっ……このぬるぬるしたのと違うのか……れろっ」

			「そんな難しく考えるな……うっ……精液のことだから……」

			「ちゅっ……そうなのか……んっ……ザーメンともいうのだな……ちゅぷっ……何だかよけいいやらしく聞こえるぞ……ぴちゅっ……ちゅるるるるるっ！」

			ジルは次々と溢れてくるカウパーを啜りながら、頬を赤らめてそういった。その様子がエロくて、欲望がどんどん蓄積していく。

			「そうだな……くっ……精液よりザーメンって言い方の方が興奮する」

			「あふっ！　……ちゅっ……それでいつ出るんだ？　ぴちゅっ……どんな感じで出るのだ？　れろっ……んんんっ！」

			「くうっ……オシッコみたいには出ないよ……はぁ……いつ出るかはジル次第だな……もう少しだ……はぁ」

			我慢していたが、その瞬間はすぐそこまで迫っていた。思いっきり気持ちよく出したいので、弾けるまで辛抱を続ける。

			「ぷはっ……私次第なのか……ぴちゅっ……つまり私が気持ちよくできるかで……んふっ……時期が左右されるわけなのだな……じゅるっ！」

			「ああっ……もう少しだから……くうっ……もっと早く動いて！　チンコを口とおっぱいでごしごし擦って！　イカせてくれ！」

			「んんっ……わ、わかった……んっ！　んっ！　んふっ……れろっ！　……はぁ……どんどん溢れて……じゅるるるっ！　……何かの前兆のように先がすごい膨らんで……あんっ！」

			「うっ……も、もう……ダメだ……くっ、イクぞ！　おおっ!!」

			「えっ？　ザーメンはどうやって……んぐぐぐぐぐぐぐぐっ!?」
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			ジルに説明する間もなく、溜まった白濁を一気に口内にぶちまけた。

			「おおっ！　くうっ！」

			「ごほっ！　……ごほっ！　……ごほっ！　……[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　ぷはっ……すごい勢いで……ああっ……このドロドロのがザーメン……あんっ！　私の口の中に出てる……ふあっ……あああああっ!!」

			「ジルっ！　もっと舌で締め付けて搾って！　ザーメン飲んで！」

			俺は腰を前に出して亀頭を喉の奥へ突きつけた。

			「うぐっ……わ、わかった……[image: isao]ぐぐぐぐっ！　何て濃くてドロドロしてるんだ……くうっ……喉に引っ掛かる……ごほっ……んんんんっ……ゴクッ！」

			ジルは激しく咳き込みながらも、蛇舌をチンコに巻き付け圧迫し、喉を鳴らして精液を飲み込んでいく。そのエロイ姿に興奮して射精はまだまだ止まらない。

			口元からチンコが抜けたあとも、身体の中をめちゃめちゃ気持ちイイ波が押しよせてきて、白濁の塊が飛び出す。

			「はぁはぁ、まだ出るっ！　おっぱいで挟んで扱いて！」

			「ああんっ！　顔に！　……んっ……私の顔にまで熱いザーメンが……んあっ……胸で扱くと……んあっ……ザーメンが飛んできて、私の顔にびちゃびちゃかかってる……んあああああっ！」

			「ううっ……くっ」

			「ああっ……ザーメンがこんなに勢いよく、たくさん出るものだなんて……んっ……口だけではなく顔までザーメンまみれに……はぁはぁ」

			大量の白濁液に驚きながら、ジルは荒息を吐き呆然としていた。

			少しずつ快感が弱まっていき、イったあとの余韻に浸る。

			「ふぅ……ジルのフェラめちゃめちゃ気持ちよかったぞ」

			「そ、そうか……こ、これで約束は果たしたぞ」

			顔に精液がはり付いたまま、ジルは視線を逸らしてそういった。かなり恥ずかしかったらしい。

			「次は決して負けぬぞ勇者よ！」

			「ん？　次？」

			「さらばだ」

			「ちょっ、おい、ジル！」

			脱力感で動けない俺を残して、ジルはどこかへ行ってしまった。あーあ、もっといろいろシタかったのに……。

			でも気持ちよかったからまあいいか。一人洞窟に取り残された俺はそんな風に思っていた。
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			洞窟から出た俺は、一番近くにあった街に寄っていた。小さな街だが人も結構歩いていて、それなりに栄えていた。

			「ごちそうさん」

			「ありがとうございました」

			レストランでお腹も満たしたので、せっかくだから街の中を散策することにした。

			「なかなかうまかったよな。あのシチュー」

			この街は初めて来たので、どこの店が旨いのかわからなかったが、混雑している様子で決めて正解だった。

			「あれ？」

			武器屋があったので、冷やかしで見に行こうと思ったがやめた。裏通りを見つけたのだ。

			「へぇ、こういうのもイイ感じじゃん」

			細くて狭い小道だけど、左右に煉瓦の壁があって味になっている。

			観光スポットってほどじゃないけど、おしゃれな一角のように思える。

			「ふむ勇者セシル様のアニュイな午後ってヤツだな」

			確かアニュイの意味は、憂鬱だとか倦怠ってことだけど、無理矢理使ってみたくなった。

			「俺ってあんがい詩人かもな」

			裏通りに風情を感じる辺り、物書きに向いているかもしれん。

			魔王を倒してエッチしたら、一通りの経験を元に本でも一冊出版するかね、などと思っていたら……。

			「ぷっ、くくくくくくっ……」

			「ん？」

			笑いを堪えているような声がどこからか聞こえた気がした。

			「なんだぁ？　笑ってるヤツ一歩前にでんかい！」

			声の主がどこにいるかわからないので、俺は姿を見せるように促した。すると。

			「ばあっ！」

			「なんだぁ？　って、うわっ!?」

			背後に気配を感じて振り返ろうとしたところ、いきなり声を上げて小さな刃物で斬りかかられた。

			「よいしょっと！」

			俺は素早く身体をひねって鋭い刃先を避けた。

			「あーもー惜しいなぁ」

			ダガーナイフを手にして、残念そうに呟いていたのは、一人の少女だった。

			それにしても不意打ちとは卑怯だ。人が良い気分になっているところを……。

			「およっ、意外とデキるんだね」

			「およっ、かわいいじゃん」

			まるで人形のような愛らしい顔立ち。その顔には見覚えがあった。

			「あはっ、もしかしてボクのこと覚えてるの？」

			「ああ、確かお前キリングドールで、魔王の四天王の何とかって」

			「きゃはっ、ユノだよ。だいたい合ってるよ」

			「それにしても刃物で後ろからねぇ」

			「だってさぁ、魔王の敵の勇者。とーぜん四天王のボクの敵ってことでもあるんだから、しかたないじゃないさ」

			「うーむ。そうなるのね」

			理屈はわかるんだけど、この可愛いのが敵だという実感が湧かない。

			「でもさ、お前本当のところ俺が敵だと思ってるのか？」

			「えっ？」

			「いや、なんつーか、魔王に忠誠があるように見えないし、かといって俺に恨みとかもってるように見えないからさ」

			「あははっ、まあね。なんの恨みもないけどさ、おもしろそーだからだよ」

			「おもしろそうだからって理由で、殺されたんじゃたまんねーな」

			さっきの攻撃の理由がそれだったと思うと、ちゃんと避けてよかったと思う。死んだりしたらあまりにもいたたまれない。

			「えーいいじゃん別にぃ」

			「だーめ！」

			「もー、けちー！　きゃはははははっ☆」

			咎めても子供のように笑う始末だった。殺ってしまってから、ことの重大さに気がつくタイプなんだろうな。

			「それはそうとお前、魔王四天王で、確か評議長とも呼ばれてたような」

			「うん、そうだよ。四天王で評議長でもあるんだ。かっこいいでしょ？」

			「でもまあ、かっこよさなら勇者セシル様の方が上かな」

			「ぶーっ、なにそれー、ボクの方が絶対かっこいいよ」

			頬をぷぅっと膨らませ訴えるユノ。ほんとコイツが敵だなんて思えないが……。いつまでもこんな調子で、おしゃべりを続けていてもしょうがない。

			腹も膨れて別の欲望を満たしたいし、ここは単刀直入にいこう。

			「まあまあ、そのかっこいいセシル様とエッチしようじゃないか」

			「えー、ボク子供みたいってよくいわれるけど、そんなボク相手にこーふんするの？」

			「俺の守備範囲は広いからな」

			「きしょ〜、ヘンタイじゃん」

			「それが俺のいいところさ」

			ボクっ娘からお姉様まで、俺様のラヴを注入してやろうじゃないか。

			「じゅあさボクとエッチしたいんなら、まずはボクを倒すしかないね」

			「ちょっと面倒だけどいいよ。約束だぞユノ？」

			「いいよ。さっきみたいにはいかないからね」

			ユノはそういってニヤッと笑う。いかにも自信ありといった感じだ。

			「よーしでは……」

			俺は股間ではなく腰の剣に手を伸ばす。間合いを計りながらファーストアタックの機会を窺う。

			ユノも今度は後ろから攻撃するわけにもいかず、タイミングを計っているようだった。

			「いくぞー！」

			たまには先に打って出るのもいいだろう。そう思って勢いよく剣を抜いた。その結果は……。

			


			「くぅぅぅぅっ、なんでボクがこうなるのよー」

			こんなはずじゃないといわんばかりのユノ。

			「俺が強いからこうなるのよー、ってな。わははははっ！」

			ユノの可愛らしいドレスはズタズタ。俺のテンションの高さとユノの台詞からいって、わかるだろうけど、やはり勝ちました。

			「ううっ、大したことないと思ってたのにぃ……わっ！」

			「舐めるのはチンコだけにしてもらおうか」

			俺は華奢な身体を抱き上げた。お楽しみタイムにわくわくしながら、破れた洋服を脱がしていく。

			それからシックスナインの体勢になった。初々しい割れ目が丸見えになっていい感じ。

			「ううっ……なにもこんな……あうっ……裸にしなくてもいいじゃないかぁ……」

			「着たままってのもいいけど、あんなにボロボロだと邪魔だから、仕方ないだろ」

			俺はそういいながら、ユノのぺたんこの胸や寸胴な身体を見て、ニヤニヤしていた。白い肌に桃色の小さな乳首。かわいい割れ目。パーフェクトロリぃな体付きだ。

			これはなかなかそそるものがあった。大きいばかりがおっぱいではない。

			「そんな、舐めるようにジロジロ見ないでよ。セシル」

			「ふむ、さっきもいったけど舐めるのはチンコだけにしてもらおう」

			「チンコってオチンチンのこと？」

			「そうだよ。知らなかったのか？」

			「いや文献で読んだことがあるよ。口でオチンチンをその……スルとかって」

			「なかなか勉強しとるようだな、有望だね。」

			俺はユノの目の前に勃起したチンコを突きつけた。恐る恐るといった感じで、小さな舌が近づく。

			こういうエッチな経験もないだろうし、かなり抵抗があるように見える。

			「んんっ……はふっ……れろっ……うぇ……変な感じぃ」

			「こっちはイイ感じぃ、なのだ」

			舌の動きが確かめるような感じが興奮する。なんつーか子供を相手にしてるみたいで、背徳的だ。

			「なんか思ったより柔らかくて……ぴちゃっ……熱いのが不思議……ちゅっ……」

			「たっぷり口で気持ちよくしてくれよな」

			「わ、わかったよぉ……んんっ……だけどボクこんなことスルの初めてだから……ひちゅっ……上手くできるかどうか……れろっ」

			「すぐなれるって、その間俺はこっちで遊んでるから、ちゅっ」

			「ひゃっ!?　ちょっ、セシルどこ舐めてんの？」

			「いいじゃん、それよりチンコの方よろしくな」

			「はふっ……わ、わかったよ……ちゅぴっ……ぴちゃっ……ぷちゅっ……はぁはぁ」

			ユノは少し焦ったように、チンコに舌をはわせる。だがどこが感じるところかわかっていないようで、亀頭や竿を落ち着き無く舐め回す。
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			「おおっ！　今のちょっとよかったな」

			「ひぇ!?　ぷはっ、えー、今のってどこぉ？」

			「チンコの先の方と、そうじゃないところの境目だな」

			カリを舐められた感じが堪らなくて、俺はユノにリクエストする。ユノはどこだろうかとチンコに顔を近づけて、きょろきょろしている。

			「ぴちゅっ……境目って、もしかしてこの溝みたいなところかなぁ？　れろっ」

			「うはっ！　そうそう、そこたのむね」

			「んっ……ちゅぴっ……んんっ……なんか舐めづらいけど……あんっ……これでいいのぉ？　ちゅぱっ」

			舌を横に動かしながらユノは俺に聞いてくる。

			「ああ、そこ何回も舐めて」

			「んーれろっれろっ！　ちゅぷっ……ああっ！　……なんかセシルのが動いたよ……ぴちゃっ……ぷちゅ……」

			「気持ちイイからだよ……うっ！」

			そう答えながらまたチンコが跳ね上がる。舌先でカリが刺激されて快感が生まれる。

			「はふっ！　……なんかやらしー……ちゅっ……セシルのって……ちゅぴっ……れろっ」

			「男はみんなそうなるんだよ」

			「あふっ……ちゅっ……そうなんだぁ……ぴちゃっ……どっちにしてもエッチだなぁ……ちゅぷっ……はふっ」

			ブツブツ言いながら、ユノは頬の火照りを強めた。内心興奮したのかもしれない。そう思うとモヤモヤしてくる。もっと気持ちよくなりたい。

			「今度はもっと下の方がいいな。舐めるだけじゃなくて唇で挟んだりとか」

			「んんっ！　……この太い幹みたいのだよね？　……れろっ……ちゅっ……はふっ……はふっ……ちゅぷっ……れろっ」

			「おおっ、そのはふはふがイイぞ」

			ユノの唇で挟まれる感触と声に俺は萌えた。興奮でチンコに血が急速に集まる。

			「[image: isao]ーっ、すごく固くなってる……んあっ！　……ボクがはふはふする度に……むちゅっ……オチンチン動いてるよぉ……はぁはぁ」

			「イイぞ、ユノ。もっとしてくれ……くうっ」

			「ああっ！　……でも大きくて……んっ……やりづらくて……あふっ……ボクの口小さいし……ちゅっ……はむっ……はむっ……」

			「気持ちいいから、まだまだ大きくなるかもな」

			「[image: isao][image: isao]っ!?　えーそんなになったら……ぴちゃっ……上手く舐めたりできなくなるよぉ……あっ？　んくっ……なんかオチンチンの先から出てるよ……ちゅぷっ……」

			先走りが染み出してきたらしく、ユノが俺に知らせてきた。

			「男も女みたく濡れるんだよ。おしっこではないから舐めてみて」

			「ぴちゅっ……気持ちイイとはいってたけど……ぴちゅっ……こんなのが出るんだ……んくっ……れろっ……[image: isao][image: isao]っ!?　……なんかしょっぱいね……ちゅぱっ」

			「はぁはぁ……チンコ搾ったらもっと出るから、全部吸って」

			「ぴちゃっ……えっと……んっ……こうかな……はふっはふっ……んふっ……ああっ！　いっぱい出てきた……ちゅっ……ちゅるるるるるっ！　……ごほっ！　ごほっ！」

			慣れないせいかユノはカウパーをすすり上げると、顔をしかめて咳きこんだ。俺はその様子にまた萌えて、腰を突き出してしまう。

			チンコの先がユノの唇に当たって、口を塞ぐ形になってしまった。

			「ユノっ、もっと！」

			「んぐぐぐぐぐっ!?　ちょっとセシルっ……ぷはっ……そんなにされたら息ができなくなっちゃうよぅ……ちゅっ……ちゃんとスルからまってよぉ……はふっ……はふっ……れろっ……」

			ユノはチンコから一旦顔を離して、再び亀頭や竿を舐め始める。初めのときより、気持ちのイイところを、的確に刺激するようになっていた。

			「ううっ、気持ちイイよ」

			「んっ……ちゅっ……先が赤くなって膨らんでて……れろっ……とろとろの透明なのがいっぱい出てきて……ぷちゅっ……じゅるるるるるっ！　んんっ、ぬるぬるしてる……」

			「先っぽも舐めて」

			「あふっ！　……わかったよ……れろっ……れろっ……んっ……ちゅっ……あんっ！　オチンチン震えてエッチな液が垂れて……ちゅっ……ちゅるるるるるっ！」

			亀頭を小さな舌で何度も刺激されると、チンコが脈打ってカウパーが溢れ出す。ユノは慌てて先走りを吸い上げる。

			「よし、じゃあしゃぶって」

			「んあっ！　えー!?　こんなに大きくちゃ、とても口に入らないよぉ……ぴちゃっ」

			「大丈夫だってなんとかなるさ。それに約束だしさ」

			「んもー……わかったよぉ……[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　ふぐっ!?　はふっ……[image: isao]ぐぐぐぐぐっ！　あぐうっ！」

			ユノは小さな口をめいっぱい開いて、チンコを咥えようとする。しかし先っぽが入りかけたが、すぐにまたこぼれ落ちる。

			唇で圧迫される感じと、擦れる感じが繰り返されて、気持ちよかった。

			「はふっ……んぐっ……おっきい……ちゅっ……[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　息ができなくなるぅ……はぁはぁ……ぷはっ……ぴちゃっ」

			「おっ、おっ、イイよ」

			何度も咥え直しているうちに、亀頭がユノの口内に侵入した。今まで舐めるだけだったので、口で急に締め付けられて、強い刺激がチンコ全体に走った。

			「はぐっ……これでどうすれば……んんっ……ちゅぷっ……舐められるのかな……れろっ……[image: isao]ぐっ……はふっ……」

			「くうっ……めちゃイイぞ」

			「[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　すっごいたくさんエッチなお汁が出てくるよ……んぐっ……ちゅるるるるるるるっ！　……ゴクッ……れろっ」

			亀頭が唇や舌で休み無く擦れて、大量のカウパーが漏れ出し、ユノはそれを音を立てて吸い上げていた。

			「そんなにちゅうちゅう吸うってことは美味いんだな」

			「[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　ぷはっ、まずいよ！」

			ユノは眉をハの字にして、心底気持ち悪そうに否定した。まあこの反応は、ユノの性格からすると予想通りだったかな。

			「でもさ負けたんだから、言うとおりにしないとさ……ちぇっ」

			「まあそういうなよ。お返しに俺も」

			「あひゃっ!?　セ、セシルちょっとなにしてんの？」

			軽く舌が割れ目に触れただけで、ユノはお尻をビクンと跳ね上げた。俺は逃がすまいと口を未成熟なオマンコに近づける。

			サーモンピンクの秘唇に舌先を押し当てた。ムッとした独特の匂いが欲情をそそる。

			「れろっれろっ、ちゅっ、だからお返しだよ」

			「ひぃっ！　そんなお返しいらないよ……はひっ!?　……ああっ！　……や、やめ……はあああああっ！　くうっ！」

			「まあ遠慮するなって、じゅぷっぴちゃっ」

			「はひいっ！　すごいアソコが変な感じ……[image: isao][image: isao][image: isao]っ……ひゃあああああっ！」

			ユノは悲鳴を上げて身体を震わせた。チンコは口から抜け落ちてしまっている。

			「おーい、俺のも忘れるなよ」

			「んひいっ！　だって……ああっ！　……セシルがそんなところ舐めるから、こうなっちゃうんじゃないかぁ……んんんんっ！」

			「それでも約束は約束だからなぁ……れろっ」

			「んぐぅぅぅぅっ！　わ、わかったよぉ……あんっ！　……ちゅっ……れろっ……はふっ……あひっ！　ちゅるるるるるっ！　……ぷちゅっ」

			時々大きく身体をひくつかせながらも、ユノはチンコを再び咥えて舐め始めた。快感が戻り射精欲求が強くなる。

			「ユノ口でいっぱい擦って！　ちゅぴっ、ちゅぷっ」

			「[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　はふっ！　はふっ！　はふっ！　んぐぐぐぐっ！　……れろっ……ちゅぱっ……ぷちゅっ」

			俺のクンニに耐えながら、ユノは頭を振って口でチンコを扱き上げる。強く摩擦されぐんぐん射精が近づいてくる。

			ユノも興奮しているらしく、愛液が染み出し俺はそれをすすり上げる。クリトリスが隆起しているのが見えた。

			「ああああっ！　んあっ……なんか変だよぉ……くうっ……お腹が熱いような……ふあっ……身体も震えて……ううっ」

			「お前も気持ちよくなれよ。その方が俺も興奮するし」

			「あひっ！　そんな……んんっ……だけどそんな風になったら……くうっ……上手く舐められなくなるっ……ああんっ！　ちゅぷっ……んふっ」

			「大丈夫だ。イイ感じだし、ほらクリトリスもこんなになって……れろっ」

			「ひぃああああっ!?　ソ、ソコッ、刺激が強すぎて……んんっ……わけわかんなくなるよ……はああああっ！　……怖いよ」

			「ユノはそのまま続けてくれ！」

			「[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　んぐっ！　はふっ……ああんっ！　れろっ……はぁはぁ……」

			必死に刺激に耐えながら、ユノがチンコを唇と舌で扱く。ぐんぐん高まってきて、もう我慢できなくなってきた。

			「うっ、ユノもう……ちゅぷっ、れろっ！」

			「あっ！　あっ！　あひっ、そこすごすぎてっ！　なんか変っ……ああっ……怖いっ……はああああっ！　なんかくるよぉっ！　ひぃああああああっ!!」

			膨らんだ肉芽を舌で擦り上げたとき、ユノが急に甲高い声を上げ、全身を大きく震わせた。

			破裂寸前のチンコが口から零れて強く唇で擦れ、それが最後の刺激になった。

			「出るっ！」

			「んあっ!?　んあああああっ！　な、なにコレ？　あんっ！　顔にびちゃびちゃかかって……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！」
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			勢いよく飛び出した白濁が、頬や鼻筋に当たって、ユノは顔をしかめた。溜まった欲望は何度も迸って、そこらじゅうに飛び散る。

			「はあんっ！　すごいいっぱい出てる……んんっ……白くて熱いのが飛んでくるぅ！　……あんっ！　はあああああっ！」

			驚いて目を瞑っているユノに、ドロドロのザーメンが容赦なく降り注ぐ。人形のように綺麗な髪にまでベットリと張り付いててた。

			精液にまみれるユノの姿がいやらしくて、チンコは何度も白い欲望を吐き出した。

			「げほっ！　げほっ！　げほっ！　やっ、口に入ったぁ……[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　くはっ……少し飲んじゃったよぉ……はぁはぁ」

			口内までザーメンが入り込み、ユノは激しく咳き込んでいた。しばらくして射精が止まり、俺とユノは折り重なったまま荒息を吐いていた。

			それからようやく動けるようになった頃、ユノが立ち上がった。

			「なにさ、変なところ舐めちゃってさ」

			「変なところってオマンコのことか？」

			「ううっ、口の中変な味がするし、気持ちわるー！」

			「はははっ、美味いだろ。勇者の遺伝子は」

			「バーカバーカ、セシルのバーカ、バカセシルー!!」

			からかって笑ってやると、ユノは悪態を吐いていってしまった。

			「が、がきんちょめ、覚えてろよ」

			本当は捕まえてやりたかったが、旅を続けていればまた会えるだろう。

			


			


			ユノが去ったあと街で一泊した俺は、翌日装備を整えて出発した。草原を渡り、遠くに見える城を目指していた。歩を早めたが、城門にたどり着いたのはすっかり日も落ちた頃だった。

			「はぁはぁ、思ったより時間がかかったな」

			野宿するかどうか迷っていたが、屋根のある建物にたどり着けてよかった。街で仕入れた情報だと、この城にはジルがいるらしい。あいつがいるってことは、当然その配下のモンスターもいるわけだが、みんな倒してしまえばここを宿代わりにできる。

			そんなわけで今日はもう一がんばり。俺はジルを捜して戦闘を繰り返しながら、広間まで進む。

			「ふん、ついにここまで来たか」

			「ふんじゃねーよ。苦労したんだからな、ちょっと疲れて身体のキレが悪くなったぞ」

			「私に負けるからといって、そんなことは理由にならんぞ」

			「きたねー。自分はふんぞり返って、待ってただけのくせしてさ」

			「私は公務をこなしていただけだ。遊んでいたわけではない！」

			「わーってるよ。んなこと」

			ほんとすぐ本気にするところがうける。冗談がまるで通じないヤツだ。

			「それにしても、私に会うまでやられなかったことは褒めてやろう」

			「ああ、お前とエッチしたかったからな、その一心でがんばったのさ」

			「な、な、なんだと！　貴様まだそのようなことを……」

			ジルは動揺し始めた。もう少しからかってやろう。俺はズボンを膝まで下ろし、自慢の宝刀を取り出す。

			「見よ！　この猛々しいチンコを、伝説の勇者の鞘に収まりし肉棒なのだ！」

			「うわぁっ！　な、き、貴様なにを見せる。無礼者！」

			「この聖なるイチモツに対して、お前の方が無礼者じゃ！」

			「くぅ、貴様ふざけるなよ……ああっ……」

			ジルは口では怒っているが、視線は俺のチンコに釘付けになっている。

			「まあそんなに恥ずかしがるなよ。なんならもっと近くで見せてやろう。愚か者め」

			「こ、こら、近づくんじゃない……そのような汚らわしいものを私に……ええいっ！」

			剣をめちゃくちゃに振り回して、俺の接近を拒むジル。剣の腕には自信のあるコイツも、すっかり冷静さがなくなっている。

			「お前さ、俺のモノから目を離せないんだろ」

			「そ、それは……」

			「コレでさせれるの期待してんじゃねーの？」

			「コッ、コココッ……」

			「コココッ？　なんじゃろけ？」

			「殺してやる!!　貴様ぁっ！」

			「おわっ!?　なにすんだよ？　危ないじゃんか」

			いきなり鼻先をジルの剣が掠めてめちゃめちゃ焦った。今度は顔を真っ赤にして、本気で怒っている。

			「この不埒者め！　もう許さん！　許さんぞー！」

			「まあいいか、さっさと始めちまおうぜ」

			いい機会だと思い俺は自慢のモノをしまって、別のモノを取り出した。この戦い俺の方が有利な気がする。ここまでのやり取りで、心理的に俺の方が余裕があるのだ。

			「魔王様のため私のため、ここで倒させてもらうぞ！」

			「わははははっ！　姫騎士ジルとエッチする前に倒れるものかよー！」

			「貴様ぁっ！」

			「うりゃっ！　早よエッチさせろー！」

			鋭いブレードがぶつかり合う。さっきまで疲れていたのに、急に力がみなぎってくるのがわかった。盛り上がってキターーーーーー！

			イケる！　コイツはイケる気がする！　その気がしただけで、終わるパターンじゃないと思う。勝手にハイになってるだけじゃないはず。たぶん大丈夫だ……。そして……。

			


			「ぐっ！　ううっ……一度ならず二度までも……はぁはぁ」

			ジルは膝を突いて苦しそうに息を吐く。剣にもたれかかり、もう襲いかかってくる様子はない。やっぱイケましたわ。

			精神的に俺の方が余裕があった。ジルは戦う前から、恥ずかしがったり怒ったりと、動揺が激しかったし。

			「そんじゃさっそく」

			「私の負けだ……はぁ……好きにするがいい……」

			未だ呼吸が乱れたまま、ジルは投げやりにそう呟いた。俺はゆっくりと近づく。

			「さて、いきますか」

			「えっ……わっ!?　……ああっ、貴様なにを……」

			ジルは驚いたような声を上げた。俺がお姫様だっこしたからだろう。

			「お姫様の寝室へ行こうや」

			「私の寝室だと……な、なぜそんなところへ？」

			「お前初めてなんだろ？　こんな固い床の上つーのもアレだしさ」

			「くっ……私に情けをかけるつもりか？」

			「まあそんな尖ることないだろ。俺も柔らかいベッドの上の方がいいしさ」

			「ううっ……そんな……よりによって貴様を私の寝室へなど嫌だ！　……しかし約束を違えるわけにもいかない……くうっ」

			ジルは小刻みに震えながら、いろいろと苦悩しているようだ。俺はその間に寝室を探す。いくら約束といっても、覚悟なんてそう簡単に決まるものじゃないのだろう。

			騎士として生きるのも、一国の姫として生きるのも、なかなか大変らしい。俺は自分のためだけに生きるタイプだからよーわからんけど。

			「おっ、ここだな」

			他の部屋より薄暗い部屋を見つけて入ると、そこには美しい文様が掘られた立派なベッドがあった。

			どうやらここがジルの寝室らしい。俺は抱きかかえていたジルを、そっとベッドの上に下ろした。それから服を脱いで全裸になった。

			「くうっ……こんな屈辱的な……ダメだ力が出ない……」

			ジルは抵抗したいらしいが、そうもいかないようだ。

			「もうそんなにがんばらないでいいから、そっとしてろよ」

			「なっ……ジッとしていれば貴様に……」

			「お前でもやっぱ、これから起こること考えると怖いのか？」

			「ううっ……くっ！」

			ジルはベッドに横になったままシーツをギュッとつかんで、俺を一瞥した。目が潤んでいて半泣き状態だった。

			「なんだよ。かわいいなお前」

			「な、なに！　貴様なにをわけのわからんことを。血迷ったか？」

			きつい口調でそういうジルだが、頬は赤くなっていた。

			「血迷ってねーよ。男心のわからんヤツだね」

			「そんなもの私が知るものか……」

			「それじゃ、これでわかるようになるだろーさ」

			「ああっ……ちょっと待て貴様……」

			「大丈夫だって。少しは落ち着けよ」

			俺はジルの綺麗な髪を優しく撫でた。それから服を脱がせていく。露わになった大きな乳房に手を伸ばす。

			「んあっ……んんっ……くっ……」

			「おっきいおっぱいだな」

			「あふっ……褒めたつもりか……ううっ……そのような言葉は屈辱でしか……」

			「いや、マジでスタイルいいなって思ってるよ」

			「な、な、なんだと？　あんっ、そんなに触るな……くあっ……」

			驚いて俺を見たジルだったが、片手で胸を揉みしだくと身体を震わせ、エッチな声を出した。胸の触り心地も弾力があって堪らない感じだ。

			「だってさ、柔らかいし触りたいんだよ」

			「うくっ……その様な理由で……くっ……勝手にしろ……あああっ……うっ」

			「すぐには無理だろうけど少しは楽にしろよ。その方がお前も気持ちよくなれるぞ」

			「あふっ……私がお前にそんな……ああんっ！　胸をそんなに揉んで……んあっ……熱くなってきている……んくっ……どうして……はぁはぁ」

			まだ俺に抵抗するという気持ちが抜けきらないジル。けれど身体の方は少しずつ高まってきているようだった。

			俺は変化を付けておっぱいを揉む。胸の外側からゆっくりとした動きで指を動かし、感触を楽しむ。

			「はあんっ！　くあっ……私の胸が……んんっ……貴様などに……ふあっ……こんなに弄ばれるなんて……はぁはぁ……はあああっ！　……くっ」

			「弄ぶんじゃなくて愛撫ってヤツよ」

			「ふあっ!?　あ、愛撫など……ああっ……私は……ううっ……必要しては……ああんっ！　……そんなにむにゅむにゅして……」

			ジルのおっぱいのボリュームと感触が堪らなくて、俺は揉みまくっていた。チンコがだんだん固くなってくる。

			見ると胸の突起が立ち上がっていた。人指し指でそれに触れてみる。

			「ひあっ!?　な、なに？　んああああっ！　そ、そこは……ああんっ……くあっ……声が出てしまう……ううっ……」

			「いいんだよ。我慢しなくさ」

			「んんっ……し、しかし……ふあっ……そんなはしたないこと……あふっ……私は……はあんっ……乳首ばかり触らなくても……ふあっ……はぁはぁ……」

			「お前のおっぱいは、それだけ魅力的で萌えるんだよ。エッチしてるんだから、はしたないとか、気にするな」

			できるだけ楽にしてもらった方が、俺の方としてもエッチが盛り上がって都合がいいので、俺はジルに繰り返し言い聞かせる。

			「ああっ……でも……んっ……でも……ううっ……あっ！」

			「大丈夫だからな」

			俺はまたジルの髪を撫でる。ジルはハッとなって俺の方を見たが、その瞳からはもう、それほど敵意は感じられなかった。

			「んっ……どうしたらいいのか……わからなくて……」

			「俺に任せておけばいいよ。俺が勝ったんだから言うこと聞けよな？」

			「くうっ……わ、わかった……あんっ！　ああああっ……んくっ……私、胸をいやらしく揉まれて……んああああっ……なのに身体はどんどん……はぁはぁ」

			ジルはしかたなくといった感じだが、俺に身を任せた。吐息はだんだん熱を持って色っぽくなってきている。

			抵抗していても確実に感じているようだ。

			「そのうち、イイ感じになってくるって」

			「んあっ……な、なにをバカな……ああっ……そんなことあるはずが……はあんっ……くっ……はぁはぁ……」

			「お前の声だんだん色っぽくなってきてるぞ」

			「ううっ……ち、違うっ……ふあっ……私は妙な声など出しては……あんっ！　んああああっ……こんなことが……ううっ」

			ジルは恥ずかしさからか身体に起きている変化を、素直に認めることができない。けれど否定の言葉も満足に吐けなくなってきている。

			「しかしお前の肌ってほんと綺麗だよな。白くてすべすべだし」

			「えっ……き、貴様にいわれても……くうっ……私は嬉しくなんか……んあっ……はあああああっ！　……胸を撫で回されてる……ああんっ！」

			「こんな綺麗な身体したヤツ、そうそういないよな」

			「んっ……わ、私は別に……くっ……女ならこれぐらい普通だ……はあんっ！　どこにでもいる……はぁはぁ」

			顔を赤くして恥ずかしそうに視線を逸らすジル。謙遜しているが、こんな身体してるヤツはやっぱりそういるもんじゃないと思う。

			「いやいやすごいって、俺は見たことないよ今まで」

			「そ、そうなのか……んっ……そんなこと考えたこともなかった……んあああっ！　……どんどん身体が熱くなって……ううっ……」

			「感じてるんだよ。お前は」

			「んあっ!?　私がそんなこと……くうっ……さ、触るなっ！　ううっ……いや、触るのは仕方ないが……ああっ……」

			身体の高まりを指摘されて、ジルは強く否定した。しかし身体の反応を見ていれば興奮しているのは、はっきりしていた。

			頬は火照ってるし乳首はすっかり固くなっている。このことをまた口に出していうと、反発されるから今は黙っているか……。

			「あふっ……余計なことばかりいわずに……んあっ！　……さっさと済ませればいいものを……くうっ！　……いちいちおしゃべりばかりで……」

			「よしではそうさせてもらぞ」

			「ええっ!?　ああっ、ちょっと……なにをするんだ貴様……」

			俺が衣服を完全にはぎ取ると、ジルは急に焦ったような声を出した。

			「なんだよ。さっさとやって欲しいんだろ？」

			「し、しかし、いきなりなにをするんだ……」

			「もしかしてお前着たままする方が萌えるたちなのか？　着エロみたいな」

			「バ、バカな……なにをいっている。私にその様な性癖など」

			「じゃあいいじゃん」

			「ああっ！　やあっ！」

			すっかり裸にされて、ジルは可愛い悲鳴を上げ、慌てて胸と下半身を隠した。しかし完全に隠しきれるものじゃない。

			「エッチしてるんだから、お互いの裸見るくらいいいだろ」

			「そ、そんなに私の身体ばかりジロジロ見るな」

			「お前だって俺の見てるだろ」

			「み、見るはずないだろそんなモノ！」

			そういって目に手を当てながら、ジルは指の間から俺のチンコをチラチラ見ていた。

			「鱗で覆われてお尻はよく見えないけど、オマンコはちゃんとあるな」

			「オ、オマ……ううっ……もういい、勝者は貴公なのだし……」

			「そうだな。好き放題やらせてもらうぜ」

			俺はさっそく割れ目に指を這わせた。

			「ああっ!?　……んっ……ど、どこを触っている……んあっ……そんなところに触れるなんて……ああんっ！　……や、やめ……」

			「濡れてるぞ。やっぱりおっぱいで感じてたんだな」

			指先にぬるぬるした体液がついていた。

			「濡れるって……んんっ……私は失禁など……」

			「ちげーよ。気持ちよくなってオマンコが濡れるってことだよ」

			「なっ、なな、なにをバカな……ふあっ……私がそんな淫らなことを……んあっ……はぁはぁ……くうっ……」

			びっくりしたような声を出してジルは否定する。しかしその反応が、返って図星という感じに取れた。

			外側をなぞるだけだった指をオマンコの中へ進めていく。

			「ひあっ!?　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　中に指が……あああっ！　……やめっ……んああああああっ！　……くうっ」

			「すげぇ、めちゃくちゃ濡れまくってる」

			「ううっ……そんなことはない……ああっ！　……貴様が指を入れるから……ああんっ！　……くああああっ！」

			身体をいやいやとくねらせながら、ジルは喘ぎ声を上げる。指を膣内で動かす度に、くちゅくちゅといやらしい音が聞こえてくる。

			「この音聞こえるか？」

			「くうっ……そんな……くっ……ああああっ！　……聞こえないっ……んあっ……そんないやらしい音など……はあんっ！」

			「なんだ、わかってんじゃないか」

			「ううっ……ち、違っ……んんんんっ！　……なぜこんな音が……ふあっ……どうして濡れたりなんかするのだ……はぁはぁ」

			「こうして触ると気持ちいいだろ？　だから濡れるんだよ」

			「ああんっ！　触らないで……ううっ……いやなんでもな……はああああっ！　くうっ……んあっ」

			もはや否定しようにも身体の反応をごまかすことができず、ジルは荒く火照った息を吐きながら喘ぐしかなかった。

			チンコがガチガチになって、我慢できなくなってきた。俺はジルの濡れた割れ目に、膨らんだ亀頭を押し当てた。

			「なあジルそろそろ入れるぞ」

			「えっ!?　んんんっ……ちょっとまっ……ん[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　そんなの私の中に入らな……ああんっ！　痛っ！」

			かなり痛むのか、ジルは顔をしかめ歯を食いしばっている。処女なだけあって、膣の反発がすごい。

			「くぅぅぅぅっ！　私としたことが……あぐっ……この程度の痛みで……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　くはっ!!」

			「ううっ、入ったな」

			ブチッと何かを突き破って、チンコが奥まで進んだ。なんとか挿入は済んだがチンコがめちゃくちゃ圧迫されて痛いくらいだった。

			俺のチンコをジルの血液が伝っていた。姫様の処女を頂いてしまったわけだ。

			「[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　……くあっ……耐えて見せる……くうっ……[image: isao][image: isao][image: isao]っ」
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			「深呼吸しろよ。楽になるかもしれんし」

			「んっ……しかし……んんっ……ふぅ……はぁはぁ……」

			ジルは俺にいわれたとおり呼吸を整えた。そうすると強過ぎるほどの膣の締め付けが、ちょうどいい感じになった。

			「よし動くぞ」

			「くっ、わかった……んああああっ！　痛っ！　うくぅぅぅぅっ！　太いのが私の中で動いて……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　あうっ！」

			「痛がっているところ悪いが、俺はすげー気持ちイイ！」

			絶妙な締め付け具合が強烈な快感を生み出していた。俺は小刻みに腰を動かす。

			「あああっ！　くうぅ、中に入ったまま……あぐっ！　はふぅぅっ……入れる前とくらべれば、まだましなはず……はぁはぁ……」

			「よかった。あまり痛いのも、かわいそうだからさ」

			「えっ？　……んんっ……どうして……んあっ……私に対して情けはいらん……んああああっ！　ずりずり中で擦れる……はあんっ！」

			「だってよ。そう思うんだからしょーがねーだろ。お前がそういうなら遠慮しねーけど」

			「んくっ……くはっ！　それが男心というものか……ううっ……好きなように動くがいい……くああああっ！　あんっ！　太くなって……んふっ……」

			「わかった。好きにやらせてもらうぞ」

			「んんんっ！　どんどん太いのが……ふあっ……奥まで……んんっ……届いて……はあああああっ！　んくっ！」

			苦痛に染まっていたジルの声が、またエッチな声に変わってきていた。オマンコは濡れていてチンコの動きもスムーズだった。

			ガンガン腰を振って、柔らかい肉に亀頭を擦りつけて、快感を貪る。するとすぐに、射精感がこみ上げてくる。

			「ああっ、キタキタっ」

			「ああっ！　すごい中で大きくなって……んああああっ！　思い切り擦れてる……はああああっ！　……中が熱い……んふっ！」

			「うーもうちょい我慢」

			「ああんっ！　な、なにを我慢して……あふっ……いるのだ……んっ……んああああっ！　くうっ……はぁはぁ」

			「イキそうなんだよ……はぁ……めちゃめちゃ気持ちイイっていったろ」

			「んあっ！　……そうなのか……くっ……私の中で……ふあっ……射精するつもりで……ああっ！　……いるのか……はぁはぁ……」

			ジルが喘ぎながら俺に聞いていた。中出しに抵抗があるのかもしれない。

			「そうだよ。中で出すのが気持ちいいしさ」

			「んんんっ！　あふっ……中で……んあっ……中で射精されてしまう……んんっ……固いの擦りつけられて射精されてしまう……ああんっ！」

			嫌なのかと思ったら、声を震わせて頬の火照りを強めるジル。どうやら興奮してるようだ。

			なんとか我慢を続けてきたが、それも限界が近い。俺はラストスパートに入る。

			「イクぞ……おおおっ！　くうっ!!」

			「[image: isao][image: isao][image: isao]っ!!　熱いっ！　んあああああっ！　中で出てるっ！　くあっ……射精されてるぅ！　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ!!」
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			チンコが弾けて白濁が発射されると、ジルは悲鳴を上げて身体を痙攣させた。オマンコがひくひくとしながら、チンコを締め付けてくる。

			「ううっ、イイっ！　気が遠くなりそうなくらい気持ちイイっ！」

			「くあああああっ！　ぐりぐり固いのが奥に擦りつけられ……あんっ！　また出てるっ！　ああっ、奥に熱い精液かけられてるっ！　はぁはぁ……」

			ジルは俺が白濁を吐き出す度に、下半身をビクっとさせて、喘ぎ声を上げる。その様子にそそられてしばらくの間射精は続いた。

			「すぅ……すぅ……んんっ……」

			エッチが終わって抱きよせているうちに、疲れたのかジルは眠ってしまっていた。

			「これで目的は果たしたな」

			ジルが人間に戻るところを見てみたい。しかし人間のままでも十分強い騎士らしいから、射精後のふぬけた状態のところを襲われるとヤバイ。

			「またなジル。お前が人間に戻ったら、また会ってみたいよ」

			静かに寝息を立てるジルにそう語りかけて、俺は寝室を後にした。
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			俺はチクラーユ城を出たあと、ババノーダの館目指して移動していた。道中、どうしても森の中を通らないとならないので、館にたどり着くだけでも結構骨が折れる。

			「あー疲れた。ここらで休憩だな」

			辺りを見回し、近くにヤバそうなモンスターがいないか確認した。それから荷物を下ろす。

			木漏れ日が差してきて、鳥のさえずりが聞こえてくる。休むにはちょうどいい。

			「それにしても腹減ったなぁ」

			せっかくだから先に食事をして、そのあと昼寝という素晴らしいコースにしよう。

			まずは街で買った食料を取り出そう、そう思ったときだった……。

			「ん？」

			「はむはむはむはむっ、もぐもぐっ……はむはむはむっ」

			なんかものすごい勢いで食料をかき込んでいる音が聞こえた。

			「ちょ、おま……」

			「もぐもぐもぐっ……はむはむはむっ……ゴクッ！」

			「おい、そこのアナタ！」

			「ふぐふぐっ……あむっ……もぐもぐっ」

			一匹の魔物が、俺の荷物をあさって暴飲暴食していた。しかも声をかけても知らんぷりだ。ある意味危険なモンスターの登場かもしれん。

			声をかけても無駄なようなので、俺は背後に回って肩を叩いてみることにした。

			「もしもーし！」

			「？」

			ようやく気がついて俺の方を向いた。コイツどこかで見たことがある顔をしている。

			「あれ、お前？　どこかで一回会ってるよな」

			「ふぇ？」

			「えっとスライムで小さくて可愛くて、だけど無口でさ……ええと……」

			「……」

			「魔法少女のお姫様でさ……なんていったかなぁ」

			「……シンシア」

			「そうそうシンシアって……俺の荷物なに勝手に漁ってんの？　食料食い散らかしてさ」

			「……ごちそうさま」

			「はいはい、お粗末様……って違うーっ！」

			一人で興奮してバカみたいだけど、せっかく食おうと思ってた食料が、ほとんどシンシアに食べられてしまったのだから、落ち着いてなどいられない。

			「人の物勝手に食べたら泥棒だろ？　ダメなのよそういうの」

			「ふぇ？」

			「ふぇじゃねーの、いけないことしたのよアナタは？　怒られてるのよ。メッていつもいってるでしょ、ママは？」

			「ふぇ？」

			「あーもー」

			叱ってみても、シンシアは何でって顔をして俺を見ている。つーかママって誰だよ？　こりゃアカン。話をしてもかみ合わず、疲れるだけというパターンか。

			「……？」

			シンシアは無表情のまま、首をかしげてぼんやりしている。まるで意味がわかっていないような感じだ。

			「勝手に人のもの漁って食うというのはね……悪いことなのだけど、なぜ悪いのかというと、食べられた人がかわいそうだからという……」

			こんなこと説明したこともなかったから、自分で何をいってるのか、わからなくなってきた。盗みがなぜいけないのか、きちんと言い聞かせるのって難しい。

			「ふぅ……」

			「溜息を吐くと幸せが逃げる」

			シンシアがそういって俺の頭をぽんと叩いた。もしかして慰められた？　ダメだ、まるで常識が通用しない。

			お姫様ってあんがいお腹が空いたら、勝手に臣下のものを食べてもいい、みたいな感じなのかもしれんな。

			「あーいいよ。もー。ところでお前四天王なんだろ？　こんなところで、ぶらぶらしてていのかよ？」

			「倒しにきた……」

			「へっ？」

			「勇者セシルを倒しにきた」

			「そうか俺を倒しに……ん？」

			そこまでいいかけて止まった。

			「って人の食料盗んだ上に倒すって、それ強盗だろ！」

			酷すぎる。大人しそうな顔して、あんまりですよシンシアさん。

			「覚悟……！」

			「おっと！」

			シンシアはいきなりマジになって、襲いかかってきた。こりゃ問答無用でやるしかないわ。

			常識というものをたっぷりと、そのおっぱいに……じゃなかった、身体にたたき込んでやるわい。俺は剣を抜いた。そしてそのあとシンシアは……。

			


			「ふしゅぅぅぅぅぅぅぅっ……」

			「ふははははっ！　勝ったぞ！　はぁはぁ」

			生きる非常識め。食い物の恨みを思い知ったか！　

			「ではそっそく、食われたメシの代わりにいただきまーす」

			「ふぇ？　ふぇ？」

			シンシアを起こして大きな胸を鷲掴みにした。柔らかいし何より大きいし、申し分ないおっぱいだ。

			さっきの戦闘のせいでシンシアの服は乱れまくりで、胸がはみ出した状態だった。それがなんともやらしーく見えるわけなのだ。こりゃ堪らんわい。

			欲情をそそる見事な谷間に、俺はチンコを差し込んでみた。

			「おおっ、思ったとおりぷよぷよして気持ちイイ」

			スライムだからおっぱいの感触も違う。こういうのも興奮するわ。

			「……ん？」

			「どうした？」

			シンシアは無表情のまま、俺のモノをジッと見つめている。やっぱそんなに魅力的かね、伝説の鞘に収まりしチンコは。

			「……ほぉ」



			「ほぉってなんだよ？　その余裕みたいなのは」

			「……ふむ」

			「ふむってなんだよ？　おーい？」

			いつも見る側だったから、こうしてじっくりと見られる側になると、恥ずかしいものがある。

			しかし恥じらっていても仕方がない。勇者には使命があるのだ。

			「はぁはぁ」

			俺はゆっくりと腰を動かし始めた。呪いをかけられた、哀れなお姫様を救わねばならんのだ。

			「……あ」

			「……ん？」

			「なにをしてるの？」

			「なにをって……これはパイずりだよ」

			表情がないと、こっちもどんな顔をして答えればいいのかわからんが、笑みを作ってそう答えておいた。

			「パイずり？」

			「ええと、こうやっておっぱいでチンコを挟んで擦って……うーん、胸でサービスしてもらうってことだな」

			「胸でサービス」

			「そうそう、その可愛いおっぱいで、ぐにゅぐにゅごしごししてくれよ」

			「ぐにゅぐにゅごしごし……」

			シンシアは俺の言葉を復唱している。

			「うむ……」

			黙って話を聞いてくれるのはいいが、何だか悪いことをしているような気がしてきた。

			「……ん？」

			おっぱいにチンコを挟んだままシンシアが俺を見上げる。いくらスライム化しているとはいえ、幼げでいかにも無垢といった感じの少女である。

			早い話、何も知らない子供にイタズラしているような感じがして、気が引けるというかなんというか……。

			そんなことを思っていると、シンシアが口を開いた。

			「おっぱいを動かす？」

			「ああ、そうだな。両手で挟んで、チンコを擦るって感じで」

			「……擦る」

			「うっ、おおっ」

			急に小さな手が動き出し、チンコがおっぱいで摩擦され、俺は軽く呻いてしまった。スライム娘の胸は柔らかく、それでいてぷよぷよしている。

			気持ちよくて、自然と腰を前に突き出してしまう。亀頭を柔らかい胸に擦りつける。

			「もっと……擦る」

			「うあっ……」

			ふわふわのおっぱいに押し上げられ、竿のところにじわりと快感が生まれた。そのまますりすりと摩擦される。

			「んっ……ふあっ……はうっ」

			シンシアは俺の声に反応するでもなく、ゆさゆさと胸を持ち上げて、チンコを擦り続ける。亀頭がぷよぷよの胸に擦れて、めちゃ気持ちがイイ。

			「はぁ……はぁ……うっ……」

			快感で忘れそうになるが、罪悪感が拭いきれない。どうしても幼い少女を騙して、エッチなことをさせている気がするのだ。いまいち行為に集中できん。

			「んはっ……んっ……んっ……んんっ！」

			それでも快感が溜まってきて、先走りが染み出してくる。シンシアが胸を動かすことで、それが肌に塗りたくられる形になった。

			「うはっ、くっ」

			ねちゃねちゃと、カウパーが絡む音まで聞こえてきた。あまり集中できないとはいえ、これは興奮する。亀頭がオッパイで挟まれて擦り上げられ、トロトロと染み出す。

			「……汁が出てきた」

			シンシアがポツリと呟いた。関心が薄そうに見えるが、さすがに不思議に思ったのかもしれない。

			「ああ、我慢汁だよ。気持ちよくなると出るんだ」

			「……汁」

			シンシアは鈴口の辺りをジッと見つめながら、カウパーが垂れ落ちてくる様子を、観察している。

			「……もっと」

			「ううっ……」

			手で胸をギュッと押しつけて上下に揺らし、チンコを圧迫するシンシア。搾られる形になって、透明な体液が染み出してくる。

			「ん？」

			ふと見ると外気に触れたせいか、シンシアの乳首が固くなっていた。胸の突起が竿に擦れ、やがてカリに当たった。

			「はうっ……あうっ……はぁはぁ……んっ」

			手の動きは相変わらずだったが、シンシアの呼吸が荒くなってきていた。興奮した俺はシンシアの動きに合わせ、腰を振るようになっていた。

			俺も動くことで快感が強くなり、次々とカウパーが溢れ出す。谷間はテカテカに光り、その光景が欲情をそそった。

			「気持ちいいと出る……汁」

			「そうだよ。女の愛液みたいなもんだな」

			「……愛液」

			「女はこれの代わりに愛液が出るんだよ」

			「……女も……出る……んんっ！　……あうっ」

			気のせいか、シンシアの動きが少し激しくなった気がした。静かな森の中にカウパーの粘ついたいやらしい音が響く。

			「はうっ……ああっ！　……んふっ……んっ！　……んっ！　……はぁはぁ」

			視線は定まっていないが、シンシアは頬を紅潮させ、乱れた息を吐いていた。その様子に俺は萌えてまたカウパーを垂らす。

			「……んっ！　……汁……はふっ……いっぱい……んふっ……」

			「気持ちイイからな……はぁ……いくらでも出るぞ」

			「んんっ……汁……ああっ！　……汁……ふあっ……おっぱいに……」

			シンシアがそういいながら、チンコの根本から先っぽにかけて、擦り上げる。快感が下から上に突き抜けた。

			「くあっ……はぁはぁ……」

			「……熱い……はふっ……はふっ……んっ……ぬるぬるしてる……はぁはぁ……ずるって逃げそう……」

			「ああ、だからしっかり挟んでてくれよ」

			大量の先走りのせいで、かなり滑りがよくなっていた。お陰でシンシアが、力を込めて激しく擦っても、痛いということはなかった。

			「あんっ！　……熱い……んっ……ゴシゴシ擦ってると胸が熱い……はぁはぁ……んんっ……こうやって擦ると熱くなる……ああっ！　」

			シンシアが発情したように訴えてきた。チンコを擦る度に身体をくねらせている。

			「それはシンシアも興奮してるんだろ……はぁはぁ」

			「……んあっ……興奮……んっ……擦ると興奮……ああんっ！　……んっ！　……んっ！　……汁がつくと熱くなる……」

			「はぁはぁ……くっ」

			シンシアの言葉に欲情してしまう。腰の動きを激しくして、胸に強くチンコを擦りつけてしまう。
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			「じゃあもっとつけるぞ……ううっ」

			チンコを谷間から一旦抜いて、乳首やそこらじゅうに亀頭を擦りつけ、カウパーを塗りつけた。おっぱいの感触が気持ちよくて、その間も先走りが染み出す。

			「んあっ！　……汁……胸にいっぱい汁がついた……んんっ……ぬるぬるになった……はぁはぁ……んあっ……」

			カウパーでベトベトになった胸を持ち上げて、シンシアが火照った声でそういった。自分の手で塗り広げている。

			「はぁはぁ、また擦ってくれシンシア」

			「んっ……擦る……ふあっ……胸で擦って……ああっ！　……汁を出す……はぁはぁ……」

			シンシアが再びチンコを胸で挟み、摩擦する。その動きは激しくてすぐにまた、快感が何度も走る。

			「セシルのも……はぁ……熱い……んんっ……筋張っていて……あふっ……固い……んあっ！　……まだ固くなる……」

			「シンシア……」

			俺は名を呼んで腰を打ち付けた。シンシアも胸だけじゃなく、上半身全体を動かしてチンコを擦る。

			「胸も……んっ……股も熱くて……あふっ！　……はぁはぁ……んっ！　……んっ！　……乳首擦れる？　セシルのチンコに当たる……」

			「ううっ……くあっ……」

			シンシアもかなり気持ちがよくなってきたのか、顎を突き出し乳首をぐりぐりとチンコに擦りつけている。

			突起の感触が更なる快感を生み出し、チンコが震える。カウパーが染み出すと、シンシアがそれをおっぱいに塗りつけていた。

			もっと気持ちよくなりたくなってきた。

			「俺ももっと強く腰を動かしていいか？」

			「んっ……いい……」

			「サンキュー」

			音がするぐらい腰を打ち付ける。先走りでチンコは滑り、ぷよぷよの胸に飲み込まれていく。竿と亀頭が擦れたせいか、乳首が固くなっていた。

			まるで何かに挿入しているような感じがして、興奮する。何度も抜いたり入れたりしたくなる。

			「……何か……変な気持ち……」

			「俺もだよ……うっ……」

			「……はぁ……はぁ……熱い……んっ！　……胸と股が熱い……乳首も熱い……ああっ！　……ふあっ……んんっ！」

			我慢できなくなったように、シンシアがもだえる。自分の身体の反応に、戸惑っているのかもしれない。

			「気持ちいいんだろうな……」

			「気持ち……いい？」

			「こういう風にエッチなことすると、身体が気持ちよくなったりするんだよ」

			説明している間も、シンシアは胸でチンコを擦り上げ、ときおり鈴口に突起を押し付けていた。亀頭が熱くなり、新たな先走りが染み出していく。

			俺も休みなく腰を振って、快感を貪っていた。谷間から亀頭が顔を出す様が、すごくいやらしくて興奮してしまう。

			「うはっ……気持ちイイぞ……シンシア……うっ」

			「……何コレ……んんっ！　……わからない……」

			「ん？　わからないって何が？」

			「ふぁぁぁっ！　……股が熱くて……ひりひりする……んんっ」

			「オマンコがひくひくしてるんだろうな、きっとクリトリスも固くなってるぞ」

			「オマンコ……んっ……熱くなってる……ふあっ！　……あっ！　……あっ！　……んくっ……はぁはぁ……オマンコむずむずする……」

			シンシアがそういって、腰をくねらせる。オマンコを何かで擦れば、気持ちよくなれるだろうけど、それがわからず切なそうだ。

			「うあっ……くっ！」

			あんまり強くすると射精してしまいそうな感じがして、俺は少しスピードを落とした。すぐに出してしまうより、少しでも長く快感を味わいたいからだ。

			「……セシル……チンコ太い……はふっ……んっ……汁トロトロ……先……んあっ……膨らんでいる……」

			「ああ、射精しようとして、そうなってるんだよ」

			「……射精？」

			「くっ……一番気持ちよくなったら精液が出るんだよ」

			「……汁……んっ……もう出てる……」

			「いや……それじゃなくてもっと白くて、ドロドロしたのが出るんだ」

			「……んあっ！　……一番気持ちよくなったとき……ドロドロ……んっ……白い汁出る……ああっ！　……はぁはぁ……」

			シンシアの声が色っぽくなった。乳首を尿道口にぐりぐりと擦りつけ、カウパーがとろりとまた溢れ出す。

			「……汁……んっ……全部胸につける……ああっ！　……擦って胸につける……んふっ！」

			「ああっ、くあっ、シンシア」

			俺はまた谷間にチンコを挟むと、興奮して思い切り腰を打ち付けた。

			「あっ！　……ああっ……んああああっ！　……チンコ胸に強く擦れる……あふっ……んんんんんっ！　……はふっ……はぁはぁ……ひっ……入ってきてる」

			「ん……入ってきてるって？」

			「セシルの……チンコ……んあっ……胸の中に……ふあっ……入ってきてる……んんっ！　……私の中にズボッて……」

			「すげー、ほんとに入ってるな」

			シンシアが少し驚いたようにいうので見てみると、胸の奥までチンコが突き刺さっていた。スライムだからこんなことも可能なわけだが……。

			肉に飲み込まれたような感じだが、チンコが全体的に柔らかいものに包まれて、めちゃめちゃ気持ちよかった。俺はそのまま腰を振る。

			「ああっ！　……ぐちゅぐちゅ音がする……んっ！　……熱いのが奥まで突き刺さって……んんっ！　……股が熱くなる……はぁはぁ……」

			「うあっ……くっ……はぁはぁ」

			「チンコの先から……んんっ……熱い液が垂れてきて……私の中にまで入ってる……」

			カウパーが胸の中にまで落ちて、シンシアがおっぱいを動かす度に、ねちゃねちゃと淫靡な音を立てる。

			俺は腰を突き出してぐりぐりと亀頭を擦りつけ、先走りを出してはシンシアのおっぱいの外側にも内側にも塗りつける。

			「んあっ！　……胸が熱い……んんっ……あああっ！　……股が変な感じ……あっ！　……あっ！　……くうっ……はぁはぁ……」

			パイずりしながらシンシアが身体をくねらせる。その動きでチンコがねじれてまたカウパーが搾られる。

			「くあっ、はぁはぁ」

			「んあっ……ああっ！　……セシル……押し付ける……んっ……強く……」

			シンシアを抱き寄せてチンコを擦りつけまくる。お互い興奮して息が荒くなっていた。射精感がこみ上げたら、動きを弱める。そんなことを繰り返し、少しでも多くの快感を得ようとする。

			しかしもう我慢もできなくなってきた。俺は激しく腰を振り始める。

			「あっ！　……あっ！　……ゴシゴシ……んっ……擦られて……ふあっ……身体が熱いので……んんっ！　……貫かれる……はぁはぁ……」

			「あああっ、くうっ、はぁはぁ」

			「急に固くなった……ああっ！　……セシルのチンコ……あふっ……先がまた膨らんで……んひっ！　……いっぱい汁も……んっ……出てる……んんんんっ……」

			シンシアがチンコの変化に気づいていた。いよいよスライムのおっぱいに、欲望を吐き出そうと、膨張し始めていたのだった。

			チンコが痺れたような感じになり、最高に気持ちよくなった瞬間、溜まりに溜まったものが噴射される。

			「出るっ！　もう出るっ！」

			「あひっ!?　あああっ！　……いっぱい……んあっ！　……いっぱい……セシルの白い汁が……んんんっ……胸に入ってきてる……」

			水鉄砲のような勢いで白濁が飛び出して、シンシアの胸の中に吐き出されていた。白い塊がどんどん溜まっていく。

			「んんっ……熱いっ！　んああああっ！　……びちゃびちゃ出てる……んっ……熱くてドロドロしたの当たってるのわかる……んふっ……はぁはぁ」

			「くぅぅぅぅっ、ああっ」

			「ふあっ……これがセシルの精液？　んっ……一番気持ちよくなったとき……ああっ……出る汁？」

			「そうだよ子種でもある」

			「……子種……ふぅん」

			シンシアはこれでまた一つ賢くなった？　というわけか。

			エッチが終わり俺がぜえぜえと荒息を吐いているときだった。

			「ちゅぱっ……ぴちゃ……れろっ……じゅるっ」

			シンシアは身体に飛び散った精液を拭って、それを舐めていた。好奇心旺盛なヤツだ。

			「……変な……味……」
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			「まあ美味しくはないだろうな」

			「でも……悪くない……」

			「へぇ……」

			てっきりマズイというと思ってたのに、わからんもんだ。でもこれはチャンスだ。調子に乗ってみよう。

			「じゃあもっと舐めるかい？　もう一回くらいならがんばれるし」

			「もう……ダメ……時間切れ……」

			「えっ？　ちょ、おーい」

			意味のわからん言葉を残して、スライム娘は行ってしまった。体内に残された俺の精液をたぷたぷと揺らしながら。

			「不思議ちゃんめ、時間切れって体力かなんかのことか？」

			俺は仕方なく立ち上がる。腹が減ってたけど食料も食べられちゃったし、次の目的地を目指しつつ、途中の街でまた食料を調達しよう。俺は荒らされた荷物を纏め、また森の中を歩き出すのだった。

			


			


			俺は森を抜けた先で見つけた街で宿を取り、食料の補給をしたあと、ババノーダの館を目指していた。シンシアといろいろしてしまったせいで、予定より遅れていた。

			食料を漁られたのは計算外だったが、お楽しみもあったしいいだろう。朝早く街を出発したから、日が暮れるまでたっぷり時間もある。

			鼻歌交じりにモンスターを倒しつつ、歩いていると、大きな建物が見えた。ユノのいるババノーダの館だ。

			「ととっ……」

			入り口に誰か出てきたので、俺は慌てて立ち止まった。敵かぁ？　そう思ってよく見てみると……。

			「やほセシル♪」

			「えっ、ありゃ」

			「なにさセシル。変な顔しちゃって」

			「いや、これからお前の城に攻め込んでやろうと思ってたのに、まさかじきじきにお出迎えされるとは」

			あっさり姿を見せたことに、呆気に取られてしまう。

			「ふふふっ、まあね」

			ユノは楽しそうに笑う。ほんとコイツは敵って感じがしない。

			「俺をいや……俺のモノがそんなに待ちきれなかったってわけか」

			「きゃははははっ☆　やっぱりセシルはおもしろいね」

			「そうか？　ごく当たり前のことを、いったつもりだったんだけどな」

			そう、いつもこうなのです俺様は。勇者になったときから、いや生まれつきテンション高めなのさ。

			「ねぇねぇ、セシル」

			「ん？　なんだ」

			「ボクと勝負しよっか？」

			「勝負？　ゲームかなんかか？」

			「そうだね。この商館の奥まで到達できたら、セシルの勝ち。到達できなかったら負け。どうかな？」

			「へぇ、この館の奥まで行けたら俺の勝ちか」

			「うん」

			「なんだ簡単じゃないか、よしやってやるよ」

			「やった♪　ふふふっ」

			「まあユノは風呂に入って香水でもつけて……あとそうだな下着はなしで、色っぽいドレスでも着て待ってろよ」

			「きゃはっ☆　やっぱりセシルはおもしろいや、じゃあ勝負開始ね〜」

			「よーし、それじゃあ……って、あらら？」

			俺の返事を待つこともなく、ユノは軽やかに飛び上がり、姿を消してしまった。

			「ちゃんと待ってろよ。身軽ながきんちょめ」

			俺も館の入り口へ入っていく。中は外からの光りを取り入れていて、結構明るかった。歩きやすくていい感じだ。

			簡単には進めないように手下が出てくる。早くまたユノに会いたくて、俺ははりきって戦った。

			大したことはないだろうと思っていたが、たたき上げの人民軍という感じで、なかなか手ごわかった。まあそれでも勇者セシル様の敵ではなかったけど、そして……

			「この辺りかな……」

			館なので城のように複雑な作りではなかったが、結構奥に進むまで時間がかかった。

			俺は何度も階段を上がり、最上階らしいところまできた。このフロアにユノはいると思うのだけど……。

			「おーい、ユノどこだ？　いるんだろ？」

			辺りを見回すが人影がない。まさか騙したんじゃないだろうな。

			『あはははっ☆　別に騙してもいいじゃん♪』とか平気でいいそうなので、心配になってくる。そんなことを思っていると……。

			「はいはーい。ここにいるよー♪」

			「おっ、そんなところに……」

			カーテンの脇からひょっこりと顔出したユノ。相変わらずニコニコしている。

			「やっと来たね。もー待ちくたびれちゃったよ」

			「悪かったな遅くて。意外と手下がちゃんとしてたし、それにトラップしかけ過ぎだよお前。危ねぇっつーの」

			「きゃははははっ、でも引っ掛からなかったんだね？」

			「まあな。お前さ、自分でトラップに引っ掛かったりしないの？」

			「たまに引っ掛かりそうになることあるよ。忘れてて、あははっ」

			「あははっじゃねーよ。のんきなヤツだな」

			トラップを避けるのに変な体勢取ってたから身体中が痛い。でも取りあえずユノのいるところまで到達したし……。

			「さとて勝負は俺の勝ちだから、さっそく……」

			「そうだね、じゃあ第二ラウンドだね」

			「あ？　なにいってんの？　言葉おかしくね？」

			「きゃはっ、おかしくないよ。第一ラウンドはセシルの勝ちだから、第二ラウンドはボクがもらうよ」

			「ちょっ、おま……」

			「はっ！　……ああああっ！」

			ユノはナイフを構えてすっかり戦うつもりだ。間合いを計っている。

			ちょっと待て……。

			「なんだよそれ、話が違うじゃねーか」

			「えいっ！」

			「おわっ!?」

			言葉の代わりに暗器があちこちから飛んできて、俺は慌ててそれをかわした。これはもう戦うしかない。

			くそーちょっと騙された感じだ。思い知らせてやるぜ。そう思って俺も剣を抜いて攻撃に出た。飛来する暗器を剣でたたき落とし、ユノの懐に近づかければ……そうすれば……きっと……。

			


			「こうやって勝てるわけなのさ」

			「ううっ！　……くっ……あうっ、なんでー……はぁはぁ……んんっ……」

			ユノは悔しそうに呟いて荒息を吐いていた。もう暗器を飛ばす気力はなさそうだ。

			「ったくさ、約束違反だろお前？」

			「くぅっっっ……なにそれー」

			「第二ラウンドがあるなんて聞いてねーしさ」

			「だって……ううっ……セシルが奥まで来るから悪いんじゃないのさ」

			「まあいいや、第二ラウンドも俺の勝ちってことで」

			正直者は救われるのだ。いくら騙そうが、俺からは結局逃れられないわけで。

			「あううっ……くうっ……はぁはぁ……くやしー……」

			「ほら、来いよ。ユノ」

			俺はユノを抱き上げて、落ち着けそうな部屋に連れて行く。ちょうど近くにあった部屋はベッドや椅子が置いてある寝室だった。

			服を脱がせたが、ユノからの抵抗はなかった。戦闘のダメージで満足に動けないからだろう。取りあえず椅子に座らせる。

			「ううっ……また裸にされて……んっ……」

			「まあまあそういうなって」

			俺はそういいながら服を脱いでいく。ユノの胸はぺたんこだが、乳首は綺麗でかわいい。まるで野いちごのようだった。セクシーなおっぱいもいいが、こういうロリなのも萌える。

			「さて……」

			「えっ、わぁっ!?　ちょっと」

			「なんだよユノ？」

			「それはこっちのセリフだよ。ボクのこと抱っこしたりしてさ……いったいどういうつもりで……」

			「どういうつもりもなにも、そうしたかったからしたまでさ」

			ちっちゃくて可愛いから、ギュッとしたくなった。おまけに裸なのがイイ！

			「そりゃあ、ボクが負けたんだから……好きにしてもいいけど……」

			「そうだなぁ、約束は約束だもんなぁ」

			「くっ……そんなこといわれなくても、わかってるよ……ちぇっ」

			負けたことがそうとう悔しいらしく、ユノは俺の腕の中で唇を尖らせている。その様子がちょっと可愛らしく見える。

			「いいならイイということで、わはははははっ」

			「もー、なにさそれ」

			ユノはふてくされて頬を膨らませる。俺はそんなユノの耳元に口を近づける。

			「今日こそはお前の処女をもらうからな」

			「わ、わかってるよ。なにさ改まっちゃってさ……」

			「いいじゃん、今日はまだ処女をもらう話は、一回しかしてないんだから」

			「もういいよ……」

			「そうつまらなそうな顔するなって」

			「ふんだ！　セシルの好きにすればいいよ……」

			ユノは俺の方を向こうとせず、そっぽを向いてしまっていた。

			「わはははっ、いわれなくても好きにさせてもらうさ」

			「あっ……ひゃぁっ！」

			太ももにそって手を滑らせると、ユノは声を上げて、小さな身体をビクッと震わせた。

			「どうした？　おもしろい声出して」

			「き、急に触らないでよ。びっくりするじゃないか」

			「好きにしろっていったろ」

			「だ、だけどさ……なんか……」

			結局のところ、心の準備やらができてなかったわけだな。ユノの性格からして、それを俺にいうわけにもいかなかったのだろう。

			そんなことを思いながら俺は、太ももから小さな割れ目へと手を動かした。秘唇を擦りながら中に指を入れる。

			「んあっ！　……ひあっ……んんんんっ……そんなところ……くっ」

			「おっ、なんだ濡れてるじゃないか」

			指先にぬるぬると湿った感じがあって、俺はユノにささやいた。これはちょっと意外だ。

			「もしかして戦いに負けて、こうなることを想像して、興奮してたのか？」

			「ち、違うっ……ふあっ……そうやって割れ目触ったり、指入れたりするから……ああっ！　……だから濡れるんでしょ……」

			「そうかぁ？　その割には最初から濡れてたような」

			「あんっ！　……最初からなんて……ひあっ……そんなことあるはずないじゃん……ああああっ！　……全部セシルがいやらしく触るせいだ……くうっ」

			ユノは俺のせいだと主張している。ならそれでもいいやと、俺は割れ目を指で擦り、中に入れるという動きを繰り返す。もう片方の手で胸を触る。

			
[image: 01]


			胸はさすがに揉むほどのボリュームはないが、摘むと柔らかさを感じることができた。

			「んくっ！　……中に指入れないでよ……くあっ……割れ目を……あふっ……触られたら……んふっ……なんで熱くなるの……ああっ！　……ふあっ……はぁはぁ……」

			「ユノがエロイからさ」

			「はんっ！　……そんなはず……くあっ……ないよ……んんっ……セシルがそうやって触るから……ああんっ……くうっ……おっぱいまで触って……やらしーんだから……」

			オマンコを指でほじり、小さな胸の膨らみをマッサージすると、ユノの声はどんどん妖しげになっていく。

			「んんんっ……ダ、ダメッ……ふあっ……そんなにオマンコ触られたら……くはっ……垂れちゃうよ……ああっ……セシルもう触らないで……ひあっ！」

			「そうはいかんなぁ、触りたくなるんだよなー」

			意地悪くいいながら、俺はクリトリスを親指でぐりぐりと潰す。

			「ひぁぁぁぁっ!?　やっ、セシル……ひぃっ……そこ擦られたらなんか変になるっ……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！」

			「騒いでるけど、ほんとは気持ちイイんだろ？　お前ってサバサバしているように見えて、意外と淫乱なんだな」

			「ひゃんっ!?　敏感なところ……ああっ！　……触られてるから……くあっ……騒ぐの当たり前……あひぃぃぃぃぃっ！」

			からかうようにいうと、ユノは喘ぎながら言い返してくる。かわいいのでどんどんエスカレートしてしまう。

			俺はユノのお尻の方に手を回す。そのままお肉を触る振りをして、指を蕾に近づける。

			「あひぃっ!?　ソ、ソコ……んんっ……ソコ違うっ！　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　……ひゃっ！　ダメぇっ！　セシル違うったら……くぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			「ん、違うってなにが？」

			「んひっ！　だ、だから……あああっ……ソコはアソコと違うところだから……ひぃっ！　オマンコじゃなくて……あうううっ……」

			「どこだよ？」

			触っているのは俺なので当然わかりきっていたが、あえてすっとぼけてユノに聞いてみる。生意気だし、ちょっといじめるのもおもしろい。

			「[image: isao]、お尻っ！　ひぃぁぁぁぁぁぁっ！　お尻だよ……ふあっ……お尻になんか指入れないでよぉ……ああんっ！」

			「いいじゃん、俺が勝ったんだしさ」

			「んひぃっ！　だからって……[image: isao][image: isao][image: isao]っ……こんなの……くうっ……[image: isao]っ[image: isao]っ、ダメぇっ！」

			必死になって懇願してくる様子がかわいくて、俺は軽く突く程度だった指を、少しずつ肛門の中へ進ませる。

			「きつきつだなぁ、でも入ったぞ」

			「[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　むずむずするよ……あうっ……ひっあっ！　そんな……くあっ……指抜いたり入れたりして……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！」

			指を前後させ直腸の壁を擦ると、ユノは悲鳴を上げて下半身を震わせた。俺はユノの反応に興奮しながら指を動かし続ける。

			次第に違和感を訴えていたユノの声が火照り、エッチっぽいものに変わっていった。

			「[image: isao]っ！　やっ！　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ……くあっ……なんで……あふっ……お尻も……ふあっ……オマンコも……くっ……両方熱いのぉ……はぁはぁ……」

			「トロトロだな」

			オマンコから垂れた愛液が俺のチンコに滴り落ちる。その様がエロくて、思わずガチガチに勃起してしまう。

			「これなら別のものも入りそうだな、俺の指じゃ物足りないだろうし」

			「えっ、なにいってるのセシル？」

			「これ入れてやるよ」

			短剣を鞘から抜いてユノに見せつける。そのあと柄の部分を蕾に押し当てた。

			「[image: isao]ひっ!?　やめてっ！　やめてっ！　痛っ！　[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　ちょっとぉ！　……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　短剣の柄が入ってるぅっ！　……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！」

			「なんだよ。そんなに怖がって、刃のついた方を入れられると思ってたのか？」

			「くうっ！　……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　怖かったよぉ……[image: isao][image: isao]っ……お腹重いし……あふっ……お尻も裂けそうで……はぁはぁ……」

			「どれだけ俺を悪人だと思ってるんだ？　これでも勇者なんですよ」

			「あうっ……だったら抜いてよ……[image: isao][image: isao]っ！　裂けちゃうよぉっ……くぅぅぅぅぅぅっ！　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！」

			「そうだなぁ、しゃねーなー」

			俺はそういいながら体勢を整える。

			「よっと」

			「ううっ……えっ……」

			ユノを軽く抱き上げて、チンコをかわいいオマンコの入り口に押し付ける。

			「あびぃっ！　そんなセシルっ……くっ！　……とても入らないよぉっ！　あふっ……大きすぎて……んひっ！　……とても無理だよ……」

			「大丈夫だって」

			「[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　ふ、太いぃぃぃっ！　ひぃ[image: isao]っ！　お尻に入ったままなのにぃ……ふあっ……そんな二つ入らない……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！」

			異物感に悲鳴を上げるユノ。だが、オマンコはたっぷり濡れているせいか、チンコは少しずつ進んでいった。ある程度まで到達すると、繋がってるところから血液が垂れているのが見えた。

			しかし短剣の柄で後ろの穴を押されているせいか、膣の締め付けはきつく、チンコを進めるとユノはかなり苦しそうに唇を噛みしめていた。
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			「[image: isao][image: isao]っ！　痛いよセシルっ！　[image: isao][image: isao][image: isao]っ……血が出てるよぉっ……[image: isao][image: isao]んっ！　裂けちゃうよぉっ！　ふぐっ、お腹も苦しいっ！　くぅぅぅぅぅぅっ！」

			「くっ、すごいきついけど、これはイイかも」

			さすがにユノには悪い気がしたが、今までもやもやしていたのを我慢していたから、早く気持ちよくなりたかった。

			ユノを抱いたまま腰を動かし、チンコをオマンコの壁に擦りつける。

			「あうぅぅぅっ！　ひいぁっ……そんな動いたら……んふっ……ほんとに裂けちゃうよぉ……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　くうっ」

			「ほらもう少し力抜けよ……うっ」

			「ふあっ……くっ！　……無理だよ……ああっ……二つも入ってるんだよ……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　……苦しいよぉ……はぁはぁ」

			「まだ動くぞ……」

			「くうっ、わかったよ……[image: isao][image: isao][image: isao]っ……す、すごっ……んんっ……おっきいのが中を擦ってるよ……んああああああっ！」

			ユノは苦しそうにしていて、俺の方も圧迫が強すぎて痛いくらいだった。けれどチンコを前後させていると、次第に動きはスムーズになっていった。

			「ああっ……太いのが奥まで……んあっ……奥まで入ってきてるよ……ああんっ！　……ふあっ……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！」

			俺の動きに合わせてユノの華奢な身体が揺れていた。

			「ああああっ！　[image: isao]っ……[image: isao]っ……[image: isao]っ……セシルの固いのが……ふあっ……いっぱい擦れてる……はあんっ！」

			「うっ……めちゃイイぞ」

			「んふっ……ああっ！　……イイって……んあっ……なにが……んああああっ！　くぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

			「気持ちイイんだよ」

			「んあっ……こんな窮屈なところに入れて……あんっ！　痛くないの？　[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　あぐっ……はぁはぁ」

			「いや痛くないよ……オマンコに擦れて気持ちイイんだ」

			「[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　そんなに強くしないで……[image: isao][image: isao]っ！　オマンコいっぱいになってるから……うぐっ……お腹が苦しいよ……あううっ」

			「じゃあほら、もっとしがみつけよ」

			「うん……んんっ……あっ！　あっ！　セシルのが……んふっ……奥に突き刺さるよ……ああんっ！　すごいっ……はああああっ！」

			ユノは体勢を少し変えて俺にくっついた。挿入の角度が変わって、亀頭がオマンコの行き止まりにぶつかる。

			チンコの動きはさらに滑らかになり、腰の動きが自然と早くなっていく。

			「ああっ……はぁはぁ……痛いのも……んふっ……苦しいのも落ち着いてきて……ふあっ……なんか変な感じだよ……はあんっ！」

			「こっちはどんどんよくなってきたから、もっと早くするぞ」

			「[image: isao][image: isao]っ！　は、激しっ……んああああっ！　オマンコが破れちゃう……あふっ……すごいよぉっ！　ああんっ！」

			窮屈なオマンコの中で射精しようと、どんどんチンコが膨張していく。快感も強くなる一方だった。

			ユノを抱きしめ力強く腰を振る。より深く挿入してぐりぐりと亀頭を擦りつける。

			「[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　なんか……くっ……セシルのがすっごい太くなってる……んあっ！　なんでそんなに……あああああっ！」

			「ああっ、もうすぐイクぞ」

			「んああああっ！　すごいっ！　ふあっ……固いのがずんずんきてるっ！　んんっ……なんか熱いよ……くあっ……中が熱いっ！」

			オマンコの中が、トロトロになっているのがわかった。収縮を繰り返して、俺の射精を促してくる。

			できるだけ我慢していたが、それも限界になった。チンコが痺れたような感じになってめちゃくちゃ気持ちがいい。

			「くっ……イクぞっ！　うあっ！」

			「あああっ！　きゃあっ！　なにこれ……あんっ！　あっついのが、びゅっびゅってオマンコの中に出てる……んああああっ！　すごいっ……んくっ」

			ユノは身体を震わせ、オマンコの感覚を俺に伝えてくる。生々しい言葉に欲情をそそられ、何度も白濁を吐き出す。
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			「はあああっ！　何回もオマンコに出てる……ふあっ……奥にいっぱいあっついのが、かかってるよぉ……ああんっ！　なんかくる！　わけわかんなくなる！　もうっ！」

			膣がギュッとチンコを締め付けてくる。気持ちよさが何倍にも大きくなり、俺はユノを強く抱きしめたまま、腰を思い切り突き出していた。

			「はあんっ！　一瞬頭が真っ白になって……んんっ！　……固いの擦りつけられながら……ふあっ……びゅーびゅーって……んふっ……出されてるぅ……ああっ！　……セシルぅ……なんかふわふわするよぉ……」

			「くっ……ううっ！」

			俺は快感がなくなるまで、亀頭をオマンコの行き止まりの壁にぐりぐりと押し付けて、ザーメンを搾り出した。

			どうやらユノもイッたらしいが、本人はそれに気づいてないようだ。しばらくの間俺はユノを抱きしめていた。

			「すー……すー……んっ……すぅっ……」

			「なんだ寝ちゃったのか？」

			疲れたのか俺に抱かれたまま、ユノは寝息を立てていた。人間に戻るところを是非とも見たいが、そうもいかない。まだやることがたくさんあるのだ。

			ユノをベッドに寝かせて、俺は部屋を出ようとした。

			「んっ……セシル……」

			「おっ……」

			もしかして愛してるとかいうのかね。ちょっと期待してしまう。

			「セシル……バーカバーカ……バーカ」

			「くっ……このガキャー」

			何ともユノらしい寝言に俺は苦笑しながら、寝室のドアを閉めた。
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			ユノのもとを後にした俺は、草原を歩いて移動していた。マーチカ神殿が目当てなのだが、途中でやることがあった。

			この辺りで暴れている魔物がいると聞いたのだ。もちろんそれは女だ。しかしさっきから探しているのだが、それらしい魔物は見あたらなかった。

			「俺様のために用意された、女モンスターはどこだ」

			そんなことをいっていると……。

			「あらぁ〜、下半身バカの蛆虫さんが一匹ですか〜」

			おっとりした口調で、失礼なことをいっているのが聞こえてきた。女の声だった。

			「そこか！」

			ハッと振り返ると、そいつはいた。

			「こんにちは〜」

			「すげーおっぱいだなこりゃ」

			今まで魔物娘は何人か見ているが、その中でも一番大きいおっぱいだ。

			他の追随を許さないとはまさにこのことだった。

			とにかくでかいのなんのってアンタ……。思わず挨拶より先に、感じたことがそのまま口に出てしまった。

			「こんにちは俺の女……もとい巨乳」

			「やっぱり下半身だけ鍛えている蛆虫さんですね〜」

			「あっ、そうだ。お前はいつかの巨乳さん……えっとマリエルだっけ？」

			「んふふっ〜」

			巨乳女はニコッと笑った。どうやら当たりらしい。顔は忘れてもおっぱいのことは忘れないのだ。

			「それでぇ〜、どうして蛆虫さんはここに来たんですかぁ〜、何か用でぇ」

			「そりゃあ勇者としての使命を果たすためだ。ふふふっ」

			「あら〜、蛆虫さんがね〜」

			「ここで暴れている女モンスターがいるって聞いてな」

			「勇者様による魔物の討伐ですかぁ〜」

			「けしからん乳の女モンスターに、伝説の鞘に選ばれし俺の宝剣を注入してやろうと思ってな」

			「あらぁ〜、そうなんですね〜。蛆虫さんの宝剣でですか〜」

			「ふむふむ、いかにもそうなのだ」

			「でも〜、そんな簡単に上手くいきますかね〜」

			「まあ力づくでもイカせてもらうぜ」

			「はいはいそうですか〜。じゃあいきますよ〜、蛆虫さん」

			「ばっちこーい乳娘！」

			ちゃんとマリエルに言い返しながら、お互い武器を構えて対峙する。良い結果は早ければ早いほうがいい。

			そう思って俺は先に打って出る。マリエルはのほほんとした話し方の割には、身のこなしは早かった。それでも……。

			


			「やりぃ、俺のかっちー」

			「んぁっ……んんんっ……」

			マリエルは草の上に座り込んでいる。デカイ胸がはぁはぁと、息を吐く度に上下していた。

			美人で巨乳だがなかなか手ごわかった。もしやられていたら、今頃俺はおっきな胸の下敷きになっていたかもしれない。それはそれで嬉しいけど。

			「うぅっ……はぁはぁ……んっ……」

			「おっ!?」

			俺の攻撃のせいか、マリエルの服がまくれて胸が見えていた。こぼれ落ちるとはこのことだ。息をするたびゆさゆさと揺れている。

			ふむ、これはどう考えても俺のために発生したイベントだ。ありがたく頂こう。

			「えっ……んあっ……きゃあっ！」

			俺はマリエルの胸にめがけて飛び込んでいた。

			「あんっ……んんんっ……あふっ……んふっ」

			まずおっぱいに頬ずりすると、マリエルはくすぐったそうに、身体をくねくねさせた。マリエルは仰向けになり、俺はその上に乗っかってる状態だった。

			「わははっ、こりゃ堪らんわ」

			「もーなんですのぉ〜、男はみんなそうですね〜、私のオッパイ見ると」

			「こうしないと、おっぱいに対して失礼だからな〜。あー堪らん」

			ひとしきり頬ずりしたあと顔を離して、今度は両手で鷲づかみにして、感触を確かめる。

			「ん〜そんなに強くされたら……ふあっ……痛いですぅ〜」

			つい興奮のあまり手に力が入ってしまった。マリエルが顔をしかめていた。

			「ああっ……ほんと〜……んんっ……下半身バカの蛆虫さんなんですね〜、くうっ……チンコ勇者ともいいますかね」

			「勇者にもご褒美が必要なのだ」

			相変わらずマリエルはおっとりした口調で、口さがない。しかし今は負け犬の遠吠えみたいなものだ。

			「なあ、マリエル」

			「なんですぅ〜、ニヤニヤしてよけい気持ち悪いですよ〜」

			「俺って強いだろ？」

			「あら〜、突然なにをいい出すのかと思えば〜」

			「少なくともお前よりは強いよな」

			「くっ……うぅっ……そうですね〜、今回に限っては……」

			マリエルは悔しそうに俺の言葉を認めた。口元が微妙に震えているように見えた。俺は話を続ける。

			「お前って意外と弱いんだな。普段おっとりしてて戦闘になると、反動でめちゃくちゃ強くなるタイプかと思ってたけど、全然大したことないな」

			「まあ〜。蛆虫さんが調子に乗ってますね〜、くうっ」

			「俺が蛆虫だとすると、それに負けたお前はハエの卵かなんかか？　いやダニかな？」

			「普段滅多に勝てない人が、偶然勝っちゃうと、これだからぁ〜」

			「まあ勝ちは勝ちだからな……くくっ」

			マリエルの巨乳を手で弄びながら、勝利に酔う俺。マリエルみたいなタイプは、本気になって怒鳴ったりしても意味がない。

			言葉巧みにかわされて、バカにされるだけだろう。こっちも上手いこといって、逆に怒らせるくらいがいい。

			「さーて……」

			言葉遊びに集中するよりも、今はコッチに集中したい。俺はさっきよりも、手の動きを大きくしておっぱいの感触を楽しむ。
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			「あんっ……んふっ……ずいぶんいやらしい触り方ですね〜」

			「褒めてくれてありがとう。たっぷり楽しませてもらうよ」

			軽蔑されている感じにいわれたが俺は笑みを返した。実に気分がいい。マリエルの胸はただ大きいだけではなく、指を沈み込ませると、弾力で跳ね返そうとしてくる。

			半端ない大きさなので揉むのも大変だが、感触は堪らないので俺は休まず手を動かしていた。

			「ひあっ！　ああっ……乳首まで触って……くあっ……いやらしいですね……」

			「なんか触りやすく立ってたからさ、こうくりくりっとね」

			「んひっ！　そんなに指で強くするなんて……んんっ……さすが下半身バカの蛆虫さん……ううっ」

			マリエルは言葉の抵抗を続けるが、敏感な箇所を触れているので、ときどき色っぽい声を出していた。俺がしつこく触ったせいで乳首は赤くなっている。

			胸の突起を指で弾くだけでも、身体をガクガクと震わせるマリエル。かなり感じやすい体質のようだ。

			「あああっ！　ちょっと摘まれただけで……んふっ……電気が走っちゃいます〜……もうどうしてかしらぁ〜」

			おもしろいから、弄りまくってやる。乳首を指の腹で擦りながら、上に引っ張ってみる。

			「んひいっ！　んああああっ！　そんなに引っ張らないでください〜……ああっ……乳首が伸びちゃいます〜」

			「大丈夫だってゴムじゃないんだからさ」

			「ふあああっ！　も〜なんでこんな蛆虫さんに痴漢されて……んふっ……感じちゃうのかしら〜、はぁはぁ……んくっ……」

			「それにしても、すげぇおっぱいだな、重さで肩こらないのか？」

			「ん〜そうですね、重いですね〜、んあっ！」

			マリエルの話を聞きながら、俺は乳首を指で擦りまくり、胸全体を揉みしだいた。

			「あんっ！　もう……んんっ……話してる最中に〜そんなにおっぱいを触るなんて〜困った蛆虫さんですね〜」

			「おおおおっ！」

			これは堪らない。いくらでも揉んでいたくなるし、際限なく興奮してしまう。

			俺は欲望の限り、マリエルのおっぱいを揉みまくり、乳首も責めまくる。

			「んあっ……そんなにしつこく触られたら……ああっ……身体が熱くなって……んふっ……はあんっ……んああああっ！」

			「うはっ、こっちも熱くなるぞ〜」

			熱を持っているのは主に下半身の一部だけどな。早くチンコを気持ちよくしたいけど、楽しみは後に取っておきたい。

			「んああああっ！　……もうなんていやらしい触り方かしらぁ〜……あふっ……ほんと蛆虫さんの人間性が出てます〜……ああんっ！」

			「褒めてくれてありがとう、うれしいぜ」

			俺のエッチな気持ちをマリエルも感じてくれたようで、興奮してしまった。俺は激しい動きから大きくてゆっくりな動きに切り替える。

			「ほらほら、すげーなこのおっぱい。エロいわ〜、マジで」

			「んんんっ……おっぱいがエロいんじゃなくて……ふあっ……下半身バカさんがエロいんですよ〜……はぁはぁ」

			「そうかな〜、その割にはマリエルもなんか、はぁはぁいってるよね〜」

			「あっ！　あっ！　ダメですぅ〜……あああああっ……そんなにくりくりしたら……ふあっ……もう……はああああっ！」

			指で強く乳首を潰したり何度も弾いたりしていると、マリエルは急に大きな声で喘ぎだした。仕上げとばかり突起を強く引っ張ってみる。

			「ああっ！　くぅっ……はぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

			「ん？　おわっ!?」

			俺は思わず驚いて声を出してしまった。手に生暖かい感触があった。ふと見るとマリエルの胸や俺の手は、白い液体でベトベトになっているではないか。

			無論興奮のあまり俺が暴発したわけではない。証拠にチンコは今もなおビンビンの状態だ。ではこの白濁はなんなのか……。

			「お前これ……もしかして母乳ってやつじゃ……」

			「そうですね〜」

			「そうですね〜、ってアナタ……」

			確か母乳って、妊娠しないと普通は出ないはずだよな……。でもマリエルは処女のはずだしなんでだ？

			「もしかして密かにガキがいるとか？」

			「実は〜……私感じると〜、母乳が出ちゃうんです〜。そういう体質なんですの〜」

			「な、なんだとぉー」

			そういうのは全然おっけーだ。エロイ体質だなぁ。俄然萌えてくるわ。

			「んふっ……困ったもんですの〜……ああっ……はぁはぁ」

			「それにしてもすごい体質だな……ミルクが出るなんて……」

			「ですから〜、んんっ……急に摘んだりしないでください〜……ふあっ……今されたらきっと……」

			「ん、今されたら？」

			「ああっ……すごく敏感になってるから……んふっ……ちょっと触られるだけで出ちゃいます〜」

			「そっかそれはヤバイなっと！」

			「あひぃっ!?　ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!![image: isao]ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

			言葉で油断させて乳首を思い切り摘み上げると、噴水のようにミルクが吹き出してそこらじゅうに飛び散った。

			生暖かい感触と甘い香りに、俺はめちゃめちゃ興奮する。チンコが脈打っていた。もう我慢できない。

			「マリエル俺も気持ちよくしてくれるよな？」

			「えっ……んあっ!?　きゃっ！」

			マリエルの返事を待つこともできず、俺はチンコを深い谷間に突き刺した。乳肉に呑み込まれ圧迫感が気持ちいい。すぐに腰を動かして摩擦する。
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			「あんっ！　固いのが……んんっ……胸の間を擦ってます……ふあっ……ずりずり擦れてるぅ……ああああっ！」

			「すげぇ、ううっ」

			もう挟まれてるというより、完全に包まれているという感じだった。亀頭や竿の側面だけではなく、全体が摩擦されている。

			今まで散々マリエルのいやらしい姿を見せつけられていたので、すぐにカウパーが溢れ出してきた。

			「はふっ！　……おっぱいの間が……んふっ……ぬるぬるしてます〜……ああっ……ミルクのせいでしょうか〜……あんっ！」

			「さてね〜」

			「あんっ！　あんっ！　オチンチンの先から出てます〜……ふあっ……ミルクではないですね〜……んあっ……」

			谷間から突き出る亀頭を見て、マリエルは興奮した声でそういった。俺は腰を前に突き出して、さきっちょを見せつけるようにする。

			「んあっ！　ぬるぬるした液が……あふっ……顔に垂れちゃいました〜……はああああっ……いやらしいです〜はぁはぁ」

			「この胸がエッチだからだよ」

			「んあああっ！　そんな……んくっ……また乳首をそんなに弄らないで……あふっ……そんなにされたら……ああああっ！」

			腰を振りながら人差し指で両胸の乳首を弾くと、マリエルは歓喜の声を上げて、ミルクを噴射した。

			チンコにも母乳がかかって、それが先走りと混じり、谷間の滑りはさらにスムーズになった。卑猥な粘着音もチンコが前後する度に聞こえる。

			「ずいぶん興奮してるな。俺のチンコが気に入ったのかな？」

			「んっ……気に入ったかもしれませんね〜」

			頬を上気させ、妖艶な笑みを浮かべるマリエル。上機嫌だ。敵のモノでも気に入ればおっけーなのか。

			「ああっ……太くて固いです〜……はああああっ！　……おっぱい揉みながらそんなに腰を動かすなんて〜……ふあっ！」

			俺の手や腰の動きを見て、マリエルは興奮した声を上げる。乳首を刺激すると、ビクッと身体を震わせるのが非常にいやらしかった。

			おっきくて最高に柔らかい胸を、好きなように揉みしだき、それで溜まったもやもやはチンコを擦りつけて発散する。カウパーは次々と溢れ出し、おっぱいをぬるぬるにしていく。

			「あひっ！　ち、乳首が……んふっ……乳首がオチンチンで擦れます〜……あああああっ！　固いのでずりずりしてます〜」

			胸の突起がカリに引っかかり、その快感でチンコが震えカウパーがドロッと溢れ出した。マリエルが感じているせいで、母乳も漏れておっぱいは常にベトベトだった。

			「ずいぶん興奮してっけど、お前らってみんな処女で、男のモノ見るのって初めてなんだよな？」

			「んふっ……初めて見るからこそ興奮してるんですよ〜、話には聞いてましたけどね〜」

			「ふ〜ん、で感想は？」

			「ああっ……生々しくて卑猥な感じがします〜、んっ……だからすごくいやらしく感じますね〜」

			頬を赤くして、谷間のチンコを見つめるマリエル。俺のことは悪くいうが、エッチなことに関しては素直な気がする。

			だがマリエルにしてみれば俺は敵ということは変わりない。そこで疑問に思うところがある。

			「チンコ褒めてくれるのはうれしいけどさ、いいのかよ？　お前は魔王の忠実な部下で、四天王だろ？　あまり敵のモノを良くいうのもアレかと思うけどさ」

			「別にそれほど忠実っていうわけでもないです〜、アイリーン様……根暗でヒッキーなところはありますけど、だからって私嫌いってわけではないですね〜」

			「ほーう、なるほどね……」

			みんなジルのようではないってことか。結構普通の女の子たちにありがちな、関係ってわけね。

			四天王でも、魔王の気になる部分が多少はあるってことなんだな。まあこの様子だと、仲は良いみたいだけど……。しかし、女の子らしい話を聞くと、なんか興奮してくる。チンコがまた固くなって、俺は腰を打ちつけてしまう。

			「うあっ、めちゃムラムラしてきた」

			「ああんっ！　急に激しいです〜……んふっ……オチンチンが鼻まで届いちゃいそうです〜……はああああっ！」

			大きな胸を揺らされ、マリエルはいやらしく声を震わせた。チンコもじわじわ痺れてきて、かなり気持ちよくなってる。このぶんだと射精するときは、たっぷり出そうだ。

			「んんんっ……先の方が……んふっ……大きくふくらんでます〜……ああっ！　……とろとろエッチな液が出てますね〜……ああっ……オッパイについてぐちゅぐちゅいってます〜」

			「お前のミルクも混ざってるけどな」

			「はあんっ！　またそんなところ……あふっ……擦られたら……んああああっ！　感じすぎて、我慢できなくなっちゃいます〜」

			胸を谷間の方に寄せると乳首がチンコに当たり、腰を動かす度にめちゃめちゃ擦れる。マリエルは喘ぎ声を上げて身体を震わせる。

			「んひいっ！　オチンチンが乳首に擦れる度に……ふあっ……身体が熱くなって……んあっ……下の方もむずむずします〜……はぁはぁ」

			「むずむず結構さ」

			「あんっ！　あんっ！　すごいですぅ〜……はぁはぁ……身体ごとオッパイをこんなに揺らすなんて〜……ああっ……また出ちゃう……くうっ……ああああっ！」

			突起の先からぴゅっと、クリーム色のミルクが軽く飛び出した。母乳の勢いで、マリエルがどのくらい感じているのかわかる気がする。

			垂れたミルクが谷間に流れ落ち、それがカウパーと混じってチンコに絡みついていく。ぐちゅぐちゅと卑猥な音がより大きくなった。

			もっと気持ちよくなりたくて、俺はマリエルのおっぱいを外側から強く押し付ける。摩擦の度合いが高くなる。

			「ああんっ！　そんなに強く……ふあっ……オチンチンの固さをオッパイにすごく感じます〜……んふっ……どうしてこんなに……はぁはぁ……」

			「お前のおっぱいがおっきくて柔らかくて、めちゃめちゃ興奮するから、チンコがこうなっちゃうんだよ」

			「んんんっ！　下半身勇者さんいやらしいです〜……んあっ……そんな目で私を見ていたんですね〜」

			「つーかこんな胸見せられて、こういう気持ちにならない男はいないと思うよ。たいがいパイずりしてるところを想像するだろうし」

			「んあああっ！　オチンチンを……んふっ……私の胸に擦りつけるなんて……ああっ……エッチなことばかり考えるんですね〜……くうっ……男の人って……はぁはぁ」

			マリエルは軽蔑するようなことをいいながら、かなり欲情しているように見える。こんなおっきな胸の女の子が、こんなにエッチだなんて俺も興奮する。

			カウパーとミルクでぬるぬるになっていても、おっぱいの柔らかさと圧迫感は変わらない。すげー気持ちいい。だんだんイキそうになってくる。

			「もっと激しく動くよ」

			「ああああっ！　ずりずりオチンチンが擦れて……あんっ！　すごい乳首にもいっぱい……んふっ……ダメです〜……ふあっ……そんなにされたらとても我慢が……ふあっ」

			「ちょう気持ちいい、すげー出そうだ」

			「あふっ……だらだらオチンチンからお汁出て……はあんっ！　私のオッパイからも出てます〜、んああああっ……もうおっぱいの中ぐちゅぐちゅで……ああっ」

			今までにないくらい、カウパーが染み出して、おっぱいの内側がテカテカに光っていた。溜まっている欲望が、ぐんぐん上がってくるのがわかった。

			「ああっ！　……ダメっ……もうダメっ！　……はああああっ！　……出ちゃう……んふっ……またミルクいっぱい出ちゃうーっ！」

			マリエルが我慢できなくなって叫んだあと、俺の方もミルクをぶちまける。
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			「くっ！　イクぞ！」

			「[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　熱いのが……あんっ！私の顔にかかってます〜……ああああああっ！　オチンチンがビクンビクンってなってます〜……ああんっ！」

			膨らんだ先から精液が白い線を描いて飛び、マリエルの頬や鼻筋にはり付いた。マリエルは白濁がかかる度に、火照った声で叫び身体を震わせた。

			「ああああっ！　そんな熱いミルクかけられたら……ふあっ……私も出ちゃいます〜……んああああああっ！　ダメぇっ!!」

			俺に負けない勢いで、母乳を飛び散らせるマリエル。オッパイと顔が、ザーメンとミルクでドロドロになっていく。

			すげー興奮して気持ちよかったので、俺は快感が消えるまでしつこく、チンコをおっぱいに擦りつけていた。

			「んふふっ……ちゅぷっ……れろっ……苦いものなんですね〜、喉にひっかかります〜……ゴクッ……ぷはっ」

			マリエルは嬉しそうな顔をして、浴びせられた精液を指でぬぐい取り、それを口に運んで味わっていた。

			俺は射精後の脱力感で、身体がめちゃ重い状態になっていた。マリエルが近づいてくる。ヤバイ今攻撃されたら……。俺はゴクリと唾を飲み込んだ。

			「蛆虫さん、結構楽しかったです〜♪」

			「へっ……？」

			マリエルは笑顔で一言残すとそのまま去っていった。パイずりしかしてないので、アイツは処女のままだ。

			ついでに処女を頂きたかったけど、次会うときのお楽しみということになった。

			


			


			すっかり体力が回復した俺は、マリエルのことが忘れられなくなり、マーチカ神殿にまで来ていた。

			配下のヤツらを蹴散らしながら、広間まで来るとマリエルの姿があった。

			「あら〜よくここにたどり着けましたね〜」

			「ああ、早くお前とヤリたくってさ。まあ、あっという間だったかな」

			「そんなに私とエッチしたかったんですか〜？」

			「もちろんそうに決まってんじゃん、前のパイずりのときからさ」

			「そんなことしか頭にないんですね〜、ほんと救いようのない下半身バカなんですね〜」

			「俺のいいところさ」

			マリエルの言葉にも別に腹は立たない。むしろエッチできると思えば嬉しいぐらいだった。

			「でも〜……私の好みじゃないんですよ〜、あなたみたいな人〜」

			「最初はそう思ってたのに……いつの間にかみたいな〜、なんてのよくあるからな〜。俺はそうだろうと思ってるよ」

			「絶対にあり得ないですね〜、あなたと私では」

			「心配しなくても俺の宝剣を一度でも味わえば、忘れられなくなるさ」

			「そんな臭くて汚いモノ、吐き気がします〜」

			「照れるなって、俺のチンコ気に入ってるっていってたろ？」

			「あ、あのときは〜、ただ気持ち悪くておもしろいって思っただけです〜」

			マリエルは精一杯軽蔑してくるが、今の俺にはまるで通用しない。それどころか、俺のテンションを高くさせる一方だった。

			「またまた、言い訳が苦しそうだな〜、そう照れるなって」

			「やっぱり下半身バカだから、そんな思考なんですかね〜」

			「褒めても何も出ないぞ〜、出るのはミルクだけだぞ、チンコからな」

			「ある意味羨ましいですね、その頭……」

			ついに呆れたような顔をするマリエル。今にその顔がアヘ顔に変わるのだ。

			「さてそろそろ、お前の顔をいやらしいよがり顔にしてやらないとな、待たせるとかわいそうだからな」

			「ふ、ふん……そう簡単にいきますかしら〜」

			「無理矢理でもイカせるまでさ」

			「どうやらその身体に、たっぷりとわからせるしかないですわね……いきますわよ」

			「おーし早くわからせてくれー！　ばっちこーい！」

			マリエルが斧を構えたので、俺も軽口を叩きながら剣を抜いて戦闘準備した。斧は破壊力があるが重いだろうから、俺は素早く動けるように身を低くした。

			「たぁぁぁぁぁっ!!」

			マリエルがうなり声を上げて、斧を振り下ろしてくる。思ったよりその動きは早いが、やはり斧の重さが影響しているのか、軌道はバレバレだった。

			「でぇいっ！」

			峰で弾いてそのまますぐに攻撃を仕掛けた……すると……。

			


			「あぁぁぁっ！　くうっ……はぁはぁ……まさか私の斧がこんな……」

			おっきな胸をたぷんとさせて、マリエルは地面に倒れ込んだ。斧は持ち手の部分が折れてしまい、普通に使うことはできないだろう。

			俺は余裕を持ってマリエルの元に近づいた。これからのことを考えると、楽しくて仕方ない。

			「さて結果がこうなった以上、わかってるよなマリエル？」

			「くあっ……蛆虫……さん……ううっ……調子に乗らないで下さいなぁ……わたしはまだ……あうっ」

			精一杯強がるマリエルだったが、もう戦う力はなく立ち上がることはできなかった。俺は優越感に浸りながら、マリエルの豊満な身体に手を伸ばす。

			「んあっ……んんんんっ……はぁはぁ……こんな格好させるなんて……ふあっ……やっぱり下半身バカなんですね〜……」

			マリエルは四つん這いの体勢で、苦しそうな口調でそういった。俺は重力に引かれ、より大きさが強調されたおっぱいを、後ろから鷲掴みにしている。

			パイずりのときより無駄なく、胸のボリュームを手で楽しめる体勢だ。

			「んっ……ああっ……身体が戦ったせいで火照ってます……くうっ……」

			マリエルは、はぁはぁと色っぽい息を吐いている。

			「ほんとに熱いなぁ、もうこんなに興奮してるのかぁ？」

			「こ、これは……んふっ……だ、だから……戦ったせいで……ふあっ……」

			「えーそうかぁ？　エッチのこと期待してるからじゃないのかぁ？」

			「そ、そんなことは〜……あるはずが……はぁはぁ」

			「まぁわかってるって、蛆虫でもチンコさえ気に入れば、何されてもいいんだってさ」

			「くうっ……何をいって……ふあっ……んふっ……熱い……アソコが湿ってきて……」

			「やっぱりな〜ちゃんとシテやるから安心しろって」

			「ふあっ……勝手なことを……ううっ……チンコが気に入れば何でもなんて……ああっ……私はそんなことは……はぁはぁ」

			「ふ〜ん、でも身体の方は熱くなってるきてるよな？　このいつまでも揉みたくなるおっぱいも、撫でまくりたくなるお尻もさ」

			俺はそういってわざとらしく、胸を揉みしだきお尻を触った。柔らかい感触以外に肌から熱を感じる。

			「ああんっ！　私のオッパイをそんな風に……ふあっ……いやらしく触って……はぁはぁ……お尻もなんて……」

			口ではそういいながら、色っぽく荒い呼吸を繰り返すマリエル。腰もくねくねとよじっている。

			口で散々言われたときの仕返しの意味も込めて、胸とお尻を触っているのに、嫌がるどころか興奮して悦んでいるように見える。

			「んあっ……ダメです〜……んっ……身体に力が入りませ〜ん……くうっ……こんな蛆虫に、いやらしいことされてるのに〜……ああんっ！　逃げることもできないなんて……」

			「哀れだなぁ、大口叩いてたのに余裕負けして、あげく裸にされた上に好き放題されるなんてな」

			「くうっ……蛆虫勇者さんに〜……ううっ……好き放題なんて〜……ああんっ！」

			「これから蛆虫勇者に犯されるんだろ？　後ろからぶちこまれて、処女奪われた上に、アンアンいわされるんだもんな〜？」

			「あんっ……そんな蛆虫勇者に〜……ふあっ……犯されるなんて〜……はぁはぁ」

			マリエルはそういうが抵抗はなく、相変わらずおっぱいを揉まれる度に、エッチな喘ぎ声を上げるばかりだった。
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			それならどうだといわんばかりに、俺は胸を揉みし抱いて乳首を指の腹で擦ってみる。

			「んああああ！　そこは……んんっ……ダメです〜……あふっ……くりくりされたら……ああっ……感じすぎちゃうから〜……」

			「ふむ……」

			なんというか、さっきから俺がいじめると、返って悦んでいるよう思える。いわゆるマゾってやつか。なら色々と試してみよう。

			「なあマリエルお前ほんと、いやらしいヤツだよな。大嫌いな蛆虫におっぱい触られて、オマンコまでぐしょぐしょに濡らしてるんだろ？」

			「あああっ……違います〜……んあっ……戦ったから身体が熱くなってるだけで……あんっ……そんなことは……はぁはぁ」

			「へぇ、じゃあ確かめてみるね」

			「あひっ!?　やっ！　あああああっ！　そんなところに指を入れないで……んああああっ！　変な感じがして……はあんっ！」

			お尻を触っていた手を止め、膣に指を挿入すると、マリエルはぶるぶると身体を震わせ色っぽい悲鳴を上げた。指にはぬるぬるの体液が絡みついてきている。

			「すげーぬるぬるになってるぞ……いくら戦闘後だからってこんな風になるかね？」

			「あふっ……そ、それは……くうっ……体質で……ああっ……別に興奮してるわけでは……ああんっ！」

			マリエルは妖しげな吐息を交えながら言い訳をする。俺はそれならと、オマンコの中の指を前後させる。

			指一本だが締め付けも強い。しかし愛液で潤っているせいで、動かしやすかった。

			「こうやったら気持ちイイだろ？　待ってたんだもんな〜お前」

			「んあああっ！　オマンコの中を……んふっ……擦らないでくださいっ……ふあっ……変な声が出ちゃいます……ああっ」

			「変な声って気持ちイイときに出る、あのアンアン声だろ？　我慢しないで出せよ」

			「くうっ……違います……ふあっ……蛆虫勇者さんの手で……んくっ……私が気持ちよくなんか……ううっ……」

			「そうなの？　じゃあこういうのも、なんでもないんだよね？」

			「あひいっ!?　ひぃあああああっ！　そんな早く指を動かさないで……ふあっ……ダメですぅ！　ひぃっ！　くぅぅぅぅぅっ！」

			指先を腟内でくねくねと動かすと、マリエルはガクッと大きく背を反らせ、悲鳴を上げた。

			「こんなに濡らしてるなんて、溜まってたんだな〜。で、いつから濡らしてたんだ？」

			「そ、そんな……んあっ……いつからだなんて……くうっ……私はそんなこと……」

			「こんなにぬるぬるだなんて、普通じゃないよな〜。そうとうな淫乱だけだよな、ここまでなるのはさ」

			「私は……んんっ……淫乱だなんて……ふあっ……いやらしい女じゃないです〜……あふっ……あ、あなたがそんなところ弄るから……はぁはぁ」

			「そうか〜？　ならもっといろいろシテも大丈夫だよな」

			「えっ？　あひいっ!?　ちょっ……そ、そこっ……あああああっ！　やめてっ！　変になります〜……ああんっ！」

			オマンコの中を擦りつつ、クリトリスを指で潰すと、マリエルは悲鳴を上げて身体をよじった。きっと刺激が強すぎたのだろう。

			逃がすものかと、俺はマリエルの身体を押さえつけて、挿入した指を前後させながら指の腹で肉芽を擦った。

			「んひいぃぃぃぃっ!?　あっ！　あっ！　やぁぁぁぁぁぁっ！　すごいのぉっ！　んあああああっ！」

			マリエルの絶叫がこだまする。俺はさらに興奮しておっぱいをつかみ、乱暴に揉みしだく。手に感じる、たっぷりすぎるバストのボリュームが欲情をそそる。

			突起も同時に弄りながら、マリエルの反応を伺う。チンコはもうガチガチだった。

			「ああんっ！　そんな乱暴にぃ……くうっ……オッパイまで揉まないでくださいっ！　……んんんっ、また乳首を……はぁはぁ……」

			「揉んで下さいの間違いだろ？　めちゃくちゃ濡れてるぞオマンコ」

			「ううっ……オマンコなんていやらしい言い方……ふあっ……しないでください〜……はああああっ……ダメっ！　中を擦らないで……んっ……乳首もダメです〜」

			「つまりダメというところは、イイの間違いでもっとシテ欲しいということだな？」

			「やあっ！　違います〜……ああっ……そうじゃないんです〜……はあんっ！　ほんとにダメですったらぁ……んああああっ！」

			おっとりしたマリエルも必死になって叫ぶ。試しに指を膣から引き抜き、強い刺激のたぐいをやめて、胸とお尻に触れるだけにした。

			「えっ？　あっ……んっ……ううっ……はぁはぁ……」

			マリエルは驚いたように後ろを向く。俺は何食わぬ顔で、ただ胸と尻を撫でる。

			「どうした？　やめて欲しかったんだろ？」

			「そ、それは……ふあっ……そうです〜……」

			そう答えるマリエルだったが、お尻は震えていて脚をよじっていた。

			「なんか物足りなそうだな？　シテ欲しいんだろ？」

			「くうっ……そ、そんなことないです〜……ふあっ……これでせいせいして……ああっ……はぁはぁ……くうっ」

			マリエルはガクガクと震えていた。オマンコの入り口からは、トロトロと透明な愛液が染み出していた。

			「ならちょっと確かめてみよ」

			「えっ、確かめるって……ん!?　あひぃぃぃぃぃぃぃっ!!　やめっ、はああああっ！　そんないきなりぃっ！」

			不意に乳首をつかんで強くねじり上げると、マリエルは甲高い声で喘いだ。同時にミルクが吹き出し、オマンコから溢れ出した愛液が太ももを伝った。

			「やっぱい欲しかったんじゃねーか、正直になれよ」

			「んひいっ！　なんでこんなに……くうっ……感じてしまうのか……ふあっ……んんんっ……はぁはぁ……どうなって……」

			どうも罵られたり冷やかされたりすると、よけい感じるのは間違いないようだ。

			「変態なんだなお前は……可愛い顔しておっとりしたしゃべり方で、いじめられると感じるなんて」

			「そんな……んひっ……私はヘンタイなんかじゃ……あふっ……ないですぅ……ああんっ！　ダメぇっ！」

			最早否定しても全く説得力が無く、それどころかよけいマゾっぽさが、際だってしまう有様だった。

			俺は認めてしまえといわんばかりに、胸を激しく揉みし抱き、オマンコを擦り上げる。

			「ああっ！　そんなにされたら……あひっ！　ダメっ！　また……んんっ……また出ちゃいます……んああああっ！　ダメぇぇぇぇぇぇぇっ！」

			歓喜の悲鳴を上げて、マリエルはガクガクと身体を震わせる。さっきよりもミルクをたくさん噴射していた。

			「なあ、これぐらいじゃ物足りないだろ？」

			「んんっ……ああっ、私のアソコに……ふあっ……固いのが当たってる……はぁはぁ……あんっ！」

			チンコを出して先っぽを、オマンコの入り口に擦りつけると、マリエルは頬を上気させてお尻をくねらせた。

			「ああっ！　……そんな擦らないで下さいぃぃ……んふっ……ぬるぬるしてるからずぶって入っちゃいます……んくっ……」

			「ダメなのか？」

			「は、はひぃっ！　ダメですぅ……ああっ……汚いモノ入れちゃダメですぅ……んああああっ！　……絶対ダメぇっ！　ああんっ！」

			「マリエルの場合、ダメということは入れてってことだからそうするな……」

			俺は腰をつかんでチンコをオマンコの中へ進ませる。

			「ううっ……くっ」

			「[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　ダメっ！　ダメっ！　入っちゃいます〜……は[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ!!　ほんとに入ってくるぅ！」

			濡れているとはいえ処女なので、チンコは途中で止まった、しかし一気に腰に力を入れて貫くようにすると、引っ掛かっているものを破った。

			「んぐうっ！　すごく固いのが中に入ってます……ああっ……でもあんまり痛くはないです……ふあっ……どうして……はぁはぁ」

			「めちゃ濡れてたから痛くないのかもな。それにお前が変態だってこともあるだろうし」

			「あんっ！　酷いです〜……私初めてなのに〜……こんなこといわれて……ああっ……いきなり奥まで入れられて……」

			不満そうにいうが相変わらずいやらしくて、悦んでいるようにも見えた。俺はムラムラしてしまい腰を動かし始める。

			「あああっ！　そんな固いの動かしたら……ふあっ……アソコが裂けて……んんっ！　……お腹が破れちゃいます……はあんっ！」

			「まあ大丈夫だって、それに動かなかったら絶対、お前が物足りなくなるだろうからさ」

			「ああんっ！　私は物足りないなんて……んああああっ！　すごい太いのが中で動いて……んくっ……擦れるぅっ！　はあああああっ！」

			マリエルは冷やかすと否定はするが、そのあとすごい喘ぎ声を上げる。俺は腰を小刻みに動かしながら言葉責めを続ける。

			「お前それにしても初めてのくせに、ずいぶん感じてるなぁ、やっぱ淫乱かぁ？」

			「くぅぅぅぅっ！　あひっ！　違いますぅ〜……んふっ」

			「俺は勇者で魔王の敵なのにさ……チンコ入れてくれるヤツなら誰でもいいのかよ」

			「あああっ！　私はそんないやらしい女じゃないですぅ〜……んひっ！　違います〜……ああんっ！　すごい……」

			「お前がいやらしくないんだったら、誰がいやらしいんだよ？」

			「そ、それは……ふあっ……蛆虫勇者が……はあんっ！　だから私じゃなくて……くうっ……はぁはぁ」

			これだけエッチな声でわめき散らして、俺だけがエロイだなんて、なかなかいうじゃないか。ご褒美ということで俺は激しく突き上げる。

			「あんっ！　あんっ！　奥に……ああっ……奥に固いのが当たってます……んああああっ……すごいズンズンってきてます〜……んんんんんっ！」

			「すげーぬるぬる。めちゃくちゃ気持ちいいわ、お前のオマンコ」

			「んあああっ！　アソコが熱いですぅ……はあんっ！　そんないやらしいこといわないで下さいぃぃ……んくっ……」

			チンコに大量の愛液が絡みつき、前後させる度に、卑猥な水音が辺りに響いていた。

			マリエルのめちゃめちゃエッチな姿のせいで、快感もぐんぐん大きくなっていく。次第にチンコが痺れるような感じになってきた。

			「あっ！　あっ！　太い……んんっ……中ですごく太くなってます〜……ああんっ！　気持ちイイ……んくっ……このままじゃイっちゃいそうで……やっ……」

			マリエルがそういいだしとき、俺はもう限界になった。我慢をやめて一気に激しく突き上げ、強くチンコを擦りつける。

			「ううっ、イクぞマリエル！　うあっ！」

			「んあっ!?　やっ……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　な、中でぇ……んふっ……中でビュービュー出てます……ああんっ！　精液出されてますぅ〜……はああああっ！」

			射精が始まると、マリエルはより一層大きな声で喘いだ。それから膣が震え出し、チンコを締め付けた。

			「やあっ！　……そんなに出されたら、なにか来るっ……んんっ……イっちゃう……んああああっ……ミルク出ちゃいますぅ！　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]んっ！　すごいの来るぅっ!!」

			大量のザーメンを受け止めながら、マリエルも絶頂に達した。母乳が飛び散り、おっぱいも床もベトベトになっていく。
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			俺は何度も亀頭を膣壁に擦りつけて快感を貪り、精液を搾り出していた。興奮で胸を揉む手にも力が入り、ミルクが勢いよく吹き出していた。

			「くうっ！　……ああっ……んっ……あうっ……」

			エクスタシーの余韻で動けなくなって、ひぃひぃと荒息を吐くマリエル。対照的に俺は目的を達成できて機嫌が良かった。

			顔は可愛いけど口が悪い女を、完膚無きまでに叩きのめして、よがらせてやったからだ。

			「それにしても派手にイキやがったなマリエル」

			「むにゅ……んくっ……すぅ……私はそんな……すぅ……」

			「あれ？」

			「すぅ……すぅ……違いまふ……んっ……むにゃ」

			動けないのだと思っていたマリエルは、実は眠ってしまっていたらしい。

			「……シル……」

			「ん？　なんだって？」

			「……セシル様……セシル様……」

			マリエルは寝言で俺の名を呼んでいた。てっきり蛆虫とかいわれるのかと思っていたから、ちょっと驚いた。身体にいい聞かせてやってよかった。

			様なんて今更気恥ずかしく感じる。蛆虫の方が気楽かも知れない。

			「おやすみマリエル、人間に戻ったらまたエッチしようぜ」

			マリエルの髪を優しく撫でながら、俺は小声でそういった。このまま放っておいたら風邪を引くかもしれないから、毛布をかけてやろうと思っていた。

			


			


			マリエルのもとを離れた俺は、途中街で食料なんかを補給して、バータ城に入った。ここの主はシンシアだ。

			中に入ってすぐに会いたいところだったが、やはりその辺に姿はなく、最上階の広間まで上るはめになった。

			「おーい！　来ましたよ〜シンシア。えっと女王様ー、勇者セシルがわざわざ会いに来ましたよ〜」

			これから敵に会うという感じがまるでしない呼び方だが、シンシア相手ならこの方がいいだろう。

			そんなことを思っていると、広間の奥から何か近づいてくる気配があった。また荷物を漁られないよう一応注意する。

			「……いらっしゃい」

			「よっ！　来ちゃったよん」

			シンシアは相変わらず表情がほとんどなくて、俺の来訪にも特別驚きはしなかった。俺の方もなんだか、友達の家に遊びに来たようなノリだ。

			「……どうぞ」

			「……お、おう」

			『遂に来たな！　勇者よ！』などという言葉もなく、軽く歓迎されたように思える。やはり反応が薄いシンシア相手だと、調子が狂ってしまう。

			姫騎士のジル以外、四天王はみんなどこかユルい感じだよな……。

			「……セシル」

			「ん？」

			「……あの……白いのが欲しい」

			シンシアが珍しく少し恥ずかしそうにそういった。しかしこの一言では、俺は何のことかわからなかった。

			「なんだっけ？」

			「……セシルのチンコから出る白いの」

			「あーそんなもの、悦んでいくらでも出してやるよ」

			この子ったら何を言い出すのかと思えば……。エロイやっちゃなー。

			「……ありがとう」

			「じゃあさっそくあげるからさ」

			俺はすぐにズボンに手をかける。善は急げだしさ。そう思っているとシンシアが小さく口を開いた。

			「ソレ、ちょん切って白いのもらう」

			「……あん？　ちょん切る？」

			「……チンコごと白いの欲しい」

			「ノーノーちょん切ったらダメね」

			シンシアは何をいってるんだ。それは俺もだけどさ……。まあ突然すごいこといわれて動揺したせいで、しゃべり方が変わってしまったということにしてくれ。

			「……なんで……ダメ？」

			「ちょん切るとさ、白いの出なくなるのさ」

			「……チンコあれば出る」

			「出ない出ない、俺の股間にないとダメなの、俺もチンコなくなったら困るしさ」

			ったく白いのだって、どっかから湧いて出てくるもんじゃないのにさ……。

			「……また……生えてくる」

			「生えねぇよ！　なくなったらそこまでなの！」

			「……ん〜」

			なんでー？　とか思ってるのかシンシアは考え込んでいる。

			「まあそういうものだからさ、シンシアも白いの出すのに協力するとか、そういうことをさ考えないといかんよ」

			「……わかった」

			「おおっ、わかってくれたか」

			最初はびっくりするようなこといったが、それもこれも経験や知識が乏しかったからということにしておいてあげよう。

			「……セシルを捕らえて好きなようにする」

			「なにー！」

			「セシルを鎖に繋いで、好きなときに白いの出してもらう……」

			「こらっ、どこの性奴隷だよそりゃ！」

			なんちゅー妄想しとるんだ。リアルが乏しい女の子は恐ろしいねまったく。

			「白いの出すと……気持ちいい……んでしょ？」

			「そりゃあもちろん、イイに決まってるけど、性奴隷っぽく搾り取られるのはいやだね……」

			「……私はしたい」

			「こらっ、搾り取られるのは俺なんだから、嫌だってば」

			「……そんなの……関係ない……」

			「関係あるだろ！」

			「……いく……」

			「……どこに？」

			話してるだけでイケる性癖かね？　という冗談を言いたかったが、シンシアから強いプレッシャーを感じた。

			どうやら力づくで俺を倒して、性奴隷にしたいらしい……そうなるとやっぱ戦うしかないわけで……。まあそんなに苦労しないで勝てそうだしさ、さっさと片付けるかね。

			「めんどくせーな」

			俺はぶつぶつと文句を言いながら攻撃の機会を窺う。シンシアが仕掛けてきたところに合わせて、上手いことカウンター狙いがいいだろうと思っていた。その結果は……。

			


			「……はぅぅぅぅっ……」

			「はぁはぁ……ぬるぬると滑って戦いづらくってしょうがないぜ、アンタ……」

			脅威ではなかったけど、シンシアを倒すのは面倒だった。なにせカウンターを狙ってもスライムだからか、なかなかいいところに直撃してくれなかった。自然と手数が増えてちょっと疲れた。

			「さてと……」

			俺は倒れたシンシアを抱き起こした。どうしようかとちょっと考える。おっぱいも大きいし、どうせならそれを活かしたようなことをしたい。

			「……あうっ」

			シンシアを窓に押し付けた。はだけて露出した胸がガラスに当たって潰れている。スライムだから、身体が透けて見えるために、いやらしい感じがしていい。

			「……窓」

			「ああ、窓だよ」

			「……何で」

			「いや、何でっていわれても……」

			戦いに敗れてこれからどうなるとか、このシチュエーションが何を意味するのかも、まるでわかっていないらしい。

			「ええとな……」

			「……うん」

			俺の言葉を待つシンシア。まいったな説明するのは難しいよね。いったところでまた『……何で？』っていわれそうだし。

			「取りあえずさ、俺に任せてくれよ」

			「……わかった……セシルに任せる」

			シンシアに言い聞かせて、俺は後ろからおっぱいとお尻を撫でる。

			「……んっ……はうっ……触って……る……んんっ……くふっ……」

			「……ふむ、触ってるよ」

			前にも思ったが、おっぱいやお尻の感触は、スライムのせいかぷよぷよしているので、それが結構萌える。普通の女の子にはない柔らかさがあるのだ。スライム様々ってやつだな。

			「んっ……おっぱいのところ……あふっ……股のところ……んくっ……オマンコっていうところ触られてる……」

			いちいち俺が触れている箇所を、口に出していうのはエロイと思ったが、息遣いや喘ぎ声といった反応は薄かった。

			俺一人はぁはぁいうのもどうかなと冷静になってしまう。これはもっと愛撫して、雰囲気を作るしかないだろう。

			「ふあっ……そこ……んっ……乳首が……ああっ！　……ふあっ……」

			「気持ちいいか？」

			「ああっ！　……乳首触られると……くあっ……身体……あっ……ビクってなる……くっ……またなった……んんっ」

			俺は胸の突起を指で摘んでいた。敏感な箇所らしくシンシアの身体が言葉通り、震えていた。

			「そっかじゃあもっとするよ」

			お尻に触れていた手を割れ目に持っていく。入り口に沿って指で軽く擦る。

			「はうっ！　んんんっ……股のところ……あふっ……おっぱいよりも……んっ……身体震える……んひっ」

			「そっか、そういうもんだろうな」

			やっぱ一番オマンコが感じるのだろう。引き続き割れ目の指を動かしながら、おっぱいも揉みしだき、乳首も指の腹で擦る。

			「あっ……んふっ……おっぱいと……んっ……オマンコっていうところ……ああっ……熱い……」

			「よし、じゃあこうして」

			「んひっ！　……んくっ……中に……ああっ……中にセシルの指……ふあっ……入ってきて……んあっ……動いてる……あんっ！」

			割れ目から指先を膣内に挿入すると、シンシアの声に少しだけ色っぽい抑揚が出てきた。オマンコの中はしっとりしている。

			指をくねくねと動かし、膣内をほぐすようにする。するとシンシアの腰がビクッと震えた。

			「あふっ！　オマンコっていうところ……んっ……そうやって擦られると……ああっ……どんどん熱くなる……はぁはぁ……うっ」

			シンシアの声はまだ控えめではあるけれど、エッチな声になっていく。俺は乳首を摘んで強く擦ってみる。

			「んああっ！　おっぱい……んっ……オマンコみたいに……ああっ！　……感じる……はぁはぁ……くうっ……」

			「こうしたらどうかな？」

			「あひっ！　んんんんっ！　……身体すごい……ふあっ……乳首からなんか走った……んふっ……私の身体、すごい熱くなってる……」

			突起を引っぱると、シンシアは一瞬大きな声を出した。身体もガクッと大きく震わせて、火照っている。俺は乳首をくりくりと、指の腹で繰り返し擦る。

			続けて、おっぱいを下から持ち上げるように揉んで、突起を指で刺激するという愛撫を行う。

			「んんっ！　……乳首……あふっ……固くなっている……ふあっ……少し痛い……はぁはぁ……んくっ……」

			「感じると固くなるんだよ」

			「ああっ！　ひあっ！　はふっ……これが……んっ……感じるってこと……ああっ……頭の中……んふっ……考えられなくなる……」

			恐らく快感がこみ上げているその瞬間、意識が飛ぶようなことをいっているのだろう。俺はおっぱいの愛撫を激しくする。

			「んんんっ！　……ずっと……くうっ……触られてて……ふあっ……ずっと身体が熱い……くうっ……おっぱいがすごい……ああんっ！」

			乳房を揉みまくって仕上げに乳首を引っ張った瞬間、オマンコの中の指に、トロトロした愛液を感じた。

			「ああっ……変な感じが……んふっ……おっぱい……あふっ……触られると……あうっ……股が熱くなる……はぁはぁ」

			不思議な感じがするとはいえ、シンシアに女の子らしい反応が出てきた。感じてきたことで肉芽が隆起して、俺はそこに触れてみる。

			初めはちょんちょんと、指の腹で叩くようにする。すぐにシンシアは身体をひくつかせた。

			「あっ！　あっ！　……んんっ……そこ……ふあっ……ちょっと触られただけで……んひっ……声が出る……はあああっ！」

			「ココはクリトリスっていって敏感なところだから、すぐ反応しちゃうんだよ」

			「あひっ！　……んんんんっ！　……クリトリス……んくっ……クリトリスっていうところ……あああっ……すごい……はぁはぁ」

			間隔をおいて出るシンシアの声が、色っぽくて俺は肉芽を強く擦り上げてみる。

			「[image: isao][image: isao][image: isao]っ！　……っ!?　はひぃぃぃぃっ！　な、なに……ああっ……クリトリスっていうところ……ああっ……擦れると変な声……出る……」

			「たっぷり愛液が出てきたぞ」
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			「んっ……愛液……ああっ……なに……愛液？」

			「気持ちよくなると出てくるんだよ」

			「あっ……気持ちよくなると……んふっ……出る愛液……あんっ！　[image: isao][image: isao][image: isao]っ」

			「おっぱいとかおまんこが、気持ちよくなると出るんだ」

			「あふっ……よくわからない……ああっ……気持ちよくなること……ふあっ……どういうのが気持ちいい？」

			「身体が火照ったりするだろ？　そういうのだな」

			「んあっ！　身体……んくっ……熱い……あんっ！　これが気持ちいいってこと……んんっ……まだよくわからない……ああああっ！」

			シンシアは自分の身体に起きていることが、なかなか理解できないようだ。でも確実に感じて声を出している。こういう反応は新鮮だ。

			もっと味わってもらおうと、俺はクリトリスを潰しながら、膣壁を指で擦り上げる。

			「んひっ！　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　……くはっ……オマンコが熱い……んっ……セシルの指が中を擦る度に……あふっ……熱くなる……はぁはぁ」

			「どんどん熱くなるぞ」

			そういいながら、俺は指の動きを激しくする。最初しっとりしていただけだったオマンコはもうぐしょ濡れの状態だった。

			「……？　あっ……なに……ああっ……音が聞こえる……あんっ！　この音……んっ……なに……はああああっ！」

			「オマンコが濡れまくってるからだよ」

			「んっ……オマンコ……んっ……濡れると……ふあっ……音がする？　んんんっ！」

			「愛液でぐちょぐちょだからさ……こんな風にな」

			「あっ!?　ああああっ！　……んくっ……セシルの動きに合わせて……あんっ！　音が聞こえる……はぁはぁ」

			俺の激しく動く手を見て、シンシアは震え声でそういった。オマンコから垂れてきた愛液が指で掻き出されて、辺りに飛び散る。

			「んっ……出てる……ふあっ……私の身体から出てる……はあんっ！　いっぱい出てる……くうっ」

			「それだけ感じてるってことさ」

			「あふっ……感じる……んっ……セシルが触ると……ああっ……感じる……んんっ……なんで……くうっ」

			不思議に思うらしく、股間の辺りを見つめながらシンシアは呟いた。

			「じゃあ動かすから感想教えてくれよな」

			「んあっ……感想……あああっ！　んくっ……オマンコ……んくっ……セシルの指で……ふあっ……いっぱい擦れて……んんんっ……熱くて……はぁはぁ」

			「どうだ？」

			「あふっ……セシルが……触ると……んあっ……オマンコ熱くなる……んっ……愛液出てくる……くうっ」

			頬を上気させてシンシアが答えた。吐息も火照っていて色っぽく感じた。これはそそられるものがある。

			「そうだ。シンシアがこんなに感じてくれてよかったよ」

			「ああっ……私が感じる……んっ……それがいいの？」

			「その方が俺も興奮するしさ」

			「んっ……私が感じると……あうっ……セシルが興奮する……んんんっ！　はぁはぁ」

			シンシアの口からそういう言葉が出ると、俺も愛撫しているだけでは、我慢できなくなって、指の代わりにチンコをオマンコの入り口に押し付けた。

			腰を小刻みに動かして、割れ目を亀頭で擦り上げる。すぐにねちゃねちゃと音が聞こえてくる。

			「あっ！　ああっ！　……固くて熱いのが擦れてる……んふっ……セシルの手じゃない……んあああっ！」

			「チンコだよ」

			「んっ……セシルのチンコ……ふあっ……白いのが出るチンコ……ああんっ！　んんんんっ！　はぁはぁ」

			「白いのはまだだけど先走りは出てるよ」

			「ふあっ……先走り……あふっ……先走り……んっ……なに？」

			「愛液のことだよ」

			「んあああっ……セシルも……んふっ……感じてる……ああっ……気持ちいい？」

			「ああ、いいよ。入れちゃいたくなる」

			亀頭がオマンコに飲み込まれそうな感じが堪らない。いつまでも擦ってたらこのまま射精しそうなくらい興奮していた。

			「入れる……ああっ……入れる……ふあ……どこに？」

			「シンシアのオマンコの中だよ」

			「んああっ！　……私の中……んくっ……オマンコの中にセシルのチンコ……んんんっ……指みたく入れる？」

			「そうそう、こんな風にっ！」

			シンシアと話していると欲情が高まり、俺は入り口に擦りつけていたチンコをオマンコの中に進めた。中に入っていく様子が、横から透けて見えるので、めちゃめちゃ興奮する。

			「はうっ!?　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　太いの……ああっ……太くて固いのが入ってきた……はああああっ！」

			「くっ、このまま奥まで入れるぞ」

			「はふっ！　……きつい……んふっ……オマンコがきつい……ああああっ、痛っ！　セシルの奥まで入ってきた……くぅぅぅぅっ！」

			「大丈夫か？」

			「あぁぐっ……くはっ……オマンコが裂けそうで……あぐぐぐっ……お腹も熱い……んくっ……倒れそう……」

			さすがのシンシアも初めてチンコを受け入れて、反応無しということはなかった。ガクガクと震え、顔をしかめている。

			「ちょっとずつ動くからな」

			「あっ……ああっ……うぐっ！　んっ！　んっ！……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！」

			腰を動かし始めると結合部から血液を滴らせて、シンシアは呻く。濡れていたとはいえ中の圧迫は強かった。挿入が浅いと簡単に抜けてしまいそうだから、大きく腰を引かないようにする。

			「んあああっ！　セシルのが……んくっ……私の中……ああっ……擦ってるのがわかる……くうっ……熱くて焼けそう……はぁはぁ……セシルは気持ちいいの？」

			「ああ、お前には悪いけど気持ちイイよ」

			「んくっ……だんだん……ああっ……痛いの……はぁはぁ……なくってきた……んんっ……ただ熱いだけで……」

			「そうか、じゃあもう少し強くするな」

			少しずつ動いたことで慣れたのか、チンコの締め付けがちょうど良くなった。俺は勢いを付けて奥を突き上げる。

			「あぐっ……んんんっ！　オマンコの中……ふあっ……いっぱいになったまま……んふっ……チンコ擦れてる……はああああっ！」

			「うっ、めちゃ気持ちいいぞ」

			「んふっ……セシルのチンコ……ああっ……濡れてる……んくっ……音が聞こえる……はぁはぁ……んっ」

			チンコを前後させる度に、ねちゃねちゃといやらしい粘着音が聞こえていた。それがシンシアの荒い息と混ざり、俺は興奮した。
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			どんどん腰の動きは早くなり大胆になっていく。シンシアが落ち着いたことで、俺は気兼ねなく快楽を貪る。

			「ふあっ！　セシルのチンコの先……んんんっ……奥にぐりぐり当たってる……あふっ……チンコの先を擦りつけてる……ああんっ！」

			「よくわかったな。やっぱ感じるものなんだな」

			「わかる……ああっ……ズポズポして……んふっ……それから奥に擦りつけてる……ふあっ……おっぱいも触ってる……はぁはぁ」

			胸を揉みしだく俺の手を見つめながら、シンシアは頬の火照りを強めた。その様子がエロく見えて、俺の手の動きは激しくなる。

			立ち上がった胸の突起を摘み、もやもやするとチンコをオマンコの壁に、何度も擦りつけた。

			スライムの透き通る肌なので、欲望むき出しの行為が丸見えだ。どんどん快感が走り、射精が急速に近づいてくる。

			「んんっ！　股の中……んふっ……また苦しい……ああっ……セシルのチンコ大きくなってる……ああんっ！」

			「もうすぐ出そうなんだよ」

			「んっ……出る？　ああああっ……なにが……はぁはぁ……んくっ」

			「シンシアの好きな白いのだ……はぁ」

			「ああっ……セシルの白いの……んふっ……もうすぐ出る……んあああっ……熱い……んっ……オマンコっていうところ熱い！　……はああああっ！」

			射精が近いことを告げると、シンシアも急速に高まってきたようだ。膣がひくひくとしているのを感じた。

			パンパンとお尻と太ももが当たる音が激しくなる。俺とシンシアの息遣いも一層荒々しくなっていく。

			「んあああっ……はぁはぁ……くうっ……なんかだんだん……んんっ……私……んっ……変な感じ……ふあっ……いっぱい濡れてる……んふっ！」

			シンシアにも絶頂が近づいているようだ。ただ初めてのことで本人はそれに気づいていない。チンコがもう限界まで膨れあがって、弾けそうになっていた。

			「もう出すぞ……うっ！」

			「はふっ！　……はふっ！　……オマンコっていうところ……んんっ……すごく熱くて……ああっ……中でなにか出てるっ!?　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ!!」

			奥に突き刺した瞬間、白濁の噴射が始まり、シンシアがそれと同時にくぐもった声を上げた。

			愛撫に時間をかけて溜まっていたので、快感は凄まじく、思わずギュッとおっぱいをつかんでしまった。

			「[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　熱いのが……ふあっ……セシルの白いの……ああんっ！　熱い……んあああああっ……オマンコにいっぱい出てる……くうっ！」

			「ううっ、また出るぞ」

			「ふあっ！　奥に……んっ……奥に……ああっ……熱いのかかってる……んふっ……びちゃびちゃかかってる……はあああっ！　頭がふわふわして……[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ!!」

			射精の波がもう一度きて、子宮口に思い切り白濁を浴びせ、シンシアはそれを感じて喘ぎ声を響かせた。ちょうどそのときシンシアも絶頂したようだ。
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			俺は腰を沈めて、亀頭を奥に何度も擦りつけ、溜まった欲望を全部吐き出していく。透明な肌の外側から、子宮の中まで白濁が流れ込んでる様子が見えた。

			行為が終わり俺はシンシアを抱きしめていた。それからしばらくしてシンシアが動かないので見てみると、寝息を立てて眠っていることに気がついた。

			「疲れるよなそりゃ……」

			俺はシンシアを抱きかかえて寝室へ連れて行く。そっと寝かせて俺は思っていた。

			いつ記憶が戻るのだろう？　一時間後か、あるいは明日なのか明後日なのか……。どちらにしても……

			「できたら覚えててくれよ」

			シンシアの安らかな寝顔を見つめながら、俺はそう呟いていた。
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			次の目的地まで少々距離があった。正直歩くのは好きじゃないが、連れて行ってくれる馬車もいない。行き先もその道中もあまりに危険すぎるからだ。

			したがって自分の足でいくしかない。

			「なんで勇者がこんな面倒なこと、しないとならないのかね」

			別に俺の代わりに戦うわけじゃないんだから、足代わりになるものを確保してくれてもいいだろうに……。

			ひょっとして、街の連中にうまく担がれたわけじゃないだろうな？　アイツおだてて、自分たちは待っていれば、平和になるみたいな。

			もしそうだとしたら、俺はよほどめでたいヤツということになるけど……。

			「金ももらえるだろうし、なんといっても可愛い女の子とヤリ放題だからな……」

			エッチの部分がかなりの特典だろう。魔物娘とはいえみんな処女ばかりと、ヤレるチャンスなんてそうそうあるもんじゃないし……。

			「ストップ！」

			「街の連中はあんまり女に恵まれてなさそうだったしな」

			「ちょっとアナタここから先には行かせないよ！」

			「やっぱ俺、勇者続けますわ……くくくくっ」

			「聞いてるの？　アナタ」

			「んっ!?」

			なんか女の子の声が聞こえた気がして、辺りを見回したが姿がなかった。うーん、空耳だろうか？　そう思って行こうとすると……。

			「シカトしないでよね！」

			「ん？　おおっ!?」

			どっから声が聞こえてるのかと思ってたら、俺の目の前に飛び回っているのが一人。虫かと思ったら、それよりは大きい。

			羽が生えた小さな女の子。もしかしてフェアリー？

			「勝手に通られちゃ困るのよ」

			「ほうほう、そうなのね」

			「そうなのねじゃないわよ」

			「いや……なんていうかゴメン……もしかして戦う気マンマン？」

			「もーいくわよ！」

			「わーったよ！」

			俺に気づかれなくてカチンときたらしいので、あーだこーだいわないで相手してやろう。もちろん小さいからって容赦はしない。

			対象が小さいのでどうやって攻撃するか……取りあえず剣を振り回して様子を見よう。

			「でりゃあっ！」

			「きゃっ！」

			「うお、当たんねー……って、あれ？」

			「ううっ……はぁはぁ」

			フェアリーが視界から消えたので、どこにいったのかと思って慌てて探した。すると地面にうずくまっていた。なんかの作戦か？

			「くうっ……痛たたたたたっ……もー」

			「おい、大丈夫か？」

			「大丈夫なはずないでしょ……んんっ……そんな大きな剣振り回すから……ううっ」

			フェアリーは気を失ってしまった。しかし剣がフェアリーに直接当たった覚えはない。そうなると風圧で落ちたということになる。

			よく考えると力の差がありすぎだったようだが、勝負は勝負。勝ちは勝ちなのさ。俺はズボンの中からチンコを取り出す。

			「さて呪いを解くには……」

			可愛いし膨らみかけのおっぱいもいい。早くヤリたいのはやまやまだったけど、なにせ全体的なサイズが違いすぎる。

			フェアリーのサイズはちょうど俺のチンコと同じくらいだ。宝剣の注入は困難だ。

			「困りましたな……」

			「……んっ……」

			途方に暮れているとフェアリーが目を覚ました。

			「わっ……なにそれ？　男の人のオチンチン？」

			「ああ、そうさ。でもお前の身体に対して、サイズがでかすぎて困ってるんだよ」

			「ふーん。それならさ私が全身を使って、気持ちよくしてあげる」

			フェアリーはそういってニッコリ笑った。それから飛び上がって俺のチンコに止まった。落ちないようにまとわりつく。

			「おうっ……」

			ゾクッとくすぐったいような感じがした。人間より遙かに小さい手足が触れている。

			「くん、くんっ……これがオチンチンの匂いか〜、すうすう」

			「くおっ……これは」

			フェアリーの身体、とくにおっぱいの柔らかさなんかが、チンコに対してちょうどいい。普通だと胸はチンコよりもおっきい感じだから、この感触は新鮮だった……。

			「ふぅん……太い血管があって……脈打ってるんだね」

			フェアリーは落ちないようにしがみついたたま、チンコを熱心に観察している。

			「この溝みたいなところから先は……膨らんでいて柔らかいんだね」

			「お、おう……」

			小さな身体が動くと、なんともいえず気持ちがイイ。人間の指よりも、繊細な感じだった。

			「あーここに穴があるよ。もしかしておしっこが出る穴かなぁ？」

			「ああ、そうだな」

			「んーここって感じるのかなぁ……くんくんっ」

			尿道口に顔を埋めて匂いを嗅がれると、刺激でゾクゾクとした。そんなところに顔をと思うと興奮してしまう。

			フェアリーは顔を離すと、今度は手を使って鈴口を触ったりもしてくる。これは結構な快感になる。

			「うおうっ……おおっ！」

			「あはっ、このおしっこの穴感じちゃうんだ？」

			「ああ……まあね」

			「そっかぁ、他にも感じるところ探しちゃおっ」

			小さな手が竿や亀頭の上を撫でる。しばらくしてカリを触り始めた。

			「くっ……おおうっ！」

			我慢しようと思ったが声が漏れてしまった。なにせ細かなところまで手が届くから、刺激が半端ない。普通の人間だと指が大きいからこうはいかない。

			「快感ポイントはっけ〜ん♪　この溝のところ気持ちイイんでしょ？」

			「うん、そこイイよ」

			「そっかぁ、気持ちイイんだね〜、もっと触るね」

			フェアリーは嬉しそうにカリを、柔らかい手のひらですりすりと擦る。チンコが快感で震えてしまう。

			「んふふっ、なんかビクって震えたよ。そんなに感じるんだねココ」

			「うっ……まあね」

			「私詳しいわけじゃないけど……アナタのオチンチンってさ……えいっ！　えいっ！　立派な部類に入るんじゃないかなぁ」

			「そんなに立派？」

			「うん……他の人の見たことあるわけじゃないけどね……んふっ、何となくそう思うの」

			「まあね俺もチンコには自信あるけど」

			なにせ伝説の鞘に選ばれたイチモツだからな。唯一無二の勇者の証なのだ。

			「やっぱりね〜この先の膨らんだ感じと艶とか、下の方の太さとか、そうそうないと思うのよね」

			「もっと感想聞かせてくれよ。自由に触っていいから」

			「ほんと？　じゃあもっといろいろ触ったりして観察するね」

			フェアリーははりきって俺のチンコを触りまくる。

			「わあっ、アナタのオチンチンすっごく太いんだね。私の両腕でも抱えきれないぐらいだよ……んっ」

			チンコのスケールに驚くフェアリー。まあその身体のサイズだとよけいそう思うだろう。だんだん身体を下の方へ移動させて、陰嚢のところを見つめている。

			「あっ……根本のところに大きな袋みたいなのがあるね？」

			「ああ、そこは精子を作るところだよ」

			「へぇ、ここが赤ちゃんの素を作るところなんだね」

			「うん、ちなみにそこは乱暴にされると、痛いから気をつけてくれよ」

			先に釘を刺しておいた方がいいだろう。なにせ知識がないだろうから。

			「えっ、そうなの？　実はぐーで殴っちゃおうかと思ってたよ」

			「コラ！　恐ろしいこというなよ」

			やっぱり先にいっておいてよかった。

			「あははっ、でもすっごく立派なオチンチンだってことはわかったよ。あーあ、私にも入れることができたらな〜」

			「そうなんだよな〜」

			挿入できないのはやっぱり残念だ。だけど入れられないほど身体が小さいからこそ、できることもある。

			「おっきなオチンチン素敵だなぁ！　女を泣かせるためにあるみたいだね。こーふんするぅ♪」

			「まあな」

			これまでにかなり泣かせてきたな。四天王も総なめだしさ。

			「この穴から子種が出るのかな？」

			「ああ、おしっこと共用だな」

			「へぇ〜男の人の子種ってどんな感じだろう？　見てみたいなぁ、えへへ♪」

			「見せてやってもいいぞ」

			「ホント？　見たい♪　じゃあどうしたらいいかなぁ？」

			フェアリーは好奇心いっぱいにして、声を弾ませる。これは素晴らしい展開だ。観察するような動きもいいが、本格的に愛撫させるのもいいだろう。

			「じゃあまず初めに舐めてもらおうかな」

			「うん、わかったよ……んっ……れろっ……れろっ」

			元気よく頷いて、さっそくチンコに舌を這わせるフェアリー。微かに触れるような感じが、焦らされてるみたいでなかなかイイ。小さいからといってこれは侮れない。

			「なんかしょっぱいね……汗みたいな……不思議な感じ」

			「まあそういうものかもな」

			「ねえねえ、もっといろいろしてみていい？」

			「ああ、もちろん」

			「えへっ、やったね♪　ちゅっ……れろっ……あむっ……ちゅぱっ」

			小さな唇が竿を圧迫し、舌先がチロチロと表面を舐めて、刺激を生み出す。フェアリーが、チンコにしがみついて愛撫している様子は、それだけでも興奮する。

			「うっ……くっ」

			「んふっ、気持ちよさそうな顔してるね？　舐めて欲しいところとかある？」

			「そうだな、例の溝のあたりをたのむね」

			「うん、了解だよ。ちゅぷっ……はふっ……れろっ……んんっ」

			カリを小さな舌が舐める。人間サイズと違って、最初から刺激が強すぎることがなくて、ちょうどいい感じだった。

			少しずつ快感がたまっていって、チンコが高まっていく。

			「ちゅぱっ……れろれろっ……んふっ……ぴちゅっ……はふっ……ぴちゃっ♪」

			「くうっ……いいよ」

			「ふふっ……ちゅっ……んんっ……オチンチンなんか動いたよ……ぴちゅっ……もしかして痛かった？」

			「いや、気持ちいいとそうなるんだよ」

			「そっかぁ、んふっ……嬉しい♪　もっとオチンチンびくびくってなるように、がんばるね……ぴちゃっ……はむっ……れろっ……ぷちゃっ」

			さっきよりも強くカリを舌で擦るフェアリー。ちょうどそろそろ強くして欲しいと思っていたので、快感が次々と生まれる。

			一生懸命舐めようとしてか、フェアリーの手にも力が入っているのがわかった。
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			「うっ……手も使ってみて」

			「ちゅっ……どんな風に使ったらいいかなぁ？」

			「ええと、溝のところより下を擦るような」

			「うん、わかったよ……んんっ……ちゅっ……こうして……ああっ……こんな感じかな……んっ！　んっ！」

			フェアリーは手と腕を竿に当てて、上下に動かす。下の方から快感がじわじわとこみ上げてくる。同時に舌でカリも擦られ、思わずまたチンコが脈打った。

			「んおっ!?　おおおおっ！」

			「あははっ、気持ちイイんだ？」

			「ああ、かなりイイね」

			「んふっ、なんかね……んっ……オチンチンがさ、太くなった気がするよ……ちゅぷっ……それに熱くなってるような……」

			「それも気持ちイイとそうなるんだよ」

			「えへっ♪　そうなんだ……んっ……なんか興奮してきたよ。私……れろっ……」

			「うっ……じゃあさ、チンコの裏側の方触ってみて」

			「えっと、裏側だと……この辺りかな……」

			フェアリーはうんと手を伸ばして、ウラ筋を触る。

			「そうそうそこ擦って」

			「うん♪　うんしょ！　うんしょっ！　ぴちゅっ……れろっ……んふっ……」

			「くうぅぅっ……」

			「んふふふっ……すごーい……んっ……そんなに声出しちゃって……ちゅっ……よほど気持ちイイんだねぇ……ぴちゅっ……はぁはぁ」

			嬉しそうにいうフェアリー。少し興奮して息遣いが色っぽくなってきている。ウラ筋が小さくて柔らかい手のひらで摩擦され、快感が走る。

			「あんっ！　オチンチンびくびくして……ふあっ……ちゅっ……エッチな感じ……ぴちゃっ……はむっ」

			快感に脈打つチンコをしっかりつかまえて、フェアリーがごしごしと扱いていく。

			「他にシテ欲しいことあるかなぁ？」

			「ああ、じゃあ今度は一番先の方舐めて」

			「わかったよ……ちょっと待ってね……うんしょっと……ココだよね？」

			亀頭まで移動してフェアリーが聞いてきた。

			「そう、そこだよ」

			「んふっ、おっきい……ちゅっ……れろっ……すごく膨らんでるよ……ちゅぱっ……はむっ……んんっ」

			快感で膨張した先っぽを、フェアリーが笑顔でぺろぺろと舐める。チンコにしがみついているので、たまに脚が動いたりしている。それも気持ちよかった。

			「ううっ！　くっ！」

			「んあっ！　すごい今動いたよオチンチン……んっ……あれ……ぴちゅっ……なんか私の腕についてる……ちゅぷっ……おしっこじゃないみたい……」

			「我慢汁っていうヤツさ、気持ちよくなると出てくるんだよ」

			「んんっ……こういうのがオチンチンから出るんだね……ああっ……ぬるぬるしてて……ちゅっ……透明……れろっ……なんかエッチだね……はぁはぁ」

			フェアリーはカウパーを拭って、感触を確かめている。小さな手や腕が、ぬるぬるになっている様はいやらしくて欲情をそそる。

			「ちゅぱっ……れろれろっ……ちゅぴっ……じゅるっ……なんかしょっぱい味がする……んっ……でもコーフンする味ぃ……はぁはぁ」

			「気持ちよくて興奮したりすると出るものだから、そうなのかもな……うっ」

			「んんっ……もっと舐める……あんっ……んふっ……もっと出して欲しいな……ちゅぱっ……れろっ……ここ触ったら出るかなぁ？」

			フェアリーはそういってウラ筋を触る。膨らみかけのおっぱいとちっちゃな乳首が擦れて、めちゃめちゃ興奮してしまう。

			「うっ……あっ！」

			「あんっ！　出てきた……んんっ……とろって蜂蜜みたい……ああっ……いっぱい舐めたい……れろっ……ちゅぱっ……はぁはぁ」

			顔中をぬるぬるにして、カウパーを舐めたり吸ったりしているフェアリー。はぁはぁと荒く火照った息がかかって、チンコはさらに固く反り返る。

			先走りはどんどん溢れて、フェアリーの顔だけではなく身体全体について、てかてかに光っていた。

			「あふっ……ああっ……身体中ぬるぬるになっちゃった……ああんっ……はぁはぁ……んっ……コーフンしてむずむずする……」

			「俺もすげー興奮してるよ」

			「ちゅっ……そうなんだぁ……うれしいな♪　……んっ……このぬるぬる媚薬みたい……はあんっ……我慢できなくなるぅ……」

			頬を上気させ甘えた声でそういうと、フェアリーは腰を動かして、オマンコをチンコに擦りつけ出した。

			小さな割れ目が口を開いて、竿に擦れ愛液が塗りつけられていく。俺も一気にモヤモヤが強くなった。

			「ううっ……もっとオマンコ擦りつけていいぞ。そうすると気持ちよくなれるから」

			「あんっ！　あんっ！　オマンコ擦りつけるぅ……ふあっ……んんんっ……これが気持ちイイってことなんだね……はぁはぁ……もっと気持ちよくなりたいよぉ！」

			小さなフェアリーが腰をガクガクさせて快感を貪る様は、堪らなくいやらしかった。

			火照った身体が快感を求めせっせと動くと、それが俺の方にも快感をもたらした。カウパーがどっとあふれ出す。

			「んんんっ……すごい……んふっ……オチンチンのエッチなぬるぬる……ちゅっ……飲みきれないほど出てる……はぁはぁ」

			フェアリーが荒息を吐きながらそういうと、尿道口に顔をぐりぐりと擦りつけていた。チンコに刺激が走りビクンと震える。

			「うあっ……おおっ」

			「んふっ、気持ちよくてコーフンしてる……ちゅっ……私もすごく興奮してるよ……あんっ！　……もっと気持ちよくならないと満足できない！」

			フェアリーの乳首が固くなり、オマンコもトロトロになってるのがわかった。小さな胸と割れ目を擦りまくって、喘いでいる。

			「もっと激しくシテくれ」

			「うん……激しくするね……んああっ！　……また顔にぬるぬるがついた……れろっ……じゅるっ……すごいエッチな味ぃ……オマンコ擦りつけたくなるぅ……はあんっ！」

			カウパーを舐めては欲情しきった声を上げ、腕や身体をチンコに擦りつける。特にオマンコを強く押し付けている。

			フェアリーのいやらしさで溜まった欲望が、チンコを膨張させている。小さな刺激が蓄積して、射精のときが迫ってくる。

			「うっ……イキそうだ」

			「んっ……イキそうって……ああっ……どんな風になるの？　はぁはぁ」

			「子種がチンコから出そうってことだよ」

			「ああんっ！　すごい……んっ……気持ちよくて……ちゅっ……赤ちゃんの素が出ちゃいそうなんだね……ぴちゅ……出して……ああっ！　……見たいよぉ……」

			フェアリーは興奮した声でそういうと、身体の動きを激しくした。オマンコが擦れ愛液とカウパーが混ざり合う。

			「んんっ……泡ができる……ちゅぷっ……オチンチンのぬるぬるで泡ができてるよぉ……ふあっ……興奮しちゃう……はぁはぁ……オマンコ擦りつけたくなるぅ！」

			「くっ……もうすぐ出るぞ」

			「あんっ！　膨らんでる……んちゅっ……先のところがすっごく膨らんでるよぉ……ああっ……ぬるぬるもいっぱい出てくるよぉ……顔につけるのぉ！」

			顔を振ってカウパーまみれになるフェアリー。チンコが最高に太くなり、快感で痺れたような感覚に襲われた。

			「よし、イクぞ！　出るっ！　出るっ！　くうっ!!」

			「んああああっ！　んぷっ!?　すごいぃぃぃぃっ！　あっついのが吹き出してるぅ！　ああんっ！　熱いよぉっ」

			亀頭が弾けて白濁がフェアリーの顔に降り注ぎ、フェアリーは一瞬びっくりしたような声を出した。
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			「ああっ！　……変わった匂いがするぅ……あんっ！　また子種が顔にかかったぁ……んふっ……すごいドキドキする……はぁはぁ……オマンコがなんか変……ああああっ!!」

			身体中に精液を浴びながら、フェアリーはオマンコを擦りつけて、がくがくと震えだした。どうやら絶頂に達したらしい。

			フェアリーのいやらしい姿に、何度も何度も白濁が迸る。小さな身体はドロドロになっていた。しばらくして射精が止まったあと、フェアリーが精液を拭って口へ持っていった

			「はぁはぁ……すごい量だね……飲みきれないや……れろっ……」

			舐めた瞬間、顔をしかめたのが見えた。俺は笑いながら言う。

			「あんまり美味しくないだろ？」

			「そうだね……でも愛があれば飲めるかな……あははっ」

			明るい笑みを浮かべてフェアリーはそういった。正直なヤツだ。後始末をしてお互い衣服を整える。俺はフェアリーの身体についた精液を、柔らかい布で拭いてやった。

			気持ちよさそうに目を細め、フェアリーは俺の手の中に寝そべっていた。

			「きゃはっ、ありがとね♪」

			「こちらこそ」

			「それじゃあまた♪」

			「ああ、また会おうな」

			別れを交わすとフェアリーが小さな手を振った。それから元気よく俺の手の中から、飛び立って森の中へ消えていった。

			


			


			魔王の城までの道のりは長い。四天王も倒しちゃって、最近はなかなかお楽しみがない。色気のないモンスターばかりでつまらないのだ。

			「あーあ、そろそろエッチしたいよな〜」

			そんなことを呟きながら、草原を抜け森の入り口に差し掛かったとき、人影が見えた。こんなところにいるとなると、普通の人間ではないだろう。

			「あ、あの〜」

			「よっ！」

			相手が魔物娘だとわかると、ついウキウキして思わず明るい声をかけてしまった。倒したあとのこと考えると、どうしても楽しくなってしまう。

			「えっと……その……」

			「……ん？」

			「私、ここら辺の担当で」

			「うんうん、ご苦労様」

			「あなたは……どこの担当ですか？」

			「そうだなぁ……範囲広くてさ」

			思えば四天王と渡り合って、色々なところを旅してきたっけな。お楽しみがあるとはいえ、一人で全部って大変だよな。

			「そうでしたか、お疲れですね」

			「いやいや、なんのなんの」

			「前にお会いしたことありましたでしょうか？」

			「いや……これが初めてだな」

			「そうですよね……」

			「うん」

			「もしかして……なんですけど……」

			「ん、なに？」

			「お尋ね者の勇者セシルさんってことはないですよね？」

			「おおっ、ビンゴ！　当たりぃ！　よく知ってるね〜」

			「ええっー!?」

			「落ち着け落ち着け、落ち着いて戦闘準備な？」

			「は、はい……じゃあ行きますよ〜……ってなんか変ですよコレ」

			すっかり調子が狂った状態で、デュラハンは構えている。取りあえず俺から仕掛けてみるか。

			「んじゃ、いくよ〜ん！」

			「は、はい、ど、どうぞ！」

			デュラハンはあたふたしている。この戦闘の行方は……。

			


			「きゃぁぁぁぁぁぁぁっ……」

			やっぱ俺の勝ちでした。えっへん。精神的にも余裕あったしね。デュラハンの方はいかにも動揺Ｃｈｕ!!　って感じだったし。

			「ではいただきま〜す！」

			「ちょっ、なにをするんですか〜」

			脅えているデュラハンを強引に四つん這いにさせた。おっぱいも大きくてお尻もぷりっとしてる。なかなか魅力的なスタイルだった。

			ちなみにデュラハンというのは、首のない胴が頭を抱えている魔物だ。だが、現状頭は自身のお尻の上に乗せられていて、表情は不安げなものだった。

			「えっ、ええーっ……これからなにをするつもりなんですか〜？」

			「なにって、男と女がこうくんずほぐれつしていたら……することは一つだな」

			「えぇと……うーんと……おしくらまんじゅうですか？」

			「わはははっ！」

			「もしかして正解ですか？」

			「んなわけないだろ！」

			意外とおもしろいこというよね。この状況で……。

			「じゃあその……」

			「半裸の女の前に野獣のような男がいる……そうなると……おわかり頂けますか？」

			「あの……えぇと……やっぱりアレですよね……」

			「たぶん想像通りだね」

			「えーやっぱりぃ……どうしましょう……」

			心底困ったな〜、という感じのデュラハン。しかし戦いに敗れたのだから、これは避けられない運命なのだ。俺はチンコを取り出すと、デュラハンの口に突っ込む。
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			「んぐっ!?　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！」

			デュラハンは口の中に挿入されるや、びっくりしたように目を見開いて、苦しそうな声を出す。柔らかい舌と暖かい口の感触が堪らない。溜まっていたからコレは効く。

			「んむっ……こんな大きい……んんっ……大きいです〜」

			なんとか口を大きく開けて、受け入れるデュラハン。俺に対して、抵抗しようという感じはなかった。

			「んふっ……ちゅぷっ……んんんっ……んぐっ……じゅぽっ……ぷちゅっ……」

			「おおっ、なんかイイぞ」

			デュラハンは恍惚とした表情で、チンコを咥えている。唇の端から唾液を垂らして、目を潤ませている光景は、めちゃくちゃ興奮する。

			「あふっ……じゅぷ……びちゅ……ちゅるるるるっ！　……れろっ……ぴちゃっ……」

			「くうっ……デュラハンお前エロイ」

			蕩けた目をしているデュラハン。俺は腰を突き出してチンコを口内の奥まで進ませる。

			「んぐっ!?　……ちゅっ……ぷちゅ……れろっ……ちゅるるるるるっ！　……ぷちゃっ」

			「うっ……気持ちイイっ、デュラハンやる気十分だな」

			「んんんっ！　そんな……ちゅぱっ……ぴちゃ……ちゅぴっ……れろれろっ……じゅるるるるるるっ！　んふっ……」

			違う違うといった感じでデュラハンは顔を左右に振っているが、口元は唾液で光りチンコも吐き出すことなく咥えているので、よけいエロく見えてしまう。

			「あふっ……ちゅぱっ……らめっ……んんっ……らめなのぉ……れろっ……そんなつもりじゃ……あああっ！　……ちゅぷっ……れろっ」

			しゃぶりながら否定を繰り返すデュラハン。微妙に口の中で亀頭が転がされ、それが快感になっていた。

			「んん!?　なんか……ぷちゅ……ぬるぬるしたものが……ぴちゃっ……口の中に……れろれろっ……じゅるるるるるるっ！」

			カウパーが染み出してきたらしいが、デュラハンは嫌がることなくそれを舐め取って、ゴックンしてくれた。

			俺は催促するように腰を振る。チンコがごしごしとデュラハンの舌と歯茎に擦れて、気持ちイイ。

			「ぷちゅ……んんっ……いっぱい出てくる……ちゅるるるるるっ！　……あふっ……んぐっ……ゴクッ……はぁはぁ」

			「くっ……もうすぐイキそう」

			「んんっ!?　太くて……ぷはっ……すごく太くなってます……ああっ……ちゅぱっ……また出てきた……じゅるるるるるるっ！　ちゅぷっ」

			溜まっていたのですぐに射精感がこみ上げ、チンコが膨張していた。デュラハンは溢れ出すカウパーをいやらしい音を立てて飲み込んでいく。

			先走りを舐め取るときの舌の動きが、めちゃめちゃ快感になって、どんどん射精のときが迫ってくる。

			「うあっ、出すぞ……出すぞデュラハン、どこに出して欲しい？　口の中か？　顔か？」

			「んぐっ!?　ぷはっ、そんらぁ……ちゅぱっ……これ以上はらめぇっ……ぴちゅっ……らめれすぅ……はぁはぁ」

			射精するといわれてハッと我に返ったのか、デュラハンは首をぶんぶんと激しく振る。

			「うおっ、それ気持ちイイからダメだってば」

			「ふむぅっ！　ろっちも……んふっ……らめですぅ……んんっ……口も……ふあっ……顔も……んんんっ!!」

			デュラハンの喋る振動と首の動きのせいで、俺は限界になってしまった。

			「もうダメだっ、我慢できないっ！　くうっ!!」

			「んんんっ!?　ひゃああああああっ！　ごほっ！　……ごほっ！　……んぐっ……ぷはっ……やっ……げぼっ……か、顔にまで……ああんっ！」

			口の中で射精が始まると、デュラハンは苦しさのあまりか激しくむせて、チンコが口から抜けた。その間も白濁の放出は止まらず、デュラハンの顔中に飛び散った。

			チンコは何度も脈打って、欲望を噴射する。半開きの口や興奮して紅潮した顔に、精液がベットリと張り付き、その度にデュラハンは喘ぎ声を上げた。

			「あんっ！　んあっ……ダメですったら……あああっ……すごい勢いで顔に飛んでくるぅ……んああああっ！　はぁはぁ……」

			「おおおっ、まだ出るっ！」

			俺は興奮してチンコを顔に押し付け、デュラハンに一滴でも多く精液を浴びせる。ふっくらした頬も綺麗な鼻筋も、白濁にまみれていく。

			「くうっ……ダメっ……んあっ……もう出さないで……ああんっ！　顔をぐちょぐちょにしないでぇ……はあんっ！」

			デュラハンは必死に射精を止めるように訴えてくる。しかし途中で止められるものではないので、俺は気が済むまで射精を続けた。

			「ふ〜よかった」

			デュラハンには悪いが溜まっていたし、かなり気持ちよく射精できた。口も顔もドロドロにしたので、見ているとまたムラムラしてしまう。

			「うぅ……ひどいです〜……ダメっていったのにぃ……」

			「ははっ、わりーわりー。だって一度出たら止められないしさ」

			俺は笑いながら謝る。ふと見るとデュラハンの割れ目が濡れ光っていた。どうやらチンコをしゃぶって、かなりムラムラしちゃったようだ。

			「あ、あんまり……ソコは見ないでください……」

			「ゴメン、でも準備はできてるんだな」

			「えっ……準備って？」

			「もちろん俺のモノを入れる準備だよ。そうじゃないと呪いも解けないしさ」

			「えっ……あの……ちょっと……」

			俺を止めよう何か言葉を考えているデュラハン。その間に俺はチンコを濡れた秘所に当てて、腰を進める。

			「あひっ!?　そんな待ってぇ……んあああああっ！　痛いっ！」

			チンコの先がブチッと処女を奪った瞬間、デュラハンが顔を歪めた。ちょっとかわいそうだとは思ったが、俺は一番奥までチンコを挿入した。

			「あんっ……固いのが……ふあっ……奥まで入っちゃって……ふあっ……いやぁ……くうっ……」

			「うおっ、すごい締め付け」

			「うぐっ……私の中……あぐっ……セシル様のでいっぱいになってて……ううっ」

			さすがに初めてだからか苦しそうな顔をしている。少し心配になった。

			「大丈夫か？」

			「……は、はい」

			「優しくするからな」

			「んっ……ありがとうございますぅ……ああっ……んくっ……はぁはぁ」

			「じゃあ動くぞ」

			「ふあっ……はい……ああんっ！　くはっ……私恥ずかしい……んんんんっ！」

			軽く腰を動かしただけなのに、膣の奥から熱くてトロトロしたものが流れて、亀頭にかかった。これはエロイ。

			俺はゆっくりだが腰を大きく振って、チンコをオマンコの深いところまで進める。

			「わ、私……ああああっ！　私……んふっ……奥に……あふっ……奥にセシル様のが……はあんっ！　当たって……」
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			デュラハンの切なげな声。ぬるぬるになった膣壁がガチガチのチンコに、いやらしく絡みついてくる。俺もどんどんチンコを滑らし、亀頭を擦りつけて快感を得る。

			「んふっ……すいません……ああっ……初めてなのにこんなに感じる女で……ああんっ……はぁはぁ……」

			「いや、大いに結構。痛くないなら、強くしても大丈夫だよね？

			処女だったのに最初からエロイのも大歓迎だ。

			「は、はい……んっ……大丈夫だと……んあっ……思います……」

			「じゃあ少し強く」

			「あんっ！　んっ！　んっ！　んっ！　セシル様ので……あふっ……私の中ズンズンってされてます……はあんっ！」

			デュラハンの身体がゆさゆさと揺れる。同じように揺れていた二つの膨らみに、俺は手を伸ばした。

			「ああんっ！　んくっ……おっぱいが……ふあっ……ぐにゅぐにゅ揉まれて……んあああっ……くうっ……感じちゃう……はぁはぁ」

			「どんな感じ？」

			「ああっ……おっぱい触られながら……んふっ……おまんこ突かれると……ああっ……気持ちよくて……んんっ、イイっ！」

			乳房の愛撫がデュラハンを興奮させ、よけい感じるようになっているみたいだ。俺も興奮して強く亀頭を擦りつけてしまう。

			深く腰を沈めて、先っぽを奥の行き止まりに押し付ける。強めの摩擦が堪らない快感を生み出す。

			「ああんっ！　奥っ……んくっ……奥のところ……あふっ……セシル様の固いのでぐりぐりされてますぅ……はあんっ！」

			「くぅ、めちゃイイよ」

			今度は腰をギリギリまで引いて、一気に突き上げる動きにしてみる。

			「んあああっ！　すごいのぉ……んふっ……どすんって……あんっ……どすんって強く突き上げられますぅ……はああああっ！」

			ぶるぶると身体を震わせて、歓喜の声を上げるデュラハン。俺も興奮して激しく突き上げてしまう。

			「あんっ！　あんっ！　あんっ！　気持ちイイっ！　ああっ……こんなに感じちゃうなんてぇ……んああああっ……恥ずかしいですぅ……はぁはぁ……」

			「俺も気持ちイイよ」

			思いの外エロいデュラハンの反応で、快感もすごかった。締まりの良い膣が、ぎゅうぎゅうとチンコを圧迫する。腰を振って何度も亀頭を擦りつけたくなる。

			はっきり形がわかるほど、膨れあがった肉芽に手を伸ばす。くりくりと親指で擦りながら腰を振る。

			「んひあっ!?　やっ……ソ、ソコっ……あああっ！　なんか感じすぎて……ひぃあああああっ！　すごいですぅっ！　ああんっ！」

			「おおっ、また締まるっ」

			クリトリスで感じたせいか、ギュッとオマンコが俺のチンコを締め付けてきた。そんな反応がいやらしくて、めちゃくちゃ欲情してしまう。

			肉芽を弾くように強く擦りながら、チンコを再び奥まで進めて、行き止まりの壁にぶつける。

			「んあひぃっ！　すごっ……あああああっ！　クリトリス……ふあっ……擦りながら奥ズンってされると……ふあっ……一瞬なにも考えられなくなるくらい気持ちイイっ！」

			ガクンっと背筋を反らせて、口元から唾液を垂らし、デュラハンは快感を訴えてくる。

			「んふふっ……セシル様……んあっ……上手なんですね……はぁはぁ」

			「キミがかわいくてエッチだから、そうなるのかもね」

			やっぱりノリがいいと違うのかもしれない。デュラハンの身体の反応が、めちゃエロイ。だからこんなにエッチが盛り上がるのかも。

			腰の動きを小刻みにして、おっぱいを揉みしだく。指がぐにゅっと沈み込むほどの、たっぷりのボリュームと柔らかさに、チンコが固くなる。

			「ああんっ！　……はふっ……恥ずかしい私……あっ！　あっ！　また感じちゃう……はああああっ！」

			「我慢しなくても大丈夫さ」

			「んあああっ！　……でも……んふっ……でもぉっ……気持ちよくて……あんっ！　大きな声出ちゃうからぁ……はあんっ！」

			恥じらいながら喘ぐ姿は、大いにそそるものがある。もっともっと激しく突き上げたくなってしまう。

			おっぱいを揉みまくって、チンコをぐりぐり膣壁に擦りつける。快感もどんどん強くなっていく。

			「ああんっ！　そんなにおっぱいを……ああっ！　……モミモミしながら……んふっ……オマンコそんなに突いて……んああああっ！」

			「めちゃ萌えるよ」

			「あんっ！　あんっ！　そんなぁ……ふあっ……そんなにされたら私……はあんっ！　ダメぇっ……んっ……おっぱいそんなに揉んだら……はぁはぁ」

			デュラハンは艶めかしい喘ぎ声を上げて、身体をくねらせた。桃色の乳首は固く立ち上がっている。俺はそれを摘む。

			「[image: isao][image: isao][image: isao]っ!?　あひっ……ソコ……ふあっ……ソコすごい感じちゃう……はあんっ！　感じすぎちゃう……んんっ……ダメですぅ」

			「こんなに勃起させていやらしいね」

			「あんっ、だってぇ……あふっ……だってセシル様がいっぱいオマンコ突き上げるからぁ……くうっ……おっぱいモミモミするからぁ……んああああっ！」

			デュラハンの声はどんどん淫らになる。甘えたような感じが、かわいくてめちゃめちゃチンコを擦りつけたくなる。

			俺は思わず興奮して腰を突き出し、亀頭を膣壁にグリグリさせる。

			「んんんっ！　すっごい強くセシル様のが擦りつけられてますぅ……ああんっ……気持ちイイのぉ……んっ……はぁはぁ」

			「こっちもすげー気持ちイイ、このおっぱい触るとムラムラするし」

			「ああんっ……いやらしい……ああっ……そんな風に思ってるなんて……あふっ……私のことをそんな風にぃ……んああああっ！」

			口ではそういいながら、デュラハンは興奮したように色っぽく声を荒げる。アナルもひくひくして感じている様が見て取れた。

			俺は乳首を指で擦りつつ、もう一方の手で揉みし抱く。欲望のままに触って、チンコでオマンコを突き上げる。

			「あひっ！　ふぁぁぁぁぁっ！　乳首そんなにされたらぁ……ふあっ……オマンコがぬるぬるしちゃって私……ああんっ！」

			デュラハンの言葉通り、ドロッと愛液が染み出してきて、ガチガチに勃起したチンコに絡みついてくる。腰を振る度にねちゃねちゃといやらしい音が聞こえて、欲情を煽る。

			「あああっ！　セシル様のと……んくっ……私のが擦れてぇ……くうっ……エッチな音がしてますぅ……はあんっ！　はぁはぁ」

			「愛液でぐちょぐちょだな」

			「ああんっ！　恥ずかしい……んふっ……やあっ、あんまりオマンコのところ見ないで……んんっ……どうしても音が止まらないっ……くうっ！」

			「俺の先走りと混じり合ってるだろうな」

			「ふあっ……先走りって……ああっ……なんですかそれ？　はぁはぁ」

			「男の愛液みたいなもんだよ」

			「んんんんっ！　セシル様も出るんですね……ああんっ……セシル様のエッチな液が……んふっ……私の中で絡み合うなんてぇ……ふあっ……エッチな気持ちになっちゃう！」

			デュラハンの興奮でオマンコがひくひくして、それがチンコに伝わってくる。二度目の射精感がこみ上げ、チンコがまた膨張し始める。

			俺は欲情に火が付いて、おっぱいを潰すようにつかんで、チンコで奥を突き上げる。

			「あんっ！　あんっ！　激しいですぅセシル様……ふあっ……そんなにされたら……くうっ……私ぃ、イっちゃうますぅ……はあんっ！」

			「よーし、じゃあラストスパートいこっか」

			「んひぃぃぃぃっ！　あっ！　あっ！　すごいのぉ……んああああっ！　ズンズンされて……あふっ……いっぱい気持ちよくて……ああああっ！」

			「俺もめっちゃ気持ちイイよ！」

			「あふっ！　イイっ！　おまんこすごいイイっ！　もっと……ふあっ……もっと奥もズンズンして下さいぃぃぃぃっ！」

			遂にデュラハンも我慢できなくなったのか、俺に快楽を求めてきた。この反応に萌えて俺はいうとおりにチンコを奥に進める。

			激しく腰を打ち付け、オマンコのちょうど行き止まり、子宮口のあたりに亀頭をがんがんぶつける。

			「んひぃっ、ソコっ！　んんんんっ……気持ちイイのぉ！　ああんっ！　セシル様のがイイのぉ！　あああああっ！」

			「こっちもイイぞ」

			喘ぎまくるデュラハンにそそられて、俺もめちゃくちゃチンコを擦りまくっていた。ぐにゅぐにゅとおっぱいを揉むことも忘れない。

			「ああっ……もうすぐイっちゃう……ふあっ……セシル様の大きくなってます……あんっ……子宮口で咥えちゃいます……んああああっ！」

			言葉通りデュラハンの子宮口が、亀頭にぺたりと張りついた。オマンコはひくひく震え、俺の射精を促してくる。

			精液を一滴残らず受け止めようとする様子に、めちゃくちゃ興奮してしまう。

			「んんんっ！　太いっ……あふっ……セシル様のすごく太くなってますぅ……ああんっ……太いので擦れるぅ……はあああっ！　気持ちイイのぉっ！　もうイキそう！」

			「俺ももうすぐイクよ」

			「んあっ……私もうらめっ……ああんっ！　イクッ！　イっちゃいますぅぅぅぅぅ！　んあああああっ!!　イッーーークーーーーー!!」

			デュラハンが絶頂の悲鳴を上げ、オマンコがギュッとチンコを締め付けてきた。俺にも限界が訪れて、溜まった欲望を発射する。
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			「ああああっ！　熱いのが中で出てるぅっ！　やんっ、ビュービュー出てるぅ！　……んああああっ！　出てるのがわかるぅ……はあんっ、感じちゃうっ！」

			「ううっ、すげー締め付けてくる。気持ちイイ」

			「んあああっ！　全部子宮にぃ……はあんっ！　どぴゅどぴゅして下さいぃぃぃぃ！　ああああっ！　オマンコいっぱいになっちゃうぅぅぅ!!」

			絶叫しながら濃い白濁液を、全て子宮で受け止めるデュラハン。めちゃめちゃいやらしくて、何回もザーメンは迸った。

			「はぅぅぅぅっ……私セシル様の子……んっ……妊娠しちゃうかもしれない……」

			射精が止まったあとデュラハンはうっとりした顔で呟く。俺は快感が完全に消えるまで亀頭を擦りつけていた。

			よほど絶頂が強烈だったのか、しばらくしてもデュラハンは余韻に浸り夢見心地の状態だった。

			「それじゃあ、またいつかな」

			「んふぅっ……はわぁぁぁぁぁぁ」

			先に衣服を整えた俺はデュラハンに別れを告げて、その場を後にした。
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			ここまでの道のりはいろいろと長かったが、ついに俺は魔王の城にたどり着いた。なにせ近くに街がないので、ここ数日は野宿ばっかりになっていた。

			虫がうざいとか背中が痛いとか、少々不満が溜まっていたが、それもこれで終わる。

			「うーむ、なかなか立派な城だなぁ」

			これまでも四天王の住まいを見てきたが、さすが魔王となると違う。要塞みたいな感じで風格もある。この佇まいからして、かなりきついタイプと見た。

			ホントに可愛いんだろうな？　という一抹の不安が過ぎる。よくいうじゃん、性格とか生活とかが、顔に出るってさ。

			まあ、そんなことばっか考えていてもしょうがないか……。これが最後になるんだし、そろそろちゃんとしたベッドで眠りたい。できれば可愛い女の子と一緒に。

			「ついにここまでやってきたぞ、魔王よ！」

			よし、テンション上がってきたぞ。やってやるぅー！　かかってこんかい！

			「さあ早く姿を現せ！　勇者セシル様が、お前を成敗してやるぅ！」

			さすがラストともなるとつい張り切っちゃうよね。そんなことを思っていると、奥の方から誰かこちらに近づいてきた。

			「あ、ああ、あの……ええと……その……ええとですね〜」

			「ん？　誰だアンタ？　魔王の侍女か何か？」

			現れたのは女の子で悪魔っぽい衣装を着ている。かなりかわいい。

			「い、いえ……違うんですけどその〜」

			「もしかして魔王のボディーガードとか？　それにしちゃ、めちゃかわいいけど」

			「そんなかわいいだなんて……もー……でもボディーガードとかじゃなくてですね……」

			「いやすげーかわいいよ。ボディーガードじゃないとすると、なんだぁ？　食事とか掃除の係とか？　そういうのかな？」

			「えっと……申し上げにくいのですが……そのですね……」

			「ああっ、なんだったら俺が助けてやるから遠慮なくいえよ」

			「ええっ！　いいんですかぁ……そんな……私、うれしい……」

			女の子は顔をほころばせる。これから魔王と戦わないとならないのに、この子をどっかに連れて逃げたくなってしまう。

			「もちろんマジだからさ、俺ちょっと魔王倒すから、待っててくれな」

			「えっ……あっ……その件なんですけど……魔王はですね……」

			「うん、どっかに出かけてていないのか？」

			「いえ、います……そのぉ〜、目の前に……」

			「はっ？　どこ？」

			「ですからそのぉ……魔王は私なんです……す、す、すいません……」

			「へっ？　……なにぃーアンタが魔王だってー、冗談も休み休みいい……なさい……」

			嘘だろぉ？　てっきり魔王は奥で控えていて、これから現れるんだとばっかり思ってたし……。そんなこの子が？　なんかの間違いでしょう。

			「初めまして……アイリーン・ミッドガルです……魔王やってます」

			「……マジ？」

			「はい……あー、あ、あの……その私ぃ……」

			おろおろするアイリーン。その様子がめちゃかわいくて堪らん。でも魔王なんですよ。侍女かなにかだとばっかり思っていたのに……。

			そうなると俺も一応きちんと自己紹介しないとな……。なんか変な感じだけどね。

			「俺はセシル・カッツオ。勇者やってま〜す」

			「はい、存じ上げております。勇者セシル様ですね」

			アイリーンはニコッと笑みを浮かべる。なんだかすごく嬉しそうだ。

			「最高だな……」

			「えっ……あの……」

			「キミみたいな子とできるなんて夢みたいだよ。しかもそれで平和になるとか一石二鳥なことになるらしいし」

			「あの……あのぉ……ええと……私なんてその〜……」

			「あ〜もーその謙虚なところとかイイね！　自覚のない美少女はヒロインのお約束!!」

			「ええっ……美少女だなんて……そんなぁ……からかわないでください……」

			「いやいや、マジマジ、しかも処女だし最高じゃないのもー、やらせろこの魔王!!……あははははっ」

			「え、ええと……そんなぁ……あのいきなりそんなこと……」

			マジになって焦ってるところが、めちゃくちゃ萌える。かわいすぎ。マジで。

			「はふぅっ……うー……」

			アイリーンは真っ赤になって俯いてしまった。すげー完璧萌えキャラだよね。ホントにこんな風になるんだね。俺も初対面のくせに言い放題だし。次の日セクハラで捕まりそうだな。

			「さて魔王アイリーン」

			「は、は、はい……な、な、なんでしょうか？」

			「俺はお前と絶対にエッチする。必ず処女を奪ってやるぜ！　そんでもって毎日Ｈしてやる！」

			「えっ、ええ、えっと……その……」

			俺の迫力に焦り出すアイリーン。かわいいのう。ほんとに。ちなみに俺の計画だと、人間に戻った魔物ちゃんたちも、全て我がものにする予定だ。

			それぞれの家にも戸別訪問するつもりだし。

			「てなわけで、いくぞ魔王アイリーン！　お前を倒して、ヤってヤってヤリまくるのだぁ！」

			「あううっ……あの……ううっ……勇者セシル様……あわあわ、お、お覚悟を……」

			アイリーンも半泣きになって震えながら、構えを取る。脚はがくがくしている。

			「てぇぇぇぇぇい！」

			いつになく気合いが入った俺。コイツはイケル！　いや是が非でもイクッ！　カウンターを狙うとか、そんな姑息なことを考える気にはならなかった。

			一気に勝負をつけるのみ。渾身の力で剣を振り下ろす。アイリーンは必死にガードしようとしたが、俺はそれすら破壊するような勢いだった。そして……。

			


			「きゃあっ！　あれぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

			アイリーンがゆっくりと床に崩れ落ちる。すぐにケリをつけるつもりだったが、こうなるまで意外と長くかかった。アイリーンがやっぱり魔王だからだろう。

			「はぁはぁ……やった！　ついに魔王をやったぞー」

			喜びのあまり剣も服も脱ぎ捨て、裸でアイリーンにぴょーんと襲いかかった。アイリーンは四つん這いの体勢だ。

			「あ、あ、あの……セシル様……ほ、本当に私と……その……するんでしょうか？」

			「いいケツしてるなぁ、かなりスタイルいいよね。アンタ」

			アイリーンが話しかけてくるがスルー。嬉しいし興奮してるからしょうがないさ。

			「ええっ！　そ、そんな……私なんて……あわわ……そんなはずが……」

			「いやホントに、ほらここなんてムチムチだしさ、着やせするタイプでしょ？」

			「んっ……ああっ……そんな恥ずかしいですぅ……あうっ……やめてください……」

			「やめられん……すうすう」

			「きゃっ！　ああっ……お尻の間に顔を入れないで……あひゃっ……すぅすぅします〜……あーん」

			くすぐったそうにヒップをくねくねさせるアイリーン。めちゃめちゃかわいくて、俺は顔をお尻に押し付け、匂いを嗅いでしまう。

			女の子らしい甘い香りに興奮してしまう。フェロモンってやつだろう。

			「ホントこんなお尻初めてだよ……すべすべだし、柔らかくてこう、頬を押し付けたくなるこの感じ」

			「きゃんっ！　んんんっ……そんなお尻に頬ずりしないでください……あんっ！　くすぐったいですぅ……ふあっ……恥ずかしい……」

			「そんなこといったって……したくなるようなお尻だからだよ……」

			「んひっ！　そんな……ああっ……お尻をそんなに手で触るなんて……くうっ……エッチですぅ……ううっ、でも私負けたんだから……んっ……しかたないですよね……」

			きゃっきゃっと可愛らしい悲鳴を上げながら、困惑した顔をするアイリーン。その様子を見ていると、一つ疑問に思った。

			女の子としての身体のスペックやかわいさだとかは、文句なしナンバーワンだとは思うが、王者の威厳だとかオーラみたいなのは全くない。

			「お前魔王やってんだよな？」

			「……えっ」

			この際もっと詳しく聞いてみたいと思った。せっかく戦いに勝って、ゆっくり話す機会もできたことだし。だからといって、尻を触る手の動きは止めない。やめられないのさ。

			「なんのために魔王してるんだ？　女の子を魔物に変えたりとかもさ」

			「あの……」

			「うん、話してみろよ」

			「えっと……実はお友達が欲しくて……」

			「……は？」

			なんのことかと思って、俺はマヌケな声を出してしまった。てっきり人間を奴隷にしたいとかこの世界を征服したいとか、壮大な野望を聞かされるのかと思っていた。

			けれど実際聞こえてきたのは、カワイイ言葉だったので、わけがわからなくなった。

			「お友達が欲しくて……いろいろしてました……」

			「……えっと……お続けください……」

			「はい、続けます……」

			アイリーンは少し落ち着いた口調になる。

			「……私ぃ……こんなだから……お友達もいなくて……そ、それで寂しくて、この世界にいる人間さんとお友達になりたくて……」

			「うんうん、それで」

			「人間とお友達になりたいだけで、この大陸に来たんです……侵略する為じゃありません……ほんとです……」

			「うーん、確かにお前は侵略戦争するキャラではないよな」

			信じられない動機だけど、アイリーンの様子を見ていると、頷けるところもあった。

			「はい……魔王の中では、ものすごく平和主義者だって、いわれます……戦いなんて嫌いですし……」

			「それなら何でこんなことになったんだよ？　女の子たちを魔物にして、軍隊まで作ったりして？」

			「ううっ……それは私の能力が……たまたま人間をモンスター化させる、ものだったからで……あうっ」

			「ふむ、モンスター化ね」

			「それでお友達になろうと思ってた女の子たちが、魔物になっちゃったんですぅ」

			「それだけで、魔物になるのかね？」

			哀しそうに声を落とす。アイリーンに俺は聞いてみる。

			「たぶん……私が……私がお友達になりたいって、強く願いすぎたから、呪いが発動しちゃって……それで……」

			「あーなるほどね」

			魔王がこれだけ若いとなると当然、友達になりたいと思う対象の女の子たちも、若いわけで。魔王の魔力にあてられて、女の子たちは魔物化しちゃったということか。

			魔王といっても若い女の子の問題だから、男だとか年寄りじゃ話も合わないだろうしな。

			「で、もしかして、そんなこんなでできてしまった部下達を抑えきれず、軍を作って侵攻を続けるハメになったとか？」

			「だ、だってぇ……みんなとってもいい子たちだけど、好戦的で権力大好きなんですものぉ……」

			「あーそういえば、四天王とか領土拡大、民衆の支配だとか好きそうだもんな」

			「ううっ……ごめんなさぁいセシル様……うっ……私、私ほんとにこんなことになるなんて……思ってなかったから……」

			ただ友達が欲しかっただけなのに、いろいろと誤解されることに発展してしまったのね。

			街の連中が聞いたらびっくりするだろうな……。

			「お友達が欲しくて私……ぐすっ」

			「おーよしよし」

			大粒の涙をこぼしてしゃくり上げるアイリーンを俺は慰める。

			「ところでその能力って俺とエッチしたら消えるらしいぞ」

			「くすん……はい、知ってます……だから私、勇者様をお待ちしておりました」

			「はい？　俺を待っていた？」

			「……勇者セシル様は……私の王子様で……私を助けてくれるのは……あなたしかいないのです」

			「ふむ、それであんまり攻撃的じゃなかったのか」

			つーか全然魔王どころか敵には思えなかったし……。俺の中で魔王に仕えているかわいい女の子とか、そういうストーリー展開しそうだったし。

			「じゃあ遠慮はいらないな」

			「ぐすっ……ひっく……えっ？」

			「いざ、麗しき姫君にかけられた呪いを解かん！」

			芝居がかったわざとらしいセリフを吐いて、美しい魔王の秘部を覆っていた下着を取り払った。

			「きゃあっ！」

			突然のことで、驚いて逃げようとする下半身を俺は押さえた。ガクガクと震える太ももの間に手を入れて股間を包む。

			「わっ……あっ……ああっ……そんな……私の恥ずかしいところ……あうっ……丸見えになって……くうっ……恥ずかしいですぅ……」

			「めちゃめちゃ魅力的だよ」

			「そ、そそ、そんなこと……あんっ……触っちゃダメですぅ……ああんっ！　ひやっ、中に指が入っちゃいますぅ……」

			アイリーンのお尻がビクビクと跳ね上がる。俺は割れ目に沿って指を動かす。

			「ひゃっ！　……んあっ……私の恥ずかしいところを……はあんっ……セシル様の指がすりすりしてますぅ……んんんっ！」

			「したくなっちゃうような相手だからな」

			「んあっ……そんなぁ……んっ……そんなこといわれたら私……ああっ……よけい恥ずかしくて……あんっ、アソコが擦れて……んくっ……やだ熱くなってる」

			恥じらいながらも、アイリーンの身体は高まってきているようだ。肉芽の方にも親指を当てる。そこを転がしてみた。

			「ひぃあっ!?　やっ……どこ触ってるんですかぁ……ああんっ！　変な声が……くぅぅぅぅぅっ！　抑えられなくなっちゃうっ……んああああっ！」

			「声は我慢しなくていいんだよ」

			「んひぃっ！　だ、だけどぉ……ああああっ！　オマンコまで見られただけじゃなくて……んふっ……こんなに触られて……くうっ……すっごい恥ずかしくてぇ……んんんっ！」

			こんなに初々しくて女の子らしい反応は、初めてかもしれない。まだ挿入もしてないのに俺はかなり興奮していた。

			指に感じる湿り気が、だんだんはっきりしたものになっていく。手の動きを次第に早くしていく。

			「ああんっ！　くうっ……恥ずかしくて涙が出そうなのに……あうっ……私……んっ……私ぃ……んああああっ！」

			トロトロと愛液が染み出してきて、俺の指に絡みついていた。滑りがよくなったことでますます愛撫は激しくなっていく。指を膣に入れて内壁も擦り上げていた。

			「ちょっと覗いたり触ったりしただけなのに、こんなになるなんて……魔王は淫乱って決まってるのかな？」

			「あうぅぅっ……意地悪いわないでください……あんっ！　そんなこといわれても……ふあっ……セシル様に触られると……くうっ……こんなになっちゃって私ぃ……はぁはぁ」

			すっかりオマンコは濡れていて、十分といった感じだった。次のステップに進んでいいだろう。

			「ならそろそろいいだろう、入れるぞ」

			「あぁぁぁぁぁっ!?　セシル様のが……ふあっ……セシル様の太いのがぁ……私のオマンコの中にぃ！　……くうっ……入ってきて……くああああっ！　痛っ！」

			アイリーンの中はすごくきつかった。たっぷり濡れていたし、多少の抵抗は予想していたが、現実はそれ以上のものだった。

			一度抜けてしまうと再挿入は困難な気がしたので、俺は必死になって押し返されるチンコをなんとか膣に収めようとしていた。

			「あぐぅっ！　痛いっ……くあっ、痛いですぅセシル様ぁ！　うぐっ……裂けてしまいそうな気がしますぅ……はぁはぁ」

			アイリーンは顔をしかめて、苦痛を訴えてくる。痛いのはかわいそうだけど、少しずつ慣れてもらう他ないと思った。

			小刻みに腰を振って、オマンコをチンコで掘削するようにする。やがてある程度のところまでくると進まなくなったが、こればっかりは少しずつやっていたのでは、いつまでも突破できそうになかった。

			「うっ……くっ！」

			「[image: isao]あぐっ!?　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ！　くはっ……すごい痛いっ！　……くうっ……お腹の中がいっぱいな感じで苦しいですぅ……はっ……はっ……はっ」
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			ブチッと音がしたあと、太ももに血液が垂れてきていた。少しでも痛みを少なくするために、またちょっとずつ腰を動かす。

			「ああっ……くっ……中が……んふっ……オマンコの中をセシル様のオチンチンが擦って……あうっ！　くうっ……」

			「大丈夫か？」

			「んっ……まだ痛いですけど……あうっ！　かなりおさまってきました……はぁはぁ……続けてください……んふっ」

			辛そうに片目を瞑りながらも、アイリーンは笑顔を見せた。いじらしい仕草に俺は萌えておっぱいをつかんだ。

			「ああんっ！　そんなに大胆に……ふあっ……私のおっぱいがセシル様に揉まれてますぅ……んあああっ！」

			胸を揉みしだくと、アイリーンは甘い声で喘いだ。オマンコの中でトロッと愛液が染み出してきたので、俺は力強く腰を振る。

			チンコを往復させる度に膣内の潤いは増して、いつしかぐちゅぐちゅっといやらしい音がするようにまでなっていた。

			「あっ！　ああっ……んっ……奥まで……んっ……奥までセシル様のオチンチンが届いてますぅ……ああんっ！　中が熱い……んっ……お腹にズンってきますぅ……」

			「ううっ、痛いよな……くっ、わりーけど止められない」

			アイリーンの可愛い姿に萌えたことと、魅力的な身体を欲望のなすがままにしたことで、かなりの快感がチンコに伝わってくる。

			ぐんぐん射精感もこみ上げて、へたすると暴発しそうなほどだった。

			「くあっ……もうさっきみたいに痛くなくて……ああっ……中がいっぱいぬるぬるになっちゃってますぅ……ふあっ……これって……気持ちいいってことでしょうか……」

			「そうだな。嬉しいよ。そうなってくれて」

			「ああんっ！　私も嬉しいですぅ……はぁはぁ……セシル様ので私の中がいっぱいになって……んくっ……同じ気持ちになれるなんて……はあんっ！」

			大きな目を潤ませてアイリーンは笑みを浮かべる。胸に熱いものがこみ上げてくるのを感じながら、俺は動きを激しくする。

			形が良く弾力のあるお尻と俺の太ももがぶつかり合い、パンパンという音が辺りに響く。結合部から愛液が飛び散り、それがお互いの肌の上に落ちていった。

			「ああっ！　……中っ……んんっ……オマンコがすごい熱いっ……あんっ！　オチンチンで擦られてすごい熱いですぅ！　ああんっ！」

			「うおっ、めちゃイイっ！」

			もっと快感が欲しくなって、俺は奥までチンコを進め、子宮口を亀頭で擦り上げる。

			「んんんっ！　すごいっ……あふっ……私の奥を……はあんっ！　セシル様のがぐりぐりしてますぅ……んああああっ！　気持ちいいっ！　気持ちいいですぅ！　私もうダメぇっ！　ダメですぅ！」

			「うっ、もうイクぞ！　出すぞっ！」

			あっという間に我慢できなくなって、俺はアイリーンに伝えた。

			「あああっ！　来てくださいっ！　セシル様のを……んんっ……私にくださいっ！　んあああっ！　は、早くぅっ！」

			「うあっ！　イクっ！」

			「んああああっ！　どぴゅっどぴゅセシル様のが……んんっ……出てますぅ！　私のトロトロになったオマンコの中で出てますぅ！　はあああああっ！」

			
[image: 01]


			凄まじい勢いで白濁が吐き出されると、アイリーンは甘い声で絶叫した。膣がひくひくと震え、その動きが淫らに射精を促す。

			俺は腰を突き出し、より多くのザーメンをアイリーンの子宮口に注ぎ込んでいく。

			「あああんっ！　気持ちいいっ！　なんかふわっとして……ああっ！　……すごい気持ちいいのぉっ！　んああああっ！」

			「くっ、うおおおおっ!!」

			全ての欲望を吐き出して、ぐったりしそうだったが、俺は勝利の雄叫びを上げていた。

			かくして伝説の鞘に収まりし勇者の使命は果たされたのである。魔物娘たちの処女を奪って人間に戻しただけではなく、元凶たる魔王の処女も奪って、その恐るべき魔力を消し去ったのだ。

			「……んっ……んくうっ……はぁはぁ……もっと……んっ……もっと抱きしめてください……ああっ……セシル様……」

			「アイリーン……」

			お互いの名を呼び合って、熱く火照った身体を抱きしめ合う。あまりの心地よさに、下半身が蕩けてしまっているような気がした。

			もう動く気力はない。できたらこのままこの城に泊めてもらいたい。そう思っていた
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			かくして魔王は倒され大陸に平和が戻った。魔物化されていた娘たちも人間に戻り、故郷や家族の元へと帰っていった。

			俺はというと大陸の英雄と呼ばれ、数々の地位を与えられたが、それは辞退した。褒章金以外のものを受け取ると、いろいろと面倒なので……。

			そんでもって今も勇者として、一人旅をしているということになっているが、実は魔王アイリーンの城に入り浸っている。

			アイリーンは付近の人達を使用人として雇用したり、あまり害のない魔法を駆使したりして、今でもこの地に城を構えているのだった。

			俺に魔王討伐を依頼してきた街長たちにも、事件は解決したのだし超かわいい魔王が頭下げてんだから、許してやれといった。俺が監視してんだから安心しろ、とつけ加えたら誰からも文句はない。

			というわけであちこちの国々から、毎月報酬をしっかりもらい、旅をしてるふりをして、魔王の城に滞在しているのだった。

			俺が人目を忍んでまで、魔王の城に留まり続けている理由。それは……。

			


			


			「ああっ……んふっ……セシル様……んくっ……気持ちいい……もうぐしょぐしょなんですぅ……あんっ！」

			「くっ……うあっ……」

			欲望のままに何度も膣を突き上げ、快感を貪る。腰を振る度にアイリーンが、歓喜の声を上げる。

			アイリーンの反応に興奮してチンコがさらに固くなる。

			「はあんっ！　もっとぉ……んんっ……もっとくださいぃっ！　セシル様ので私のオマンコ突き上げてぇ……ああんっ！」

			俺よりも腰を激しくくねらせ、アイリーンは亀頭を膣壁に自ら擦りつけてくる。貪欲な動きに快感は高まるばかりだった。

			アイリーンが喘ぐ度に、胸の大きな膨らみが淫らに揺れて、その様子に欲情をそそられてしまう。

			「あふっ……んぐうっ……またイっちゃいそう……くうっ……ココ気持ちよくて……あんっ！　擦って欲しくなるんですぅ……んんんんっ！」

			挿入したままアイリーンが見せつけるように腰を振って、どこが今一番感じるのか訴えてくる。

			愛液でぐちゅぐちゅになった膣は、亀頭に擦れると堪らない快感を生み出す。俺の方もカウパーがいくらでも染み出してしまう。

			「うっ……くっ」

			「あんっ！　セシル様のオチンチンがビクって動きました……んんっ……いっぱいエッチなぬるぬる出して……ふあっ……私のオマンコに塗りつけてくださいね……んあああっ！　はぁはぁ」

			カウパーを擦りつけられることを想像して、アイリーンは興奮していやらしく声を震わせていた。

			腰をくねらせて膣でチンコがよじられる。複雑に擦れて圧迫され、先走りが搾り出される。じわじわと快感が蓄積していく。

			「たっぷり出てるだろうな」

			「んふっ！　嬉しいですぅ……あんっ……私のオマンコにもっとぬるぬる擦りつけて……ああっ……オチンチン固くして欲しいですぅ……はああああっ！」

			アイリーンの淫らな懇願に、俺も欲情をそそられて、激しく腰を打ち付けてしまう。豊満で形の良い乳房が、ゆさゆさと上下に揺れていた。

			俺はおっぱいをつかんだ。ムラムラしているため、すぐさま荒々しく揉みしだく。

			「んんっ！　おっぱい……んあっ……私のおっぱいが……くあっ……セシル様にモミモミされてますぅ……ああああっ！　おっぱい感じちゃう……はぁはぁ」

			「すげー興奮するよ」

			「ああんっ！　私も……ふあっ……私もですぅ……はぁはぁ……はしたないって思ってるのに……んんっ……して欲しくなっちゃうんですぅ……はあんっ！」

			結合部から大量の体液が漏れ出して、泡ができていた。アイリーンとエッチするといつもこうなってしまう。

			俺は腰の動きを大きくして、膣の奥を突き上げる。亀頭が強く擦れてめちゃ気持ちいい。

			「ああああっ！　奥っ……んふっ……奥のところ……あふっ……セシル様のオチンチンで子宮口ズンズン突かれて……はああああっ！　……気持ちいいですぅ！」

			「よし、じゃあもっとよくしてあげるよ」

			腰を横に振って、亀頭で子宮口をこじあけるようにする。強烈な刺激が癖になりそうだった。カウパーも大量に漏れ出しているだろう。

			「ああんっ！　そ、それ……んくうっ!?　すごい感じちゃいますぅ！　子宮の中にオチンチンが入っちゃう……んんっ……ぬるぬるが子宮に入っちゃうっ！」

			アイリーンは興奮して喘ぎまくる。桃色の乳首は固く立ち上がっている。俺はおっぱいを揉みながら、突起を摘みねじり上げる。

			「んひいっ！　すごっ……ああああっ！　乳首っ……ふあっ……乳首触られると……くうっ……オマンコも気持ちよくなってぇ……ああんっ！」

			おっぱいとその突起を刺激すると、アイリーンの声が淫らにわななく。オマンコはヒクヒクと動き、チンコに快感を与える。

			俺は興奮して激しく突き上げ、さらに快楽を求める。胸を揉む手にも力が入ってしまう。

			「くあっ！　おっぱいがぁ……んふっ……おっぱいをそんなに強くつかまれてるのにぃ……あぐっ……んああああっ！」

			「わりー痛かったか？」

			「あんっ！　いえ……ああっ……強くされると感じちゃうんですぅ……ふあっ……ごめんなさい……くうっ……エッチな私を許してくださいぃっ！　ああんっ！」

			すっかりエッチの快楽に、はまってしまったアイリーン。謝るところがめちゃ萌える。俺は興奮してチンコを膣壁に擦りつける。

			「んふぅっ！　セシル様……んあっ……すごい擦りつけてるのわかります……あんっ！　オマンコ気持ちいいですぅ！」

			「俺も、すげー気持ちイイよ」

			「ああんっ！　嬉しいですぅ！　ああっ……セシル様のオチンチンでぐりぐりされるのが好きなんですぅ……はあんっ！」

			悩ましげな目で俺を見つめ、チンコを締め付けてくるアイリーン。俺はおっぱいを揉みまくって繰り返し腰を打ち付ける。

			「あんっ！　あんっ！　すごいですぅ……んあああっ……おっぱい触りながらそんなにオチンチンを擦りつけてくるなんて……くうっ！」

			「めちゃ興奮するよ。アイリーンのおっぱいは」

			「ああっ、嬉しい……あふっ……私のおっぱいでそんなに感じてもらえるなんて……はあんっ！　私幸せですぅ……ああああっ！」

			瞳を潤ませ悦ぶアイリーン。そういうところにまた萌えて、俺は亀頭をぐりぐりと擦りつけてしまう。

			チンコに興奮と快感が溜まりすぎて、抑えていても射精感がこみ上げてくる。

			「んんっ……すっごいオチンチン太くなってますぅ……ああっ……太いのでごりごり擦れて気持ちいいですぅ！　……ああんっ！　もうすぐ射精しそうなんですか？」

			「ああっ、まあね……くっ」

			「んっ……出してください……ふあっ……私のオマンコに……んんっ……セシル様の精液いっぱい出してくださいっ！　はあんっ！」

			アイリーンは射精が近づいていることを知ると、興奮して喘ぎ声を上げ腰を動かして促してきた。俺は射精に向かって腰を激しく振る。

			「あっ！　あっ！　あっ！　すごい……んふっ……セシル様そんなにオマンコ突いて……ああっ……もうすぐ出るんですね……ああっ……私のオマンコに射精するんですね……」　アイリーンは俺の射精を待ちわびて、欲情しきった声を出す。お互いの呼吸もどんどん荒くなっていく。

			チンコが欲望を吐き出そうと、アイリーンの中で膨張していた。俺は少しでも強い絶頂を得ようと、射精をぎりぎりまで堪える。

			「あんっ！　セシル様のオチンチン……あふっ……私のオマンコ壊れちゃいそうなくらい大きくなってます……あああっ……いっぱいくださいぃっ！」

			「くおおっ」

			「んあああっ！　私も……んあっ……私もそんな太くて逞しいので擦られたら……ああっ……イっちゃうっ……ああんっ！　イっちゃうのぉ！　はああああっ！」

			俺の激しい突き上げに、アイリーンも我慢できなくなり、一緒に上り詰めていく。膣がひくひくと目まぐるしく動き、絶頂がすぐそこまで迫っていた。

			「んああああっ！　ダメっ……んあっ……もうダメですぅ……私イっちゃう……はあんっ！　もうダメぇぇぇぇぇぇ！　イクぅぅぅぅぅぅぅぅ!!」

			アイリーンが限界を叫んだとき、膣が強烈にチンコを締め付け、俺も我慢できなくなった。快感のままに溜まった欲望をぶちまける。

			「ああああっ！　すごいのぉっ！　んんっ……すごいいっぱいセシル様のが入ってくるぅ！　ああんっ！」
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			白濁を膣で感じて、アイリーンが声を淫らに震わせる。俺は射精しながらオマンコの奥にぐりぐりと亀頭を押し付けた。

			膣が何度もチンコを締め付け、その度に快感がこみ上げた。何度も何度もチンコを擦りつけて、ザーメンを搾り出してしまう。

			「ああんっ！　射精しながらオマンコにオチンチン擦りつけるなんて……んっ……気持ちいいですぅ！　……ああっ……オマンコ感じちゃうっ！　……くあっ……またイっちゃう……[image: isao][image: isao][image: isao]っ！」

			再び絶頂の波に襲われ、アイリーンが悲鳴を上げて身体をぶるぶると震わせた。俺はおっぱいを強くつかんだまま、しつこく腰を振っていた。

			射精がようやく落ち着いても、アイリーンは俺の身体を抱きしめたままだった。

			「んっ……抜かないで……ああっ……抜かないでくださいセシル様ぁ……あふっ……ずっと気持ちいいのぉ……はぁはぁ」

			アイリーンは俺を離そうとしなかった。それは俺も同じだった。離れたくないから、俺は今もこの城にいる。

			アイリーンとずっと一緒にいたいからだ。

			「あうっ……オマンコひくひくしてて……んっ……セシル様のでいっぱいになってて……はぁはぁ……」

			愛しげにいうアイリーン。まだチンコはびんびんな状態だった。また欲望がもたげてくる。もっとアイリーンとエッチしたいと。

			「セシル様の……んんっ……まだ大きくて熱いです……あっ……また動いた……んふっ……もっとくっついて……あんっ……一つになりたい……」

			「アイリーン……もう一回スルか？」

			「えっ……ああっ……セシル様……んくっ……そのまま、また動くなんて……あんっ！　すごいのぉ！」

			俺が挿入したまま律動を再開すると、アイリーンは驚いていたが、すぐに甘い声でよがりだした。

			膣内はザーメンと愛液で満たされているので、それがチンコで撹拌される。ぐちゃぐちゃっと音がして、ザーメンが逆流してくるのが、いやらしかった。

			「んあああっ！　セシル様……ふあっ……嬉しいですぅ……あんっ！　セシル様の熱々の精液が……んんっ……オチンチンで中に塗りつけられてますぅ！」

			アイリーンの淫らな言葉に俺は欲情して、射精したばかりなのに、チンコはガチガチに固く反り返っていく。

			一度射精したとはいっても、まだまだ中に欲望が溜まっている気がした。おっぱいに指を食い込ませその感触を味わうと、溜まり始めたザーメンが濃くなっていく気がした。

			「んふうっ……セシル様の……くうっ……形がはっきりわかりますぅ……ふあっ……ゴツゴツしたのが……んっ……オマンコの中をごりっごりって擦ってて……はぁはぁ」

			「ううっ、出したばっかりだから、ずっと射精してるみたいな感じだよ」

			「ああんっ！　私もですぅ……んんっ……ずっとイってるみたいな気持ちですぅ……ああああっ！　また、すごい気持ちいいっ！」

			感じすぎていて、いつが絶頂かわからないくらいになっているようだ。いつ射精しても構わない気持ちで、俺は腰を振る。

			チンコに快感がまた蓄積していく。最初から強く亀頭を膣壁に擦りつけ、二回目の絶頂を目指す。

			「んあっ……セシル様……んっ……セシル様ぁ……ああっ……またすぐに来ちゃいそうですぅ……はあんっ！」

			女の子は何度でもイクことができるからか、アイリーンが絶頂を訴えてくる。俺は腰を打ち付けながらアイリーンの頭を撫でていう。

			「何回でもイっていいよ」

			「んんっ……でも……ふあっ……でもそんな……くうっ……私ばっかり……あんっ！　セシル様と一緒がいいですぅ……んああああっ！」

			俺とまた同時に達したいというアイリーン。そういうところめちゃ可愛くて、胸がジーンと熱くなる。

			「気持ちいいのが一番さ、イッてもいいぞ」

			「はいっ……あんっ！　そこ……んんっ……そこセシル様のオチンチンで擦れると、すごい感じちゃいますぅ……くうっ……気持ちいいですぅ！　ああんっ！」

			アイリーンは下半身をガクガクさせて、快感を訴えてくる。俺は精液で満たされている膣をチンコでこね回す。

			卑猥な水音を立てて、泡立った状態の白濁液がオマンコから零れ出す。

			「ああっ……セシル様のが……んくっ……オマンコから溢れちゃって……くうっ……もったいないですぅ……はあんっ！　せっかく出してくださったのにぃ……はぁはぁ」

			太ももを伝うザーメンを感じて、アイリーンが残念そうに呟いた。その様子に欲情して俺は動きを急に激しくする。

			パンパンと肉を打つ音が当たりに響き、アイリーンがより一層淫らな声を上げる。

			「くあっ！　セシル様っ……ああんっ！　すごいっ……んんっ……そんなに激しく突き上げて……ああああっ、おっぱいモミモミしてる……はああああっ！」

			大きな膨らみが俺の手の動きに合わせて、淫らに変形する。何度揉んでも飽きることなく、肉欲が刺激される。

			チンコがまた膨張して、欲望を吐き出そうと快感を蓄えていく。

			「んふぅぅぅっ！　セシルの様の固いですぅ……ああっ……また奥をズンってしてくださいぃっ！　ああんっ！」

			「こうか？　くっ！」

			「んああっ!?　すごいの……きましたぁっ！　んんっ……奥ズンってされたら……あふっ……一瞬わけがわからない感じになって……あんっ！　目の前が真っ白になって……」

			子宮に振動が加わって、アイリーンはイキそうになったようだ。俺は亀頭で子宮口をまた擦り上げる。

			急激に射精感がこみ上げてくる。アイリーンのオマンコに吐き出すべく、快感を貪る。

			「んひぃぃっ！　気持ちいい……ああっ……すぐにまたわからなくって……ふあっ……イっちゃいそうですぅ……はあんっ！」

			「はぁ、アイリーン」

			「はああああっ！　セシル様ぁっ！　んんっ……いっぱいオマンコにオチンチン擦りつけてくださいぃぃぃっ！　んあああっ！　すごいの来るっ！　また来ちゃうぅぅぅ！」

			アイリーンが求めるままに、亀頭を強く押し付けると、膣が大きく痙攣するのがわかった。また絶頂に達したのだ。

			俺も興奮して二度目の射精をする。我慢することなく欲望のままに、ザーメンを子宮に向かって浴びせる。

			「んんんんっ！　また私の子宮にセシル様のあっついのがぁ！　ああんっ！　びちゃびちゃいっぱいかかってますぅ！　はああああっ！　気持ちいい……はぁはぁ」

			次々と発射される白濁の塊を受け止めながら、アイリーンは歓喜に目を潤ませていた。俺は乳房を荒々しくつかんだまま、一滴も残らないように亀頭を擦りつける。

			一度目よりも射精の快感は強い気がした。アイリーンのようにたまに頭の中が真っ白になって、何も考えられないときがある。

			「はぁはぁ……」

			驚いたことに、二度目の射精を済ませても、チンコが萎えることはなかった。十分な固さを保ち、そしてアイリーンに対しての欲情も消えそうにない。

			魔王の魔力のせいもあるのだろうか……再び快感を求めて俺は腰を動かし始めていた。

			「あひゃっ……んひっ……セシル様っ……んくっ……ずっと気持ちいひっ……はふうっ……あんっ！　まひゃ……オマンコ突いてりゅ……」

			二度目の絶頂のあとさらに敏感になった膣を刺激され、アイリーンはろれつが回らない状態になっていた。

			しかし身体は快楽を求めているのか、膣内でモノをひくひくと締め付けてくる。俺は腰を沈めて、射精のためだけに亀頭をぐりぐりくと擦りつける。すぐにまた絶頂がやってくる。

			「んひぃっ！　[image: isao][image: isao][image: isao][image: isao]っ……おみゃんこ……んくっ……セシルひゃまのでいっぱひ擦りぇて……あひっ……きもじいいれすぅ……」

			「アイリーンまた出すぞ」

			「ひゃい……んくっ……私も……ひゃっ……何度れも……んふっ……イっちゃいまふ……んひぃぃぃぃっ！　イクっ……イキゅっぅ！」

			三度目の射精が始まると、アイリーンは身体を痙攣させ、絶頂に上り詰める。大量の精液は行き場を失って、ごぽごぽと音を立てて溢れてくる。俺は構わず腰を振って、快感の波が収まるまで、亀頭を膣壁に押し付けていた。
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			度重なる射精で、アイリーンの乳房や顔にまで精液が飛び散り、ベットリとはり付いていた。

			「んふっ……セシルひゃまの……せいえきぃっ……ああっ……しゅごい熱いのぉ……れろっ……じゅるっ……」

			アイリーンは顔にかかっていた白濁を指で拭い、それを口に含んで妖艶な笑みを浮かべていた。

			すぐにまた欲情しそうだったが、さすがにもう体力が尽きて動けなくなり、俺はアイリーンにもたれかかっていた。しばらく休んだあとアイリーンが口を開いた。

			「ずっと……んっ……ずっと一緒にいたいんですセシル様」

			「ああ、そうさせてもらうよ、お前がそういってくれるのなら。それとなんか欲しいものがあったらいえよ。褒章金で買えそうなものならプレゼントするし」

			「セシル様ありがとうございますぅ……でも一緒にいてくれるだけで十分ですぅ……大好きですぅセシル様ぁ……」

			アイリーンが感極まったように俺を抱きしめてくる。俺もアイリーンを強く抱きしめて、乱れた髪を優しく撫でていた。その後はいちゃいちゃしながら、幸せに浸る。

			「そういえばセシル様……」

			「……ん？」

			「人間に戻ったお友達とはこれからも会うんですか？　ジルさんユノさんシンシアさんマリエルさん他にも大勢いますが……」

			「……うっ」

			甘い時間を堪能していた俺は、急にアイリーンの言葉で現実に戻された。

			「いやなんつーか、元気にしてるかなーくらいは考えるけどさ……ほ、ほら、お前にも手紙が来てたじゃん……だから一緒にあいつ等の顔見に行くのもいいかなってさ」

			「私と一緒にですか？」

			「そうそう一緒に」

			「ふーむ、そうですか。じゃあ他の子と会うのは、私と一緒のときだけにしてくださいね」

			「そりゃそうだろ……あははっ」

			釘を刺されてめちゃめちゃ焦ってしまう俺。アイリーンの友人達が人間に戻れたのは、当然ながら俺の選ばれし『宝剣』のお陰なのだ。当然のことながらそのことは、本人達も知っている。

			俺はこの城の近くに住んでいる、元魔物娘たちと会っている。もちろんエッチありで。

			「この地をどこの領土にもせず、俺たちを自由にさせてくれている、あの四天王のお姫様がたにも早く会いたいもんだな」

			「そうですね〜」

			おだやかな声が返ってきたらふと見ると、アイリーンの顔は引きつっていた。ちょっとキレ気味な気が……。

			「あはっ……これからも幸せに暮らそうなアイリーン」

			「他の女の子のこととか、ちょっと気になりますけどぉ……嬉しいですぅセシル様ぁ」

			アイリーンはなんとか笑顔になって、俺をまた抱きしめてきた。

			「うーん、セシル様は私だけのもの……んっ……セシル様ぁ……もっと……もっとしたいですぅ……」

			「うむ……ちょい休んだらね……」

			「うふっ、セシル様嬉しいぃっ！　ちゅっ♪」

			アイリーンが俺の頬にキスしてきた。可愛らしい魔王を傍に、幸せいっぱいな気持ちだったが、俺は思っていた。

			どうやったらコイツにバレずに、他の子たちとエッチできるだろうかと……。俺と魔王の戦いは、これからもいろんな意味で続くのだった。
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			皆様こんにちはsofthouse−seal様原作『魔物っ娘ふぁんたじ〜』ノベライズ担当の優妃崎章人です。前作『へんしーん!!!』に続いて三冊目の担当となります。

			


			さてファンタジー物といいますと、シリアスなストーリー展開のものが多いですよね？　本作品は、ストーリーもキャラクターもそういう感じがない、明るく笑えるエッチなファンタジー物です。

			エッチなことしか頭にない主人公もすごいですが、敵になるヒロインたちもそれぞれ個性的。魔王と四天王たちの関係も、女の子ならではな感じで、すごくかわいいです。

			またヒロインである魔物っ娘たちとのエッチシーンも、普通の人間にはあり得ない、描写があって興奮しますよ。こういう明るいノリのファンタジー物を待っていた人は、きっとたくさんいるんじゃないでしょうか？　私もその一人です。

			ゲームを既にプレイされた方は、この小説を読んでもう一度笑って下さい。まだプレイしたことのない方は、これを機会に是非ソフト購入を、検討してみて下さいね。

			


			それでは再び、皆様と小説やシナリオなどでお会いできることを、楽しみにしています。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。




●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。

また本作品で紹介したｗｅｂサイトのＵＲＬは印刷出版した時点の情報となります。リンク切れや情報が異なる場合があります。
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